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　これは、私が見る夢の話である。

　夢――と言っても、それは現実なのだという。私の過去の記憶であるらしい。

　この夢の中で、私はまだ『私』だった。『ボク』ではない。実際にそう言っていたころ――十二年前から、少しも時が進んでいない。だから『私』だ。

　私、長な川がわ律りつは、一九九〇年の十月に川崎市で生まれた。その翌年に弟が生まれたのに合わせ、一家四人で多摩台と呼ばれるこの土地へ引っ越してきた。

　――おそらくそういった流れだったのだろう。父も母も、引っ越した年は憶おぼえているが、その理由はもう知らないだろう。すでに弟の存在は『魔法』とやらで書き換えられて、どこからも消え去ってしまった。

　十二年前。

　その日まで私は、ごく普通の女の子だった。四歳だったはずだ。そしてその日は突然やって来た。年の終わりで季節は冬。前日に降った雪の中を、私は大勢の大人おとなたちと逃げていた。

　その時、私は弟と二人だけだった。父は仕事だったし、母は買い物へ出かけている最中のことだ。そして私は弟の手を引いていたが、なぜ逃げているのか、どこへ向かっているのかは分かっていなかった。

　空で何か大きな生き物が戦っている――それしか分からなかった。

　遠いポコポコした雲の上で大きな音がするたび、地面にも何かが降ってきた。それは雨のようでいて実際は、もっと硬い何かだった。降ると恐ろしい音が立ち、大人おとなたちさえ悲鳴を上げていた。だが私にとっては、周りの大人たちに押しつぶされることの方が危なっかしく感じた。空のことはしょうがないのだと、気にしないようにするしかなかった。

　けれどその『怪物』は、空から私たちの前へ、わざわざ降りてきた。

　翼の生えた不気味な怪物は、不気味な感じのする剣をくわえていた。大きな大きな、とても人間には使えそうもない大きな剣。

　そして怪物は、傷ついていた。気が立ったように凶悪な目を光らせ、体中から不思議な色の血を流しながら、逃げている私たちの方へ真まっ直すぐ向かってくる。大人たちはまた悲鳴を上げて、その声に反応した怪物は、体中から光のベールのようなものを放った。

　すると途端に、大人たちは叫ぶのをやめた。全員が棒立ちになって、降りてくる怪物を一斉に見上げたのだ。

　大人たちはうっとりとしていた。その怪物は、美しかったのだ。怪物は怪物のままなのに、あっという間に大人たちを魅了してしまった。まるで不思議な魔法のようだった。

　すでにもう誰だれ一人ひとりとして、身動きを取ろうとしない。だから私と弟も、前に進むことも後ろに逃げることもできなくなった。人々はまるでマネキン人形のようになっていて、動こうとしない。危険なものが迫っているのは、子供の私にもすぐに分かった。だが、逃げることができない。

　そうやって手こずっている間に、羽のある怪物はもう地上スレスレまで下りてきていた。そして怪物はおもむろに、大きな爪つめの生えた足を振ったのだ。

　足の爪に引っかかった人間の頭が、いくつかとんだように見えた。蹴けられたことで無茶な距離を吹き飛ばされた人もいた。まるで大人たちはボウリングのピンのように、ただなぎ倒されるのを待っていた。

　だが辺りは静寂に包まれていた。全員されるがままなのだ。怪物の羽ばたく音だけが近づいてくるのを、私は恐怖の思いで聞いていた。けれどその時、私の弟までもが、はぐれないよう握っていた私の手をふりほどこうとした。

「待って！」

　私は必死で弟に言ったが、握っていた手はスルリとほどけた。まだ三歳の小さな弟は、大人たちの間をかいくぐって、怪物の方へ走っていってしまった。

「待って――！」

　私は弟の名を呼んだが、弟は振り返らなかった。すぐに私はその後を追おうとしたが、棒立ちの大人にぶつかって、押し戻された。そうこうするうちに弟はどんどんと先へ行く。

　近づく怪物は無言の大人おとなたちと、弟のいた辺りに、その巨大な足を下ろした。

『ドン！』

　とんでもないことが起きた音が響いた。

　足がのくと、怪物の足跡は、真っ赤な真っ平らになっていた。間には服の色がカラフルに散らばっていて、その中に弟の被かぶっていた帽子があった。たったそれだけを確認する間に、怪物は再び足をついて、次の場所が真っ赤な池になる。

　私はしばらく、何が起こったのか分からず、続いてようやく恐ろしさと怒りがこみ上げてきた。

　だが危機は、私自身にも迫っていた。あと三歩ほどで、怪物は私に届く。逃げるのか、戦うのか。私は決めなければならなかった。なぜかその時は、そう思った。子供の無茶さで、私は戦うことを決めた。そう決めた時、『あの人』が怪物と私の間に現れたのだ。

　いつ、どの瞬間に現れたのか、全く分からなかった。ただ気がつくと、大人たちの列の中に、石の板が現れて立っていた。そしてそれは次の一瞬、人の姿へと変わっていたのだ。

　すり切れた服を着る、大人の男の人。漆黒の長く伸ばした髪が、風にたなびくように揺れていた。

『あの人』は、他ほかの大人たちのように魅み入いられるようなことはなかった。それどころか一瞬『あの人』は、後ろであるこちらを――私の方を見たような気がした。ジッとした静かな視線で、私を見た。

　実際は、一秒ほどの間もなかったかもしれない。怪物はもうすぐそこまで、近づいていたのだ。だが永遠に思えるその視線をそらし、彼は再び背を向けた。そして人をかき分けながら、怪物に向かって走り始めた。

　そう。確かにあの時、『あの人』は腰に時代遅れの外国風の剣を帯びていた。

　剣の名はＳａｌｕａｇｅｓｓｅサルヴアジエス　ｓａｎｓサン　ｆｉｎｅｓｓｅフイネス。

　彼が私に残した、贈り物だ。今では私が持つ剣。それと同じものだったはずだ。『あの人』は怪物に向かいながら、静かに言った。とても寂しく厳しい声。

「……ミーミル、お前の剣は人の血で汚されてしまった」

　次の瞬間、あの人の手には武器があった。腰の剣ではない。空中から突然、その場に現れた、長い真まっ直すぐな、柱のような槍やり！

『あの人』が走る間も、槍の先は怪物の方をピッタリと向いたまま。でもその柱はいくつかのリングに分かれ、回転式の数すう字じ鍵かぎのようにクルクルと回った。数字の代わりに柱の上には複雑な波模様が生まれて、止まる。鉄色の柱の上でうねる、二匹の蛇へびのような模様。

　突進してくる怪物は、もう目と鼻の先。『あの人』はそのまま槍のような武器を、剣をくわえた怪物に突き立てた。

「そのまま行け！」

　槍は怪物の体に、思い切り叩たたき込まれた。

　こういう時、普通なら目を瞑つぶるものだっただろう。

　だけど私は必死に、全すべてを見届けた。あの人の奇妙な武器が怪物を貫くと、まるで怪物の身体が渦を巻くように消えていくのだ。あっという間に、まるで消しゴムで消したかのように、巨大な怪物は姿を消した。後にはあの怪物がくわえていた大きな剣だけが残り、地面に転がった。

　呪じゆ縛ばくの解けた大人おとなたちがざわめく中、彼はその巨大な剣を、鉄の左手で軽々と持ち上げた。ほんのちょっとの間だけ迷ったようだったが、結局その拾った大きな剣を、足下の地面へと突き立てた。そしてもう剣には見向きもせず、何も言わないまま、この場所を去っていった。

　　　＊　　　＊　　　＊

　そこで、この夢はいつも終わる。

　私はなぜあの時、後を追って『あの人』に感謝の言葉くらい述べなかったのだろう。それぐらいのことはできただろうし、したと思う。だがそうはしなかった。

　あっという間に『あの人』は、大人たちの間に姿をくらましてしまった。

　英雄に怪物は倒された。そして地面には神秘めいた剣だけが突き刺されて残された。

　私には弟を救えなかった無念が残った。

　命を救ってくれた『あの人』への、あこがれが残った。

　怪物と、怪物を見上げて魅み入いられる人々への嫌悪が、擦り込まれて残った。

　けれどこの十二年前の日のことは、全てすっかり人々から忘れ去られてしまった。

　いや本当は忘れはしなかったのだけれど、それは『魔法』で、なかったことにされたのだ。だから私の記憶は夢としてだけ、残った。

　残されたイメージに従う私は、理不尽なことが嫌いな子供になった。

　もし夢が本当で、また再び起きたらどうしようと恐れた。

　だが一方で、それを望んでいた。

　私は命を救ってくれた『あの人』に、もう一度会いたかった。そんなことを考えて五年。九歳の時に私は、あの人の突き立てたあの大きな剣に再会した。町の真ん中でその剣は、

『あの人』が刺した時の姿のまま、ひっそりと立っていた。

　そしてそこで『師匠』と出会った。

『師匠』はこの剣を引き抜くことができる人間を、育てているのだと言った。その人間こそ『勇者』なのだと言った。

　――さすがに子供向けに用意した説明なのだろうが、それ自体は私にはどうでもよかった。すぐさま師匠の道場に入門し、鍛錬に励んだ。

　子供のころからのあこがれの人。

　彼が地に突き立てたこの大剣を引き抜くこと――師匠の言う『勇者』になることは、私にとって彼に追いつくたった一つの手段なのだ。それはもはや私の使命だった。

　またいつかあの怪物が現れて人々を苦しめる時、今度は自分がやっつける。そう心に誓える自信もそろそろついてきたころのことだ。私は師匠の薦すすめで、立たつ木きヒロという男子と出会った。彼はクラスメイトだった。

　その後、全くのなし崩しで彼の王国ができ、私はその一員になってしまった。道場での師匠の教えは、この突発事件に私を適合させた。

　またこの事件は私にとっても、大事なことを思い出させてくれた。すなわち守る者の存在と、その必要性だ。

　私の修行はがむしゃらだったし、相手を打ち負かすことにかけては申し分ないだろう。だがそれは守るための力であることを、改めて思い出させてくれたのだ。

　そうして私はまた一歩、『あの人』に近づいた。再会を待ち望む日々を、今も私は送っている。



　夜よる闇やみに揺れる蝋ろう燭そくの火の下、老人の置物のような顔が浮かんでいた。

　彼はきっちりと正座で、一つの岩のように、微動だにすることがなかった。

　――无耶志国ムサシノクニの本拠地『府ふ中ちゆう屋や敷しき』でのことである。この障子張りの薄暗い一室には、老人の他ほかに二人。計三人の人間がいる。

　上座にいる置物のような老人は、現在の无耶志国ムサシノクニを預かる長老、大だい道どう寺じ繁しげ長なが。そこから少し離れた座布団に座るテンガロンハットの男が、風かざ祭まつり堅海かつみである。

　そのさらに隣に控えるようにして、もう一人。視線を隠すような長い前髪と、開襟シャツの学生服を着た少年。こちらが堅海の弟、風かざ祭まつり出海いずみ。

　考え込むように黙っていた三人だが、やがて兄の堅海が、焦じれたように小さく舌打ちして言った。

「だから後手後手はまずいと言ったんだ。あんなガキが国を造ってこちらは手を出せないなんていうのは、どうかしている」

　長老・大道寺は冷たい目のまま鋭く言った。

「口を慎め。あの少年はもはや正式に、荏えの原はらの新王だ。出自はどうあれ、これからは互いに、敬意を払っていかねばならん」

「敬意？　耄もう碌ろくしたのかよ、爺じいさん？　……その気もねえくせに、体面だけは気にしやがる。相手は運がいいだけの、ポッと出のガキじゃねえか！　大体、俺おれたちが行った時点では、ガキの王国を解体させることに何の問題もなかった。それをほったらかしにして、このザマだ――」

　目下からの糾弾に、長老・大道寺は再度、冷たい目だけで睨にらんだ。

　睨まれた途端、堅海は居い心ごこ地ち悪そうに身を揺すって、さすがに口を噤つぐむ。

　――十二年前、《大陥落》という事件があった。

　その際、日本は人的な被害を避けるため、列島各地を構成する古き神々の力を借りた。列島そのものを移動させ、難を逃れたのだ。しかし結果、千三百年続いた魔術的な意味での日本は、解体されてしまった。

　これまでの『日本国』という大枠を失った各地は、小国に分かれた。長老・大道寺に任されている无耶志国ムサシノクニも、関東平野南部にある、人口が多いだけの『小国』である。

　そして日本は再統合へ向け、緩やかに動き出していた。しかし先日、その流れにヒビが入った。ここ无耶志国ムサシノクニの内部に、国民四名の新たな王国が誕生してしまったのだ。

　もちろんたった数人で造った国というのは、能力や影響力も『それなり』でしかない。ガン細胞と同じで、小さいうちに撤去すればよかった。

　だが今回の新王国は、誕生したわずか数時間後に、自力で『テスカトリポカ』という魔術鏡像国家を併合してしまった。さらに彼らが第一の神器として呼び出したのは『カドゥケウス伝令使の杖』という始末だ。

　静かだった水たまりに放ほうり込まれたのは、大石だった。そうと気づいた時には、すでに全すべてが手遅れだった。

　この事態に无耶志国ムサシノクニの打てる手は、あまりに少ない……。ただ全くないわけでもない。

　最も効果的な『あらゆることをなかったことにする』という、切り札ともいえる一手が残された。すなわち新王・立たつ木きヒロの暗殺である。

　しかしカドゥケウス伝令使の杖の存在が、早急な暗殺実行を邪魔していた。

　神器であるこの杖つえは、強烈な『神しん威い』を帯びている。これにより東京への侵入が許されぬ神、もしくは魔の存在が、強く弾はじかれた状態となっていた。

　だが新国王暗殺による新王国消滅により、王国の神器・カドゥケウス伝令使の杖が消滅したとする。この時、東京を中心とした一帯は一時的に神威がマイナス状態にまで下がってしまう。いわゆる『空くう隙げき汚お染せん』という状況が発生し、ありとあらゆる魔が東京に引き寄せられる、非常に危険な状況が発生するのだ。

「単純に、この世から消して終しまい、とはいかぬ……」

　大だい道どう寺じは皺しわの深い唇で、消え入るような呟つぶやき声で言った。

「……もちろん魔ま除よけを強化すれば、問題は抑え込める。そして準備も進めている。しかし準備を終えるまでは、抜き差しのならぬ状況が続くだろう」

「だったら最初から、――王国ができた時にきっちり片をつけておくべきだったんだ！」

　風かざ祭まつり堅海かつみは「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」と怒鳴った。そしてトレードマークの場違いなテンガロンハットを押さえ、勝手に立ち上がる。

「兄さん」

　弟・出海いずみは怒鳴る兄をやんわりと牽けん制せいしたが、兄の方は聞いてはいない。堅海は勝手に部屋を出ていってしまった。

　長老・大道寺はその間、何も言わなかったし、何もせず目を瞑つぶっていた。苛いら立だち混じりの足音が聞こえなくなってようやく、静かに言った。

「……堅海は我慢がなくなった。取り締まるため追っていた魔術師の影響を、受けすぎているのではないかな――」

「兄の気性というのは、生まれた時からああいうものですよ」

　風祭出海は仕方がないという落ち着いた声で、しかし油断ない素早さで、大道寺の言葉に割って入った。その目は微笑ほほえみながら、警戒している。

「現場の報告を無視して後方が全すべて決めてしまうので、腹が立つんですよ。実際あまりよい状況とは、言えないですしね。そして今度は、子供殺し。荏えの原はらの新王については、殺害前提で話を進めています。兄向きじゃないんですよ」

　長老・大だい道どう寺じは薄く目を開けて、出海いずみに鋭い視線を向けた。

　弟が兄をかばうのはいい。だがその結果、大道寺が侮あなどられるのでは困る。それでは国が傾く。

「……まあ今回はよいか。それよりもだ」

「はい」と答えた風かざ祭まつり出海は、ころりと行儀よく姿勢を正した。弟の方は、大道寺に逆らうつもりなどないと、態度で示した。

「ここに呼ばれた用件は、すでに了解しています」

「そうか」

　大道寺はゆっくりと頷うなずく。

「カドゥケウス伝令使の杖の存在を封じ込め、魔ま除よけが破は綻たんせぬよう強化する準備に、あと一ヶ月ほどかかる。その間、お前には立たつ木きヒロに張りついてもらう。決して何事も起こらぬように、な」

「はい」

　立木ヒロが荏えの原はらの新王となってから、すでに一週間が経たつ。

　そして明日からいよいよ五月となるのを機に、各地様々な勢力も準備を整えた。情報集めのための要員を、表立って送り込もうとしている。

　地元である无耶志国ムサシノクニとしては、そういう者に好きにやらせるわけにはいかない。まだ今は、立木ヒロと无耶志国ムサシノクニは、一いち蓮れん托たく生しようなのだ。

「お前は立木ヒロに張りつき、監視しろ。――そしてそれだけではない。他国からの浅はかな行動を、完全に遮断しろ」

「そして時期が来れば、僕に立木ヒロの暗殺実行も、任せてもらえるんですか？」

　大道寺はまだ少年という歳としである風祭出海を見て、細い目をさらに細める。

「――人を殺したいのか？」

「はい」

「なぜ？」

「忍しのびですから。兄さんにできないことは、僕ができた方がいいでしょう。――技は己で磨けばいいんですけどね。経験不足は訓練じゃ補えません。いざという時、兄さんの役に立てないのは困りますから。だから最初に殺すのが立木ヒロ荏原の新王でもいいかなと思ってます」

　出海はそう答え、ニコニコしている。

　――人を斬きらせてみるか。

　長老・大道寺も、そう考えてみる。

　目の前の少年にとっては、不幸な運命なのだろう。だが、一つの命で十の命が救える場合など、いくらでもある。それも込みで、風かざ祭まつり家の能力は高く買っていた。

　兄の堅海かつみは、実力以前に気分のムラが多すぎる。弟の出海いずみが必ずそのフォローをすると言うなら、安定は増す。

「では全すべて、お前に任せよう」

「斬きっていいですか」

「……こちらから指示があったなら、だ。お前の意欲は買うが、無む闇やみに斬るな。斬る時は断固として斬れ。儂わしにとってもこの土地は、あくまで預かりものだ。一日も早く京都にお返しすることを考えているが、同時に民と土地を傷つけるのは最小限にせねばならん。そのためにならば、容赦をする必要はないが――」

「はい。――それでは僕の方もこれで」

　出海が立ち上がると、長老・大だい道どう寺じは「うむ」と太い声で返答する。しかし出海の去り際、大道寺は小声で言った。

「東京に侵入しようとする、魔か……。全く悩ましいものだな」

　厄介さの入り交じったその独ひとり言に、振り返った出海が訊きいた。

「当面の問題と言えば『海坊主』ですか、長老。先日も海に現れ、航行中の船に目撃されたとか」

「……そして忽こつ然ぜんと姿を消した」

　老人は目を閉じたまま、難しい顔で頷うなずく。

　海坊主というのは、仮の名だった。実体こそあるものの、幽霊のような魔の一種。相模さがみ湾わんから伊い豆ず大おお島しままでの海の底を移動する巨大な存在の群れである。そんな正体不明の魔物が、十二年前の《大陥落》以来、関東周辺の海をうろついていた。

　分類としては幽霊だが、无耶志国ムサシノクニとしてはこれを、具体的な勢力として扱わなければならない。

　また実際の話、この巨大な幽霊は過去に何度か、无耶志国ムサシノクニの結界をまたぎ、侵入しようとしていた。何やら目的を持って、東京を目指そうとしている。

　もしカドゥケウス伝令使の杖が消え、魔ま除よけが十分な効果を失えば、あの巨体が真っ先に上陸してくるだろう。海坊主の方にその気がなかったとしても、そういう力が働いてしまうのだ。

「とにかく間違いは、一つ一つ正さねばならん。お前も明日からすぐに、仕事へかかれ。風祭出海」

　出海は小さく頭を下げると、揺れる灯火ともしびの下で、薄く笑った。



    

  
    
      
第一章





　朝。とっくに明るくなった空に、ゆっくりと明るい朝日が昇ろうとしていた。五月最初となる今日も、どうやら天気はいいらしい。

　すでに起きていた立たつ木きヒロは、遅れて鳴り出した目覚ましを止めようとして、見事にこけた。穿はき替えようとしていたズボンで足がもつれたのだ。

　ヒロは改めて立ち上がり、目覚ましのベルを止める。現在朝の六時。

　育ち盛りの高校一年であるヒロにとって、眠いと思えば眠い時間かもしれない。しかし意外と起きられるものだと、最近の自分にちょっと感心していた。

　ヒロは寝ね癖ぐせっぽい髪を押さえつけながら、今日着るシャツをタンスから引っ張り出す。

「……こっちでいいよなあ」

　元からさしてバリエーションがあるわけでもない。さっさと決断すると、着替えを始めた。すでにヒロは、朝にダラダラと寝ていられる身分ではなかった。

　かつて我が家であったこの家は、別の主あるじに渡ってしまった。ヒロの立場は現在、住み込みの家政夫となっている。――まあそういう契約を、魔法使いであり同級生でもある女子、真ま名な辺べ麻あさ奈なとしてしまったのだ。だから、しょうがない。

　十六になったばかりのこの歳としで、この境遇はあんまりだ、とも思う。しかし約束は約束なので、それは必ず守ろうとヒロは考えていた。人生の中でいくつ約束を守ることができるか。ヒロはそこに、男の価値があると思っている。

　それよりむしろ困惑するのは、ヒロ自身が現在の立場に、えらくすんなり適応してしまったことだ。自分の節操のなさが、ちょっとだけ恐こわかった。

　改めてヒロは自分の格好に不備がないかを確認し、二階の部屋を出て一階に下りていった。その一階ではすでに、疲れ知らずの魔法の鏡たちが、人間形態のままメイド服で働き始めている。人の形をした鏡たちは、下りてきたヒロに気づき、一斉に振り向いた。

『おはよう、ヒロ！』

　ステレオというかサラウンドで、十数人が一斉に言った。

「おはよう」

　ヒロの方はのんびりと挨あい拶さつを返す。

　最初これをやられた時は、さすがにヒロも壁に張りつくほどビックリした。しかし原理が分かればどうと言うほどのことでもない。要するに鏡たちはその主・セシリアという少女の行動を、それぞれが拾っているだけなのだ。

　ただこのアクションが出るということは、セシリア自身はもう起きているということでもある。家政夫の面目丸つぶれである。これはいけない、と、ヒロは自分の仕事場――洗濯物干しのために庭の方へと向かった。室内仕事ではいくらでも役に立つ魔法の鏡だが、近所の目もある庭での作業は、全面的にヒロの仕事になる。

　だがこの日の朝は、鏡たちの一枚、ヨアルリ・エエカトルと遭遇するのが先だった。

　以前は鷲わしの仮面をつけていた彼女も、再生後はセシリアの従順な家臣をやっている。基本形のメイド服の他ほかに、区別がつくよう鳥のマスコットのようなワッペンを、髪飾りにつけていた。少しずつ外見の個性化のようなことを、セシリアは進めているらしい。

　だが彼女の場合はそれも必要なかった。十分な特徴――飛行のための羽が、その背についているからだ。それで狭い廊下を、わざわざ羽ばたいて飛んでくる。

「廊下で飛ばなくてもよくない？」

　見るたびにそう言うヒロの言葉を、ヨアルリは鼻で笑った。

「今や貴様の属領とはいえ、私は一国の智恵ホクマだぞ？　大将が歩兵をやってどうする」

「こだわりは大切だけどね……」

　――すごい邪魔だ。

　ヒロはため息をついた。

　そもそも日本家屋は、中で飛ぶようにはできていないのだ。少なくとも天井は低い。なのに鏡たちの中で唯一の翼を装備するヨアルリは、羽先で何とかバタバタやって、飛んでくる。そのことを不自然とも不自由とも思っていない顔で、ヨアルリは言った。

「主人から話がある。答えてくれ」

　偉そうな態度で、そうヒロに告げる。彼女の主人とはもちろんセシリアのことだ。ひとまずヒロは頷うなずいた。

「どうぞ」

　そう答えた途端、ヨアルリの姿が横に押し出されるように、一回転した。そして、よく似ているが、全く違う別の少女の姿へと入れ替わる。

　顔は先ほどまでの偉そうでトゲトゲした態度から、ちょっとおっかなびっくりの表情へ。服は純白の清せい楚そなブラウスと、黒の涼しそうなスカート。髪には最初に会った時と同じ金細工の飾りをつけている。魔法の鏡たちの主あるじ、セシリア本人の姿だった。

　彼女は今、二階奥の自室にいるらしい。だが鏡たちはこうやって、まるで通信機のようにも使えるのだ。開口一番に、セシリアは言った。

『あ、あのねヒロ。お願いがあるんだけど……』

「うん。何でも言ってよ」

　ヒロが促すとセシリアはオドオドした顔から一転、安あん堵どした表情を浮かべる。

「……あのね、アサナを起こすのが、今朝は上う手まく行かなくて。私もちょっと今、手が離せない作業してて……。代わりに部屋へ行って、様子を見てもらってもいいかな」

「いいよ。お安い御用だけど……？」

　よく分からないながらも、ひとまずヒロは頷いた。要するに鏡たちの代わりに、真ま名な辺べ麻あさ奈なを起こしてくればいいということだろう。大したことではないが、珍しい依頼である。

　思えば現在の異様な集団生活が始まってから、すでに一週間。だが今朝のような頼みは初めてだった。

　何せ真ま名な辺べ麻あさ奈なは、ヒロとは赤の他人であり、また同級生の女子なのだ。今は同じ家に住むことになったが、寝室にまで入るというのは気が引ける。本人が寝ているとなればなおさらだった。

　だが麻奈の部屋については、実はちょっと興味もある。そしてヒロは、自分の好奇心に割と忠実な質たちだった。「任せといて」の二つ返事で引き受ける。

　セシリアは再び心配げな表情を浮かべて「お願い」ともう一度言った。ヒロが大きく頷うなずくと、また鏡の像がクルリと替わり、ヨアルリに戻った。

「――伝えたからな。ちゃんとやれよ」

「別にサボる理由はないよ」

　ヒロは軽く手を挙げ、麻奈の部屋へと廊下を引き返そうとした。だがそれをヨアルリが止める。

「まあ待て。それより昨晩の報告、いま話しておきたい」

　振り返ったヒロはちょっと表情を引き締める。

「ああ、うん。どうだった？」

　質問にヨアルリは大きく笑う。

「マナベは三回ほど、ナガワ・リツは十二回だったぞ。――特に最近は多いな。卑いやしい人間が増えた」

「みんなストレス感じてるってことかな？　……うん、ご苦労様」

「礼には及ばない。昨夜のお前の活躍も、なかなかのものだったぞ」

「え？　そう――」

「嬉うれしそうな顔をするな。お世辞だ」

　即答してヨアルリは空中でパタパタ方向転換した。

　以前は敵として戦ったこの鏡は、命令には従順なのだが、やはり性格が悪い。その背に向けて、ヒロは慌あわてて言う。

「ああちょっと待って。こっちからも聞きたいことがあったんだ。――いつぐらいに川は上れそう？」

　ヒロの問いに首だけで振り向いたヨアルリは、また笑った。

「あと一日待て。すでにほとんど調べはついている」

「早いね。優秀なんだ」

「優秀だ？　舐なめているのか、立たつ木きヒロ？」

「いやそんなつもりは全然……」

　慌ててヒロは謝るが、ヨアルリはフンと不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「――はるか昔、我々を妖よう精せいと呼んだ者たちがいる。妖精は小人だ。これがなぜだか分かるか？」

「えっと……昔は小さかったけど、だんだん大きくなってるってこと？」

「お前は本当に頭が悪いな」

　ヨアルリは心底馬ば鹿かにした表情で、ヒロの答えに肩をすくめる。

「――姿が見えないからだよ。何せ正体が鏡だから、周囲に溶け込むのは容易たやすい。そういう我々を情報集めに使えるお前は、最高に運がいいということだ。――玄人くろうとを素人しろうとが感心して褒ほめるようなマネはやめておけ。不愉快だ」

　それだけ言うと、メイド服の大将ヨアルリ・エエカトルは、再びあちらこちらにぶつかりながら廊下を飛び去っていった。



　――プライド高いんだ。

　腕を組んだヒロは、麻あさ奈なの寝室への廊下を進みながら感心する。

　その途中で、ちょうど地下室から上がってきたモモヒキ＆ヘルメットの工事作業服姿の一団とすれ違った。みんなセシリアの顔をした鏡たちだ。

　ちなみに現在、立たつ木き家の地下では何やら工事が進行中らしい。そのため家事以外の活動にも、魔法の鏡たちは奔ほん走そうしていた。魔術的な機械を作っているのだそうで、ヒロも説明を受けたが、上う手まく理解できなかった。

　まあ麻奈が指示を出している以上、やってもらって構わないことなのだろう。ヒロが心配するべきは、ご近所迷惑にならないかどうかだけだ。

　麻奈の部屋まで来ると、ヒロは扉をノックした。

「真ま名な辺べさん、朝だよ？」

　しかし予想通り、返事はない。

「勝手に入るからね」

　やはり返事はない。寝ているのだろうから、しょうがないだろう。

　了解を取れたうちに入らないが、ヒロは部屋の扉を開けて入った。

　明かりがついてない上、窓はカーテンが閉めきってあり、室内は暗い。そんな中だからというのもあるのだろうが、ヒロは部屋の印象に感心してしまった。

　――魔法使いの部屋だ。

　第一印象としてそう思う。

　例えば倉庫部屋ならばこんなにカラフルではないし、博物館ならこんなに散らかってはいない。色とりどりの鉱石の原石や、民俗品の間に、魔術式や魔法陣のメモ書きが無造作にばらまかれていた。さらに壁の方に目をやると、意味不明な幾何学図形を作成するための多関節コンパスが数種類、立てかけてある。

　ちなみに実は、これでも結構片づけてあるのだ。

　最初の三日目くらいで、麻奈の部屋からは廊下にまでものがあふれ出した。そのことにヒロたちは青ざめ、当の麻奈だけが平然としていた。

　だがこの調子では、数ヶ月後には大変なことになるのは明白だった。そこでセシリアが、鏡たちの作業効率が落ちるという理由を作り、何とか片づけさせたのだ。麻あさ奈なはセシリアの言うことだけは、よく聞く。

　ただそんな麻奈も、室内だけは他人に触らせない。これだけは絶対だった。

　ゆえに、他ほかの部屋は鏡たちの掃除が行き届いているのだが、この部屋だけはカビっぽく、埃ほこりっぽい臭いがした。おまけに何を作っているのか、消毒液じみた薬品臭までする。

　――何とかして欲しいなあ。

　顔の前の空気を手のひらで払って、ヒロは辺りを見回した。

　部屋の主あるじにして立たつ木き家の真の所有者・真ま名な辺べ麻あさ奈なは、荷物だらけのベッドの上で、肩を細めて狭そうに寝ていた。

　小ぶりの鼻に、キュッと閉じた小さな唇。背中まである長い髪は、編んだり結ったりはされず、乱雑に散らばっている。主の雑な性格そのままで、麻奈の寝ね癖ぐせは時々、それは酷ひどいことになるのだ。ただその寝顔は、同い年の繊細な少女のものだった。

　――もっとも問題は首から下。その格好である。

　まず昨夜の気温は25度。そして真名辺麻奈は根本的に冷房が嫌いだった。さらに彼女はほどほどに寝相が悪い。

　つまり薄いタオルシーツ一枚を羽織っており、その裾すそは所々翻ってめくれている。そして彼女は全裸だった。シーツの下は素っ裸なのである。形がまずいところまでクッキリと浮かび上がった大きな胸が、呼吸に合わせて上下している。ヒロは、知らず知らずのうちに生なま唾つばを飲み込んだ。

「真名辺さん、朝だよ……」

　ちょっと離れたところから、ヒロは声をかけてみる。全くの無反応。

「……ホント行儀悪いなあ、真名辺さん」

　悪口っぽく言ってみるが、反応はない。起きる気配もなく、呑のん気きな寝息。ヒロとしては、次にどう行動すべきかと悩む。

　――でもまあ、何せ真名辺さんだからなあ。

　ヒロは一人で笑うと、脱線しかねない自分の思考を、無理矢理に進路修正する。なにせ『触らぬ神に祟たたりなし』というのは、真名辺麻奈には通用することわざである。麻奈は祟る。

　そのことをヒロは必死で自分に言い聞かせると、改めて『健全に』麻奈を起こそうと、声をかけた。

「起きて、真名辺さん。朝だよ！」

　起きない。健全、健全と念じながら、そっと指先だけで露出した肩に触れ、関節一個分だけで揺すってみる。するとそのヒロの手を、パシリと何かが叩たたいた。

　――虫？

　薄暗いのでまず感覚として、そう思った。カナブンがぶつかった時ぐらいの衝撃が、手の甲に残っていた。一体何事かと、ヒロは手をさすりながら薄暗い部屋で目をこらす。

　よく見ると、麻奈の髪の中でうねっているものがあった。それが一瞬ヘビに見えて、ヒロは悲鳴にもならない悲鳴を上げそうになる。

　だが再びよく見ると、それは麻あさ奈なのヘアバンドだった。

　このヘアバンドは何やら魔法のアイテムらしく、装着者の意志で勝手に動くのだ。麻奈の説明によると『可変硬化布』なるものでできているらしい。またレーダーやアンテナ、その他諸もろ々もろの感覚器官として、使用可能なのだという。

　目が慣れてきてよく見ると、ヘアバンドには伸縮部分と硬化部分があるのがよく分かった。先の方は完全に硬化していて、硬く鋼鉄のようになっている。それでヒロの手を叩たたいてきたのだ。

　ひとまずヒロはこのヘアバンドを『ミミ』と命名した。

　そしてヒロはもう一度、そろりと手を伸ばす。麻奈の『ミミ』はまた伸びてきたが、今度は攻撃方法を変えてきた。二つある端のうちの右端で、ヒロの手首をぐるりと掴つかみ、左の端で休まずしっぺをしてくる。しょうもない攻撃なのだが、何せ硬化した布部分は鉄のように硬く、いい加減痛い。

「起きてよ、真ま名な辺べさん！　朝だよ!!」

　起きない。

　一いつ旦たんヒロが麻奈から離れると、ようやくしっぺ攻撃はやんだ。しかし『ミミ』は勝手に立ち上がったまま、臨戦態勢だ。ヒロはそのまま少し考える。とにかく状況を進めるには、あの『ミミ』をどうにかするしかない。



    

  
    
      



    

  
    
      　ヒロは麻あさ奈なに再接近すると、慎重に麻奈の頭に向かって両手を伸ばした。『ミミ』はシュルシュルと蛇へびのように伸びる。それをヒロは、左右同時にスーパーキャッチ！

「ふっひゃあー!!」

　寝ていた麻奈が弓なりに背を反らせ、絶叫を上げた。飛び跳ねた麻奈の体にヒロも「うわ!!」と驚き、後ろへひっくり返る。

　麻奈は血走った目で左右を見回すと、シーツを跳ね上げ裸で跳び起きた。一方、腰を打って呻うめくヒロは、そんな麻奈と真正面から向き合う。次の瞬間、双方言葉にならないまま、バッとお互いを指さす。

「あ、あああ……あぁぁぁぁぁああなたは！」

「よし、ちょっと落ち着いて、真ま名な辺べさん。それより先に、前、ま！」

　打撃音を聞くより早く、ヒロの視界は暗転した。



「あー、ビックリしたよ」

　ヒロは大きく息をついて、朝食の揃そろった席に腰を下ろす。すでに席についていたセシリアは、ヒロの方を見て恐る恐る訊きいた。

「それは、何に？？」

　ヒロは両りよう頬ほおとだめ押しの顔面ど真ん中に、手のひら大の紅葉もみじマークがある。

「そうだね……」

　ヒロは優しく笑いながらセシリアに向かっていた。

「今朝は話したいことがたくさんあるんだ。――例えば暴力と平和について」

「黙れ！」

　風ふ呂ろ場ばの方から命令形とともに木製のハンガーが飛んできて、ヒロの額ひたいを直撃する。運動神経の鈍いヒロには、全くよけられない剛速球だった。

　シャワーを浴び終え、大おお股またで足音荒く姿を現した麻奈は、すでに制服姿だった。髪が長いので、まだ頭をタオルで乱暴に拭ふいている。

　その血圧の低さゆえか、麻奈の目は未いまだに眠たそうなボンヤリとしていた。だが同時に怒ってもいる。先ほどの無む垢くな寝顔が嘘うそのように、その顔は険けわしくしかめられていた。

　麻奈が椅い子すにかけるのを合図に、気まずい空気の中で朝食が始まる。

　あまり気の強くないセシリアは、ヒロと麻奈との間の空気にオロオロしていた。そして当事者の二人は、黙々と朝食を口の中へ運ぶ。

　今朝もテーブルに並ぶ朝食は、メキシコ料理の盛り合わせだった。

　トウモロコシ粉で作った薄皮のようなパン、焼きたてのトルティーヤがあり、ここに盛り合わせの具を盛る。これを三人はこの一週間、毎朝食べていた。

　何しろこのトルティーヤが、とにかく何でも挟める。肉と野菜の割合を間違えさえしなければ、大抵は思った通りの食べ物になるのだ。

　だから同じ食事とは言っても、ヒロと麻奈とセシリアが食べているものは、結構違う。

　ヒロは鳥や豚を使ったメキシコ風の肉料理が気に入ってしまい、豚皮や内臓料理を食感の赴おもむくまま、ガンガンと入れる。

　これに対してセシリアは慣れたもので、温野菜、生野菜もバランス良く盛りつけて巻く。　そして麻あさ奈なのチョイスは大人おとなしい。基本的には味付けの薄い野菜をメインに入れ、申し訳程度に肉の脂あぶらの少ないところを選んで盛る。健康に気を使っているというより、無難にお腹なかが膨れればいい、という主義のようだ。あとは新聞の経済欄をじっと見ながら、ひたすら黙って食べている。

　ちなみにいまテーブルに並ぶ朝食もまた、『二十四時間、全自動で戦える』セシリアの鏡たちが担当したものである。最初それはヒロの仕事と麻奈は言い、ヒロもそのつもりでいた。だが朝の四時頃ごろから仕込みを始められる朝食の説得力は絶対だった。麻奈は手のひらを返したし、ヒロも任せることにしていた。なお夕食はヒロも手伝って、日本の料理を作る。

　そんな家政夫道一直線のヒロは、恐る恐る麻奈に声をかける。

「あの……真ま名な辺べさん？」

「全く、冗談じゃない……」

　ヒロの呼びかけに麻奈は、手にした新聞から目を上げ、真っ向から視線をきつく睨にらみ返して言う。

「そうは言うけど、真名辺さん」

　ヒロとしては心外に感じる。起きないから起こそうとして麻奈が不機嫌なのでは、苦労の割に合わない。

「寝る時にヘアバンド外しといてくれれば、俺おれだってこんな事故は起こさないんだしさ」

　明らかに苛いら立だっている麻奈は、右手のグーとパーを何度も繰り返した。気を落ち着かせようとしているらしい。

　もちろん麻奈にも、セシリアがヒロに頼んだこと、その理由が自分の不注意にあることは分かっているようだった。魔法の鏡があの攻撃を受けると、割れないまでもヒビぐらいは入る。

　最後に小さく深呼吸して、麻奈は答えた。

「……分かりました。今後は気をつけるようにしますよ」

　その声色は不吉だったが、何とか麻奈は暴力衝動の抑え込みに成功したらしい。ひとまずヒロも、安あん堵どの息を漏らした。

「ついでによかったら、その……。寝る時ぐらい寝間着とか着ない？」

「暑いのでお断りしますよ。かといってエアコンや扇風機は、体に悪い」

「いやそれは、知ってるけどさ。でも俺とか、赤の他人だし。……もし何かの間違いで、俺のいたずらなココロがレッツゴーな時は、どうするのさ？」

「ふむ……そうですね」

　麻奈はフォークをくわえたまま、笑って指をバキボキゴキと鳴らす。

「その時は死んで下さい。切腹系限定の方式で」

「……ハイ」

「うん、それでお終しまい！」

　必死で話題を変えようとタイミングを計っていたセシリアが、明るく大きな声で言う。

「それよりも、聞いて。霜そう夜やがそろそろ修理終わりそうだよ」

　二人が注目したので、セシリアは言い終えて嬉うれしそうにする。ヒロは先ほど「手が離せない」とセシリアが言った理由に納得する。

　立たつ木き霜夜はヒロの姉であり育ての親でもある。そしてその正体は、セシリアの配下にあった魔法の鏡の一枚だった。彼女もまたヒロの王国の建国騒動で壊れたままである。

　だが霜夜の存在意義は高い。魔法の鏡というのはどれも、セシリアを反映した存在であると同時に、独自の判断能力と記憶を持っている。

「……日本で活動していたセシリアの鏡は、立木霜夜の一枚だけですからね。彼女がこれまで見聞きした情報は、役に立ちますよ」

　そう麻あさ奈なは請け負った。ちょっと機嫌が戻っている。

「ヨアルリの再生よりも、優先してもらってよかったぐらいです。彼女の力は、王国運営に役立ちますよ。ちょっと前進ですね。……さてあとは、あなただ」

　麻奈は突然ヒロの方を見て言う。麻奈の機嫌崩壊が恐こわくて黙って食べていたヒロは、自分を指して聞き返す。

「俺おれ？　――が何？」

「昨日深夜までかかって分かったんですが――実はあなたの名前は、立たつ木き寛ヒロではありません」

　その説明はヒロも以前に受けている。衝撃というほどのこともなかった。

「確か立木の姓は无耶志国ムサシノクニが注意人物につけた、識別用の名字なんだっけ？」

　ちなみに『生まれながらの冠ケテル持ち』ということらしい。勝手に国を造りかねない厄介人物ということだ。

　麻奈は頷うなずき、続ける。

「本姓の方は、无耶志国ムサシノクニの記録を調べれば、いずれ本当のものが分かるでしょう。これは交渉材料を用意できれば、すぐにでも済ませていい話です。ただ問題は下の、名前の方です。あなたは寛ヒロという名前ですらない」

「……そうなの？」

「ええ。だからあなたは最初から、无耶志国ムサシノクニの影響が弱すぎる。そして様々な疑問を、最初から持っていた。日本の状況はおかしくないかと、私に訊ききに来ることができた」

「なるほどね」

　相あい槌づちを打ってみるが、さすがにヒロも落ち着かない。自分の本名が完全に分からないというのは、何やら迷子になったような気分だ。麻奈はさらに言う。

「昨夜、セシリアともこの件を話し合ったんですが。あなたと接触した時点でまだ、セシリアも立たつ木き霜そう夜やという鏡も、日本語が得意ではなかった。その結果、聞き間違えたんだと思います」

「そうなの？」

　ヒロがセシリアに訊きくと、セシリアはものすごくすまなさそうな顔で、小さく頷うなずいた。しまったと思うヒロに、麻あさ奈なは責めるような視線を向けてくる。多分一番可哀かわい想そうなのはヒロなのだが、こういうことは理屈ではない。

「要するに俺おれが四歳のころまでの名前なんだよね……」

　ヒロは食事の手を休めて、考え込む。何しろ自分自身の名前なのだ。憶おぼえているかもしれない。――憶えていなかった。

「ごめん、やっぱ俺も忘れたみたい。……あ、でもそういえば」

　ヒロには突然、思い出したことがある。

「俺の十二年前の夢の中――っていうのかな。その中で俺、ある女の子に確か名前、名乗ったよ。そういう行動取ったってのだけ、憶えてる」

「夢？　十二年前の《大陥落》の記憶、ということですか？」

　麻奈の問いにヒロは頷いた。

　魔物たちが空を飛び交い、巨大な人の形をした影が大声で叫ぶ、そんな異様な夢のことである。その中でヒロは、ヒロのことを『新しい月』と呼ぶ少女と出会った。そして彼女に、自分の名を名乗ったのだ。しかし確かにその少女も、ヒロの名は変わってしまうと言った。そして頑かたくなにヒロのことを『新しい月』と呼び続けていた。だんだん詳しく思い出してくる。

「あれって確か現実――全部実際にあったことなんだよね？」

　ヒロの問いに麻奈は「ある程度は」と難しい顔で頷いた。

「……夢として見たものは、あくまで夢ですので。あなたの願望が全く反映されていないとは言い切れません。まあそれを言ってしまえば、あらゆる記憶がそうなんですが。ただ手がかりは得られるかもしれませんね」

　麻奈は考え込むように一いつ旦たん間を置くと、ヒロをじっと見る。

「その少女は、どこの誰だれなんですか？　行方ゆくえに心当たりは？」

　だが改めて麻奈に訊かれると、ヒロは答えにくい。真正直に答えられない。

　実のところそれは、麻奈その人ではないかとヒロは思っている。ただこうやって訊いてくる態度を見ると、そういう風でもない。答えようがなかった。

「うん……ちょっと分からないかな。その時に会ったきりだし」

「顔とか特徴は？」

「……それもよく思い出せないんだよ。不思議と」

　これは本当で、ヒロ自身にとっても不思議なことだった。会話の内容は明確に思い出せるのに、少女がどんな顔だったか、いや服装すらも思い出せない。

「何せ四歳くらいの記憶だしね」

　ヒロの情けない返答に麻あさ奈なは脱力して、椅い子すの背もたれに倒れ込んだ。

「……肝心なことが頼りにならない。しかしとにかく、現状の『王国』はまだ完全な力を発揮していません。もちろんこれは勢力拡大の意志がない私たちにとって、好都合なくらいですが――」

「目立つ行動をするなって、俺おれに再三言ってるよね」

　笑いながら言うヒロに「真剣な話です」と麻奈は冷たい表情で言う。

「……私たちの状況は、これからますます緊迫していきます。カドゥケウス伝令使の杖が消えないよう、あなたの王位と王国自体を維持しなければならない。これは私たちの生命線そのものだ」

「生命線？」

「ええ。もし今の状況でカドゥケウス伝令使の杖が消滅すると、周りの人たちにとって、非常に迷惑なことが起きます。そして私たちは報復を受ける。それが嫌なら、まさに風前の灯火ともしびを、必死に守っていかなきゃならない」

「つまり真ま名な辺べさんは、王国を補強したいけど、目立った補強策は避けたいってことか。困ったね。何か方法はないの？」

　呑のん気きに言って食事を再開するヒロに、「……他人事のように」と麻奈は恨めしい顔をする。

「だからこそ切り札として、あなたの本名を知っておきたかったんですよ」

「ごめん、そうだった。それで他ほかの手は？」

「一つは国民を増やすこと。――今の私たちの状況というのは、本当にギリギリの人数で動いています。しかしリスクは、分散した方がいい。……先に言っておきますが、誰だれでもいいというわけではありません。私たちが集めようと言っているのは、閣僚です」

「それは前の時ので大体分かってる。俺たちの都合に巻きこんでいい人っていうのも、限られてるしね」

　ヒロは腕を組んで唸うなった。

　麻奈とセシリアは、こういう世界の住人だからいい。しかしクラスメイトの長な川がわ律りつを巻きこんでしまったのは、失敗だったとヒロは思っている。彼女は一般人だ。

「まあそういうことを、考えておいて下さい、ということです。ただしくれぐれも言いますが、目立って行動して、周囲を刺激しないように」

「別に派手にやりたいなんて、これっぽっちも思ってないけど……」

「努力が必要なくらい、目立たないようにして下さいと言っています」

　ヒロは無言のままセシリアを見ると、異国の少女は黙って頷うなずく。それで、麻奈への反論は諦あきらめた。別に周囲とことを荒立てる理由は、ヒロの方にはない。

　そう。ヒロの方にはなかったのだ。



　どうもスッキリしない朝食を終え、ヒロと麻あさ奈なは登校のため家を出た。

　二人が学校へいる間、セシリアは一人で留守番となる。実のところこの留守番を、セシリア本人はとても寂しがる。そして決まって、霜そう夜やの修復に取りかかると意欲を見せた。

　何でも霜夜が復活すれば、その鏡像リフレクシヨンで体を覆おおってしまえるらしい。つまりセシリアが霜夜の姿を纏まとえば、霜夜本人として登校することができるようになるらしいのだ。

　学校への道を歩きながら、麻奈はヒロに言う。

「私が先ほど見せてもらったところでは、あと三日ほどで立たつ木き霜夜の修理は完了します。そうなればセシリアにも、私たちと同じ、地域社会研究部員となってもらう必要があります」

「そういえば、そんな話もあったね」

　今さら思い出したように、ヒロは言った。

　ヒロの王国は国民登録を部員名簿で代用しており、セシリアの名はすでに書き込まれてしまっていた。近いうちにその義務を果たさないと、契約自体が無効となり、ヒロの王国も破は綻たんしてしまう。

「……でもその割には相変わらず、俺おれたちって何にも部活らしいことしてないよね。実際セシリアが部室に来て、何をすればケーヤク達成になるの？」

「契約書の発行元、つまり学校側が部員であると認識すれば、それで契約義務は完了ですよ。活動は必要ありません。そもそもあれは、『部員になる』という契約書であって、『真ま面じ目めに部活をする』という契約書ではありませんから」

　そう言って麻奈は、自分勝手に頷うなずく。

「何しろ我が部は幽霊部員ならぬ『幽霊部活』を目指していますからね。適当に十五分ぐらい雑談して帰れば、オッケーですよ」

「オッケーじゃないよ。……酷ひどいなあ、真ま名な辺べさん」

　ヒロはガックリ肩を落とす。それでいいと思っているのは、おそらく部長の麻奈だけだ。麻奈は自分の興味あること以外、本当に意識が回らない。

　そうこうするうちに、二人は学校についた。ヒロと麻奈はクラスが違うので、部活時間まで一いつ旦たん別れる。

　だがまだガランとした教室でヒロを待っていたのは、急な朝礼があるという校内放送だった。ヒロは再び校庭に向かって、引き返すことになる。何やら教師たちまで慌あわてた様子で、校舎内を行ったり来たりしている。ヒロは首を傾かしげた。

　生徒たちはダラダラと校庭に集まってきた。そしていつもの朝礼より五分ほど遅れて、ようやく整列を終える。

　――この暑いのに、校外で突然の朝礼ってのはどうかしてるなあ。

　周囲のクラスメイトたちと言葉を交わしながら、ヒロは思った。熱射病よけのため、帽子を被かぶっている女子が何人もいるくらいなのだ。

「冷房のはいる体育館でやればいいのに……」

「……全くだな」

　ヒロの独ひとり言に答えるように、背後から掠かすれて疲れ果てた男の声。同時に肩を叩たたかれる。

　何事かと振り返ると、後ろにいたのは級友の柿かきの木き太た輔すけだった。入学時の身長測定でヒロより３mmミリだけ背が高かったので、背の順で並ぶ時はすぐ後ろになる。

　その柿木は、朝も早いのに顔中に汗を浮かべて肩で息をしていた。学生鞄かばんを持ったままなので、まだ教室には行っていないらしい。校門から直接列に並んだという風だった。

「……おはよう、柿木。また遅刻？」

「しそうになった、だけだヒロ。こうしてちゃんと間に合ってる。……大体ＧＷゴールデンウイークの谷間だぞ？　遅刻しそうになるだろう、普通」

「あんまりそういう感覚ないなあ、今年は」

　ヒロのつれない返事の間に、柿木はハンカチを出して顔の汗を拭ふいた。ようやくスッキリとした表情になると、少し唇を尖とがらせる。

「……何なんだよ。ちょっと前まで同類だったくせに。優等生みたいな顔しやがって、薄情なヤツだ」

「慣れの問題だよ。薄情ってのは酷ひどい。恨まれる筋合いはないと思うけど」

　ヒロの答えに、柿木はじっとヒロを見る。

　この友人は本当に十人並みの容姿で、それゆえ表情に特徴というか、クセがない。それだけにこうやってジッと見られると、時々何が言いたいのか分からず、ヒロは困惑する。

「……何？」

「いや、立たつ木きクンはイイヨネ？　オネーサンとか、上う手まく引っかけた女子と、朝からルンルン合同登校ですカラネ？　そりゃ俺おれだって彼女いりゃあ、遅刻なんかネ――」

「彼女？　ルンルン？」

「俺はお前の裏切りには、心底失望してるんだ」

　柿木に恨みがましく言われ、本格的にヒロは首を傾かしげた。いつもは普通に気のいい奴やつなのだが、時々思いこみで変なことを言い出すから困る。

　もちろん柿木が言っている『女子』とは、麻あさ奈なのことだろう。これはすぐにヒロも気づき、迂う闊かつだったと思った。麻奈とは一緒に朝食を食べて、同じ家を出るのだから、必然、一緒に学校へ来ることになってしまう。しかし――。

「……アレが仲良く楽しそうに見えるのなら、柿木は目が悪すぎるよ」

「誤解だって言うのか!?」

「うん。全くの、完全なる誤解。俺は彼女に『手を出すくらいなら、切腹すれば？』って言われてるし」

「何だ、スゲー嫌われてんじゃん？」

　嬉うれしそうに柿木は笑った。こういう時に男というのは、容赦がない。ヒロはため息をついた。

「だからそう言ってる。部活が一緒なだけだよ」

　それはどちらかというと嘘うそなのだが、限りなく真実に近い認識だとヒロは思う。

「とにかくそういうことだよ、柿木」

「ふーん。でもまあ噂うわさがあるのは本当だぜ？　あんまり誤解受けないようにしないと、面倒臭いぜ？　……それはそうと、なあ何だアレ？」

　そう言って柿かきの木きは、朝礼台のさらに後ろを指さす。彼の指す方をヒロが見ると、職員室のある校舎から、ゾロゾロと生徒たちが出てくるところだった。全員で二十人ほど。

　あまり見覚えのない、てんでバラバラな制服を彼らは着ていた。さらに彼らに交じって教師たちも来る。こちらも見知らぬ顔が数名。朝礼台に太った校長が上り、話し始める。

「え～今日から皆さんと、新たに一緒に勉強する――」

　そこで校長の声は全く聞こえなくなった。一気に生徒たちはざわめき始める。この見知らぬ学生たちは、全員転校生なのだ。だがそれにしても、すごい人数だった。柿木も興奮したようにヒロに言う。

「転校生だってよ、転校生！　女子もいる!!　だって何か、スゲー数だぜ？　もう五月だっていうのに、あれ本当に全員、入れるつもりなのか？」

「……まあ転校の事情って、人それぞれだからね」

　ヒロはあくまで気楽に答えるが、もちろんおかしなことになっているのは分かる。

　その後の校長の話で、ヒロたちと同じ一年生は十六人、上級生が七人に教師が五人、新たに転入したきたことが告げられた。全員合わせれば、もう一クラスできてしまいそうな勢いだ。柿木は顎あごに親指を当て右みぎ眉まゆだけヒクヒクさせる。これはどうも、彼が格好いいと思っているポーズらしい。

「……おかしい。これは絶対何かあるな、ヒロ！」

「何かって何？」

「――そうか、徳とく川がわ埋蔵金がこの学校に!!」

「声大きいよ」

　そう止めるより速く、ヒロと柿木は丸めたプリント用紙の束で頭を殴られた。振り向くとしかめっ面をした見回りの教師と目が合う。

「私語をするな」

　主に柿木が黙った。ヒロは自分の思考に戻る。

　どうやら自分が原因だろうと、それは分かった。まあ校舎内に国境地帯ができたら、これぐらいのことにはなるのだろう。だが転校してきた彼ら彼女らにしても、これまで通っていた学校というものがある。そう考えれば当人たちはいい迷惑だろうと、少し同情する。

　改めてその転校生たちを確認しようと、ヒロは視線を上げる。そして今度は、同じクラスの女子列、つまり隣の列の前方からの視線に気がついた。長な川がわ律りつだ。

　今日も学校指定の制服に一分の乱れもない彼女は、ヒロのクラスの風紀委員だった。そのため、朝礼の時は身長に関係なく列の前の方にいた。ヒロの学校では委員会に所属する生徒は、全員前に並ぶ。

　その彼女が、時々振り返っては、ヒロを盗み見している。その後頭部のポニーテールも、そのたびにピョンピョンと左右に跳ねていた。

　律りつはヒロの入学以来の友人でもあった。今では同じ部に所属する他ほかに、ヒロの王国を構成する重要な一員でもある。

　いつも明るく自信ありげな態度と、さっぱりとした性格の律。だが今日に限って彼女は、ヒロの方を何度もコソコソ見るのだ。そこにあるのは、ものすごく珍しいものを見ているような、好奇心剥むき出しの視線だった。

　ヒロが視線を合わせて自分の顔を指さすと、律は明らかにビックリしたような表情を浮かべた。そして慌あわてて周囲を見ながら、ようやくきちんと前を見る。

　――何なんだろう。

　おかしなことばかりの状況に、ヒロは高く晴れた空を見上げ、ため息をついた。



　結局その日の朝礼は、転校生を前に立たせたまま、よく分からないことばかりで終わった。生徒たちの理解できたことといえば、たった一つ。今日は午後から緊急職員会議を開くので、授業は午前中までである、ということだけだった。転校生の紹介は各教室で行うという校長の言葉に『朝礼必要なくない？』という生徒たちの疑問を残し、その場は終了。生徒たちは改めてＨＲホームルームを受けるべく、教室に戻って待機していた。

　そしてそんな中、長な川がわ律は教室の自席で何やら考え込んでいた。

「どうしたの、律りっちゃん」

　見かねたように声をかけたのは、学級委員長の新につ田た玲れい子こだった。その困ったような、声をかけにくそうな顔。それを見てようやく、律は自分の様子が他から奇妙に見えているのだと思い至った。

「何でもないよ」

　そう慌てて答える。何だか納得しかねる顔で、玲子は頷うなずいた。

　学級委員長である玲子と、風紀委員である律とは、委員会繋つながりの間柄だ。一緒に仕事をすることは滅めつ多たにないが、お互い連絡事項はいろいろと多い。席が近いので、その点では助かっていた。

　彼女は元々大人おとなしい――というか落ち着いて大人びていると、律はいつも感じている。

　以前ある時、玲子本人が「私って趣味もないし話題作りが下へ手ただから、学校の話ばっかりだね」と律に言ったことがある。しかし律の方はそういう風には感じていない。頼りがいのあるところも多いと、そう思っている。

　新田玲子はまだ心配そうに、顔を覗のぞきこんできた。律は『相談してみるか』と思い切ってみることにする。

「ウン、委員長。実は立たつ木きクンがさ――」

「それは恋ね」

「恋!?」

　早すぎる断定に律は驚く。今日に限って玲子がそういう方向に話を飛ばすとは、思ってもみなかった。だが律は、難しい顔のまま腕を組んだ。

「……うん、やっぱりそうか。あの真ま名な辺べさんと立たつ木きクンがね」

「真名辺さん？　ってあの真名辺麻あさ奈なさん？　隣のクラスの『小しよう吉きちさん』のことだよね。……えっと、どういうこと？」

　玲れい子こは先に結論まで言っておいて、そう聞き返してくる。律りつは肩を落とした。

　ひとまず彼女の方も、真名辺麻奈のことは知っているらしい。――まあ当然といえば当然で、合同授業では律たちのクラスと麻奈のクラスは一緒になる。そして麻奈はいわゆる奇妙というか、『微妙な噂うわさ』がやたらと多い生徒だった。

　律はまた考えこむ表情になって、説明する。

「……どうもここのところ、立木クンと真名辺さんの二人って、一緒に行動してることが多いんだ」

「それはだって、立木君が真名辺さんと同じ部に入ったからでしょ？　いや律りっちゃんも同じなんじゃなかったっけ？」

「うん」

　律は素直に頷うなずいた。

「そのボクに、二人とも何か隠し事してるんだよね。部員たった三人なのに」

「ああそれは……ああ。…………確かにほぼ確定だよね」

　玲子は落ち込んだように言った。その表情は、必要以上に心配そうだ。どうも律が、ヒロと麻奈がくっついたことで、肩身の狭い思いをしていると思ったらしい。だから律は「違うんだよ」と慌あわてて言った。まだそういう段階ではないから、悩んでいるのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「実はボクの観察するところ、立たつ木きクンは真ま名な辺べさんの見てないところで、物もの憂うげな表情をしてることが多いんだよ」

「へえ……」

「だけど真名辺さんの方は、全くいつも通りなんだ。何か一方通行の関係ができてる」

「要するに律りっちゃん。立木君は真名辺さんにアプローチをかけてるんだけど、行き詰まってるってこと？　片思いなのかな？」

「うん、ボクの予想もそう。立木クンって手広いけど、決定力に欠けるからね」

　――しかしそれでもこの組み合わせは悪くない。

　そう律りつは考えていた。

　何しろ彼氏彼女ができれば、人というのは変わるものだ。落ち着きが出る。あのフラフラした麻あさ奈なを更生するチャンスなのだ。

　だがこのヒロと麻奈の相思相愛の未来については、脅威となりえる存在がいる。セシリアという異国の少女だった。

　何度か会ったセシリアがヒロを見る視線。そこにも律は『愛』を感じる。加えて身寄りのないセシリアは、ヒロと共に生活しているのだ。こんな状況では、いつヒロが禁断の選択を下し、麻奈のことを見向きもしなくなるか分かったものではない。「真名辺さんには、指針であると同時に重しになってくれる誰だれかが、絶対に必要なんだよ。だったら僕は、積極的に手を貸すべきなのかな……！」

　律の問いかけに、委員長・玲れい子この方は困った笑いを浮かべる。

「そういう話なんだ。私は律りっちゃんが立木君に興味があるんだと思って、何となく応援してたのに」

「え、何？」

　今度は律の方がポカンとする番だった。だが玲子の方は、ヤレヤレという顔で律を見る。

「そこまで意外な反応されると、思い過ごしと思うしかないかな。でも律りっちゃん、すごくドライなんだね」

「いやだって。ボクが立木クン？　何で？」

「何でって……。入学早々、律りっちゃんから親しそうにいつも話しかけてたの、みんな知っているし」

「それは誤解だよ」

　きっぱり言って、律は明るく笑った。だが玲子の方はガックリとした顔をする。何か本当に、そういう方向で誤解をされていたらしい。律は慌てて手と首を同時に振る。

「いや本当に、そうじゃないんだよ。立木クンには別の件で用事があったんだ。それにボクには、心に決めた人がいて――」

「……それは意外な展開だよ。血みどろの……何角関係？」

「だから、そういうのじゃないって……。あこがれの人なんだよ。恋愛対象とかじゃないけど、今はその人のことしか、考えられないかなあ……。全然具体的な話じゃないよ」

「あこがれかあ……」

　はあ、と脱力して委員長・玲れい子こは机に突っ伏す。

「何か時代がかってて、聞いてるこっちが恥ずかしいよ……。でもアレ？　ああそうか」

　すぐに体を起こした玲子は、律りつを見て頷うなずいた。

「それが、律りっちゃんのいつも言ってるシショーなんだ？」

「違う違う。師匠は『あの人』とは、また全然違うよ」

　律が照れる様子すら見せないからか、玲子はあっさりとその言葉に納得してくれた。

「違うんだ？　でもそれじゃあ、『あの人』ってどんな人？」

「うん……あの、話せば長くなるんだけど」

「分かった。心して聞く」

　玲子は積極的に身を乗り出し、律は内心困ったことになったなと思う。つい勢いで言ってしまったが、あの夢のことはあまり他人に話せることでもない。その困惑は、タイミングよくやって来た教師によって、どうにか救われた。

「全員席につけ。ホームルームを始めるぞ」



　ガヤガヤと雑談に興じていた生徒たちは、急いで自分の席へとつく。

　柿かきの木きと他た愛あいもない話をしていたヒロもまた、自分の席に戻った。だが今朝は、緊急朝礼のおかげですでに時間割が完全に狂っている。そのダレた雰囲気の中、生徒たちのお喋しやべりは止まらない。

　もっともこのあたりは、教師の方が一枚上手だった。教室が完全に静かになるのを待たず、さっさと声を張り上げた。

「転校生を紹介する！」

　恫どう喝かつよりも効果的な一言に、教室は一瞬で静まった。

　何せ高校生活などというのは繰り返しの連続、耐えて時間の経過を待つものと誰だれもが思っている。だから何らかの新鮮みある突発イベントは、生徒全員が大歓迎だった。

「入って」

　開けたままにしてあった教室の扉の方へ、教師が招くように手を振った。

「かわいい女子、かわいい女子……」

　柿木が念仏のように唱えている。朝礼の時は遠くて顔までは見えなかったのだが、確かに女子が何人かいた。クラス男子の大半が同じように抱いただろう期待はしかし、あっさりと裏切られた。

　ズラズラと入ってきたのは、総勢八人。男ばかりだった。教室の半分が落胆の息を漏らす。その失礼な雰囲気を打ち消すかのように、担任教師は大声で言った。

「左端から順に、黒板に名前を書いていって、自己紹介してもらう」

　促す教師に頷いて、まず最初の生徒が黒板に名を書く。

「竹たけ田だ直なお治はるです。よろしく」

　シンプルだ。ずっと真ま面じ目めな顔をしてニコリともしないので、そういう質たちなのだろうとヒロは思った。続いて次は、ひたすらニコニコし続けている転校生。彼は直前の竹田が書いた名をわざわざ黒板消しで消した。

　八人分の名が並ぶのだと思っていた生徒も教師もビックリするが、止めそこなう。そして二人目の転校生は消した名前のその上に、自分の名を書いた。

「風かざ祭まつり出海いずみと言います。よろしく」

　やはりニコニコと教室の生徒たちに言い、怒った表情の竹田には牽けん制せいの一いち瞥べつ。他ほかの生徒たちは、ポカンとした表情を浮かべた。

　続く三人目は、風祭出海の名の横へ無難に自分の名を書き、出海を警戒する表情のまま自己紹介を終えた。そうして八人目が終わるまで、風祭出海はずっとニコニコしている。

　何か一人だけ異様というか、余裕が違うと誰だれもが思った。結局最後に、一番初めの竹田は、慌あわてて自分の名を書き直す。

「……以上の八名だ。今日から上う手まくやってくれ。なお午前で授業を打ち切ることは、朝礼で言った通りだ」

　ＨＲホームルーム終了を告げる教師の声を聞きながら、ヒロも困った顔をしていた。このままだとクラス替えくらいは、あるのかもしれない。教師が去ると、一いつ旦たん教室にはざわめきが戻る。ヒロも次の授業の用意を出そうと、机の中を覗のぞきこんだ。

「これから世話になるよ、立たつ木き君」

　声をかけられ、顔を上げる。そこにいたのは、先ほど静かな一ひと悶もん着ちやくを起こした転校生、風祭出海だった。長い前髪の下で、目がやはりニコニコしている。

「世話なんて、堅苦しくない？　分からないことあったら、訊きいてくれたらいいよ」

　ヒロも笑って答え、準備を続けるべく机へ視線を戻す。

　だがしばらくして背筋がゾクリとし、ヒロは躊躇ためらいがちに振り向いた。

　風祭出海は自分のものと決めたらしい右斜め後ろの空席から、じっとヒロの方を見ている。瞬まばたきも忘れたような目だった。

「な……何かな？」

　ヒロがそう問いかけると初めて出海は不思議そうに首を傾かしげた。しかしその姿勢を解こうとはしない。ずっとヒロを見ている。

　そうこうするうちに、一限目の数学の教師がやって来た。相変わらずチリチリとした視線を背後に感じながら、ヒロは授業を受けるしかなかった。



　転校生・風祭は、その後も延々とヒロの後をつけ回してきた。

　授業中、ずっと見張っているだけではない。教室の移動をする間も、とにかくひたすら無言でついてくる。斜め後ろの決まった位置を、ピッタリとキープするのだ。

　その授業も終わり昼食時の学食で、ついにヒロは耐えきれなくなった。一緒にどうかと、風かざ祭まつり出海いずみを席に誘った。

　その誘いに出海は乗り、隣に座ったので、ヒロはいろいろと話しかけてみた。「どこの出身？」とか「どんな音楽聴く？」とか、他た愛あいもない質問を重ねる。それに出海はニコニコしたまま「ああ」と「うん」だけ答えた。それ以外は一切口にしないという徹底ぶりだった。

　さすがに空むなしくなったヒロは、寂しくＡ定食を平らげる。その間、出海の方は何も食べなかった。ずっとヒロとその周囲を、気にしているようだった。

　だがヒロが学食を出て、部室へ向かうのと同時に、出海は嘘うそのように姿を消した。

　気づいたヒロはまた驚いたが、ひとまずそのまま早足で、放課後の校舎廊下を急ぐ。そして目的地――ヒロの所属する『地域社会研究部』の部室に駆け込み、ようやく安あん堵どの息をついた。手近な椅い子すに座ると、近くの机に突っ伏す。

　とにかく男の視線に延々と追いかけ回されるのが、こんな気持ちの悪いものだとは思っていなかった。しばらく深呼吸をするとようやく余裕が戻ってきて、ヒロはまだ自分一人の狭い部室を見回した。

　この部屋は最初にヒロが来た時、それはまあ散らかって酷ひどいものだった。そして今もまだ、全く片づいていない。

　麻あさ奈なはコレクションらしきガラクタの一部を、ヒロの家に運び込んだ。そして入れ替えのように、また新しいガラクタをここへ持ち込んでくる。結果的にものが減らない。

　そうかと思えば律りつは律で、ダンベルセットなどを持ち込み、暇があれば筋トレをしている。

　――つくづく何の集まりなのか分からない。

　ヒロが再びグッタリした思いでいると、女子部員二人――真ま名な辺べ麻奈と長な川がわ律がちょうどやって来た。入ってくるなり真名辺麻奈は、ヒロへと言う。

「どうやらＧＷゴールデンウイーク明けにクラス替えがあるかもしれない、という噂うわさです。立たつ木き君」

「そうなんだ……」

　元気のない声でヒロは答えた。自分が原因でこれだけの大事となれば、それは元気も出ない。まだよく分かっていない律だけが、憤然として言う。

「あれだけ人数が増えればね。教室が窮屈で敵かなわないよ。大体何で、うちのクラスばっかり大勢くるのかな？」

「だから。――新国王でしょう？」

　麻奈は律に、ヒロを見下ろすような目で言う。

「立木ヒロと同じクラスにしてくれという要請が、転校生たちからあったんですよ」

　ざまあ見ろ、という顔だった。まだ朝のことを根に持っているらしい。

　その視線を恨めしい表情で見返していたヒロは、「あ」と声を上げて体を起こした。

　ここまで一気に状況が動くなら、学校の側も事情を察知している人間がいるのかもしれない。もしそうであれば、ヒロとヒロが目的の転校生たちは、一つのクラスに隔離されるだろう。麻あさ奈なと律りつも当然、他ほかの一般生徒から引き離される。つまり――

「王国絡みでクラス替えってことは、真ま名な辺べさんがうちのクラスに来る可能性があるってこと？　そういうクラス替えをやるんだよね？」

　しかし麻奈は、あっさり横に首を振った。

「それはありませんね」

「そうなの？」

「ええ、私が断固拒否するべく工作しますよ」

　麻奈は自信満々といった顔で、そう宣言した。

「授業時間というのは、あなたのお守もりから解放される唯一の時間ですからね。それくらいはあなたで何とかして下さい」

「お守りって……。まあ、ね」

　ヒロからは返す言葉もない。麻奈の得意げな答えに、力なく頷うなずいた。

　王国の成立以来、確かに素人しろうとのヒロが、麻奈へ迷惑をかける機会は少なくない。だが同時に、『迂う闊かつなことを言うなあ』とも、ちょっと思う。

　麻奈の言い方ではまるで、ヒロが麻奈と四六時中一緒にいる――そう律に打ち明けているようなものだ。風紀委員の彼女にそんなことがばれたら、その実害は計り知れない。

　――そしてそう考えたヒロも、律がより意味深な受け取り方をしてしまったことには、気づいていなかった。

　律は慎重に口を開く。

「まあ、どうしようもないことは成り行きを見守るとして。今日こそはちゃんと活動しようね。午後の授業がなくなって、時間たっぷりあるんだから」

　すでにこの部の軌道修正は諦あきらめていたと思っていたヒロと麻奈は、律を見る。律はちょっと気け圧おされたように視線をそらす。麻奈は不思議そうな顔をして首を傾かしげて訊きく。

「今日はまた、面白いこと言いますね？」

「面白くないよ。すごく普通のこと言ってるよ……」

　律は出鼻をくじかれて、肩を落とした。ただ負けてはいられないという表情に、すぐ切り替わる。机の上に学生鞄かばんを置くと中から大学ノートを取り出し、開いて二人に見せる。

「ボクは昔の町内誌、図書館で調べてまとめてきたんだ。これを部で作る会報に載せようと思う。――真名辺さんは何かやってる？」

「いいえ。何しろ部長ですから」

「関係ないから。むしろ駄目だから。――立たつ木きクンは？」

「俺おれ、ヒラ部員だし」

「ボクも、だ！」

　あまりに二人がやる気ナシなので、律は自分自身の本当の目的を忘れ、怒った声になる。

「駄目だ。何ていうか根本的にだらけてない!?　今日はネタ探しで決定だね。ボクはやることやったんだから、今日は二人で一緒にネタ探しに行ってきて」

　麻あさ奈なは正面から逆らうのは諦あきらめているのか、ちょっと考える。

「……じゃあ校外活動ですか？　まあでも手分けした方が、効率がいいと思いますが」

「駄目だよ、二人一緒で！」

「どうして二人一緒にこだわるんですか……」

　ゲンナリした麻奈の態度に、律りつはちょっと困ったような顔になる。慣れないことをするものじゃないと、その表情は物語っていた。ただわけの分からないヒロと麻奈は、律の言葉を待つ。

「その……真ま名な辺べさんは立たつ木きクンに押しつけてサボる気満々じゃない。立木クンもちょっと信用ないし。だからお互いがお互いをきちんと仕事するよう見張っていたら、ちゃんと部活できるんじゃないかな？　……その、最近仲がいいみたいだし」

「へえ、そうなんですか？」

　麻奈は首を傾かしげて逆に律へと訊きく。だがヒロの方は、そんな呑のん気きな気分には到底なれなかった。背筋に冷や汗を感じる。

　朝礼の時に柿かきの木きから聞いた自分の噂うわさ、そして律の態度。

　――もしかして、同居のことがばれかけてるんじゃないか？

　どうしようもない事情でそうなってしまったのだと、律に説明する自分の姿を想像する。その想像の中でのヒロは、どれも説得に失敗ししどろもどろになっていた。いけない。

「その、別にそれぞれ別れてやってもいいんじゃないかな？　俺おれはきちんとやるし」

「いやダメだよ。真名辺さんには立木クンの力が必要なんだ！」

　言いきってから妙に恥ずかしいことを言ったと、律は赤くなる。

「あの、もちろん部活動のことだよ？　立木クン」

「うん、もちろん……。そうだね。だったら俺と真名辺さんは一緒に活動した方がいいかな？」

　二人のギクシャクした珍問答で、麻奈の方もようやく正確に、律の妙な誤解に気づいた。だがだからといってヒロには助け船は出さない。麻奈は無言のままヒロに「あなたが何とかしろ」という視線を送った。ヒロは頷うなずく。

「分かった。真名辺さんと二人一緒に、町の珍しいもの探して、写真撮ってくるよ！」

「！　落ち着いて下さい、立木君!!」

　麻奈は鋭く言ったが、律はまとめに入る。

「うん。まずはそんなトコからかな。地域社会研究部らしいね。行ってきなよ！」

「……」

　ヒロと律の間で、話が勝手に成立してしまう。麻奈は額ひたいを押さえたまま、その場で踵きびすを返して廊下に向かう。「真名辺さん！」と慌あわててヒロはその後を追った。

「立木クン、カバン」

　律が慌あわてて、それをヒロの方へと放ほうる。

「部室はもう閉めるから、仕事終わったら真名辺さん、家まで送って。あとカメラある？」

「ひとまず携帯電話で撮るよ。真名辺さんのやつなら解像度高いし、会報作るにしても白黒で小さい写真があれば十分だと思うから。必要ならまた撮り直しに行けばいいし」

　ヒロの大急ぎの言葉に、律りつも頷うなずいた。

「頑張ってね。真ま名な辺べさんを救えるのは、立たつ木きクンだけだよ。ボク応援するから」

「救うの？　……う、うん」

　ヒロはよく分からないという表情のまま、頷き返す。そして学生鞄かばんを持って、麻あさ奈なの後を追っていった。二人を部室から追い出した律は、「いいことしたな」とようやく満足のため息をつく。

　とにかく今日は、どのみちまともな部活動は無理なのだ。律の方は早めに道場の方へ行こうと決めた。時間がある分、いつもより熱心に鍛錬して、その後少し、道場の師匠に訊きいてみようと思う。あの日、律が師匠から渡され、今は道場で預かってもらっている剣。Ｓａｌｕａｇｅｓｓｅサルヴアジエス　ｓａｎｓサン　ｆｉｎｅｓｓｅフイネスのことを。

　律は昨夜の夢を、思い起こす。

　あの剣は、正真正銘『あの人』が腰に下げていた剣だ。

　そして実際にこれを律に渡した師匠は、『あの人』に剣を預けられていた。つまり直接会ったことがあるのだ。『あの人』について、いろんなことを知っているはずだった。まだお礼も言っていない、命の恩人のことを。

　――彼に会わなければならない。

　ほとんど衝動、強迫観念とすら言える熱意で、律はそう感じていた。彼のことを考えると、胸が熱くなってドキドキする。『あの人』の秘密に迫る興奮だけではない。上う手まくすれば、『あの人』の所在を掴つかめるかもしれないのだ。

　今でも一瞬だけ振り返ったあの目が忘れられない、あの人に会える。

　――もし『あの人』に再び出会えたなら、私は。

　それは律がまだ誰だれにも知られていない、胸に秘めた感情だった。



    

  
    
      
第二章





「全く、とんだことになりましたね……」

　麻あさ奈なは街路に転がる小石を苛いら立だたしげに蹴けり、心底不満げに呟つぶやいた。それに対してようやく追いついたヒロは、驚いた表情を浮かべる。

「え？　一いつ旦たん間を取って作戦会議をしましょうのサインじゃなかったの？」

「……」

　――ここで化け鳥ちようのような叫び声と共に、この間抜けな男に飛とび蹴げり食らわせたら、さぞかしスッキリするだろうな。

　麻奈はそう思いながら、まだ昼の鮮やかな青、高い空を、気け怠だるげに見上げた。

　結局、ヒロと麻奈は高校から川沿いに東へ歩いて十五分ほどの、古墳跡に向かうこととなった。

　地域の住人なら何となく知っているくらいに有名で、しかし周りからは『なぜか住宅が建たない不思議な山』ぐらいにしか思われていない場所である。これはもちろん保存されているのであり、一部は公園として利用されていた。到着するとすぐに、麻奈は携帯電話を取り出して開く。

「……歴史的に考えれば、確かに結構なものなのですけどね。こう近くにあると、ありがたみも何もない」

　そう言いながら携帯電話のカメラで、古い立て看板やその向こうの木立の中を撮る。

　普通に撮るとただの雑木林にしか見えないので、立ち入り禁止のフェンスや注意を促す看板が、わざとフレームに入るようにする。

「こんなところか……」

　携帯電話を畳んだ麻奈は撮影を終える。大体三分ほどで活動終了となった。絵に描いたようなアリバイ作りで、ちょっと酷ひどい気もするが、ヒロの方も何かしているわけではない。このひなびた公園に立って、周囲の雰囲気だけ頭に叩たたき込んでいる。

　何せ撮影は麻奈がやるのだから、会報の文章はヒロが書くと勝手に決まっていた。もっとも考えれば考えるほど、何を書けばいいのか分からなくなってくる。

「何だかこう『大古の息い吹ぶき』的な何かが来ないモンかな。ただの山としか思えない……」

「ただの山ですよ。十二年前の《大陥落》以降、機能が死んでいますからね。急速に崩壊と劣化も進んでいる」

「そうなの？」

　言われてみて初めて、ヒロはじっくりと古墳を見る。確か小学生のころ、社会見学で来たことがあるのだが、あの時に比べて雑草の背が高くなっているように感じた。古墳の形も、前はもっとはっきりしていた気がする。しかしいま目の前にあるのは、ただの荒れ山にしか見えない。

「荏えの原はらに新王が帰還したと言っても、これでは台無しですね。立たつ木き君」

「俺おれ？　っていうかエノハラって何？」

「この土地の名前ですよ」

　麻あさ奈なの答えに、ヒロはしばし考え込む。

「……エノハラのハラは『原』って分かるけど、『エ』ってどういう字？」

「え？」

「いや、部活の文章作りの参考になるかと思って」

　ヒロの答えに麻奈は顔をしかめたまま、土の地面にしゃがみ、石を拾って地面に書く。

『荏』の文字。

「……ここから少し東になりますが、荏え原ばら町というのがあるでしょう。あれと同じ漢字になります。大昔はこの辺り一帯が荏え原ばら郡と呼ばれていたんです。文字通り、荏え胡ご麻まの原っぱがあったということになりますか……」

「荏は『クサカンムリ』に『任せる』か。俺にピッタリの植物だね」

　得意げに言うヒロを、麻奈は恨めしい目で見上げる。

「荏の字は本来、あまりいい意味では使いませんよ。少なくとも府中に拠点を置く无耶志国ムサシノクニ側は、蔑べつ称しようのつもりでいます」

「嫌われているんだ？」

「私たちは厄介ごとの種ですからね。彼らに好かれる理由がない」

　麻奈は手の土を払うと、立ち上がった。

「まあひとまず、健全な高校生の部活としては、こんなものでしょう。帰りますか」

　早々に本日の活動終了を宣言。ヒロはとりあえずパチパチと拍手をしてみた。麻奈はそんなヒロを放ほうって、用は済んだとさっさと行ってしまう。ヒロは慌あわててその後を追った。

「家、そっちじゃないけど、真ま名な辺べさん」

「そうですね」

　麻奈はわざわざ、自分の行動を解説したりはしない。

「――何かこの後、もう決めた予定があるの？」

　そうヒロが訊きいて初めて、麻奈は「はい」と返事した。

「今日は多摩台で『市』が立つ日なんですよ。いろいろと買い出しがしたい。荷物持ちをする気があるなら、ついてきてもらって構いませんよ」

「荷物ぐらい持つけど、『市』って……。出店か何か出るの？　お祭りみたいなの、あったっけ？　多摩台のどこ？」

「浄水所の裏。五丁目ですよ」

「多摩台は四丁目までしかないよ」

「来れば分かります」

　それだけ一方的に言うと、麻あさ奈なはさっさと行ってしまった。



　多摩台町に五丁目があるというのは、地元住人のヒロにすれば全くナンセンスな話だった。多摩台町はヒロが住む町と校区こそ重ならないものの、すぐ隣町に当たる。そして小学生のころから住む町とその周辺というのは、かなりの土地勘が成立するものなのだ。

　何しろ遊び仲間の誰だれがどこに住んでいるのか、ちゃんと把握しなければならない。だから必死に土地を理解しようとする。五丁目がないという事実は、ひっくり返りようがない。

　――でも真ま名な辺べさんがあるって言うなら、あるんだろうなあ。

　半ば諦あきらめの境地で、ヒロはそう思ってもいた。

　麻奈の後に続いて歩きながら、緩やかな坂を上り、神社の隣を通り、わけの分からない方向に区切られた、急な階段を下りていく。おおよそ学校を中心に、古墳の公園から90度北側へ回った辺りに、その町はあった。

　町の様子を一目見て、ヒロは強い違和感を覚える。

　どこがどうと上う手まく説明できないのだが、日本離れした町に見えた。もちろんだからと言って、特定のどこかの国を連想できるわけでもない。装飾のない、セメント造りの無機質な町だ。

　だが麻奈の後について歩いているうちに、ヒロはその違和感の正体に気がついた。この町の建物には、二階より上がない。そのくせ各建物には庭もベランダもなく、民家という感じがしない。

「……真名辺さん、何なのここ？」

「魔術師のマーケット用に、確保されている町です」

「マーケット？　じゃあここで、商売してるってこと？」

　しかし人がいない――そうヒロは思う。町はひっそりと静まりかえっていた。ふふん、とちょっと得意げに、麻奈は言う。

「昼の間はこんなものです。それより到着しました。ひとまず目的地はここ」

　そう言いながら麻奈が入っていったのは、背の低い、割と大きな建物の一つだった。ビルのように見えるが、やはり二階がない。

　東京では、階段が狭いノッポの商業ビルというのが、一つの定番である。だがこの建物は、それとは全く逆だった。平たく、階段がない。

　元々入り組んだ路地だった場所に、共同で屋根をつけて一つの建物にしたかのような感じだった。中には屋内露天といった風の店が並んでおり、昼間にもかかわらず薄暗い。例えばデパートのような開放感が、全くなかった。

　もう数年は開けていないのでは、という閉じたシャッターや、ペンキが剥はげて読めない壁の文字。一応商業施設だろうというのに、真っ暗で足下が見えない場所すらある。

　そしてとにかく、人ひと気けがない。営業している店はあるし、商品らしきものだって並んでいる。なのに店員が全くいない。少なくとも店の外からは見つけることすらできない。

　ヒロがキョロキョロしているうちに、麻あさ奈なは一軒の店に入っていった。ヒロは慌あわててその後を追う。先に入った麻奈の方は、薄暗い無人の店内で首を傾かしげていた。

「おかしいですね？　店が開いている以上、営業中だと思ったんですが。……まだ寝ているのか」

　ヒロも店内を見回す。片方の板張りの壁には、大きな乾燥させた葉っぱがそのままの姿で値札を貼はられ、並んでいる。もう一方の壁には、ガラス石や変なキャラクターのキーホルダーがかけてあった。

　いや、キャラクターなのか？　と思う。目や口や腕の数が滅め茶ちや苦く茶ちやで、いろいろ破は綻たんしている。インドの仏像とか、そういうノリに近い。そうかと思うと、別の棚にはキャンプ用品が並んでいる。これは正規品のようで、スポーツ専門店にでも行けば、普通に売っていそうなものだった。

　――要するに雑貨屋？

　ヒロとしては、そう結論づけるしかなかった。店の品物の『括くくり方』が理解できない。

「あ、来たみたいですね」

　麻奈がぽつりと呟つぶやき、ヒロは振り返った。見ると店の真ん中にある奥の壁。そこには『覆おおい幕』の被かぶせられた穴がある。今その穴から、勢いよく空気の漏れる音が響き始めていた。音はどんどん大きくなる。

「何コレ？」

　ヒロが麻奈に訊きいた次の瞬間、バキバキバキと、ものすごい音が穴の中から響いた。

　店内の蛍光灯が明滅し、床と壁が騒がしく揺れる。

　そして穴の中からはズルズルと、長い腕だか足だか分からないものが店内いっぱいに広がった。トンネル越しのくぐもったような大声が、店の中に響き渡る。

「――エサかァ！　――――食べ物の時間かぁぁぁぁア!!」

「客ですよ暗くら闇やみ店長。……食ってどうする」

　麻奈が呆あきれたように呟くと、店内で暴れる長い関節手足はピタリと止まった。蛍光灯も元に戻る。

「イラ・っしゃい」

「いつものヤツを、３セットもらえますか？」

　穴に向けて麻奈が言うと、まだ硬直しているヒロの前で、長い手足が黙々と働き始めた。手の指と裸足はだしの足の指が次々と店の中の品物を取り、麻奈の前の床に積み上げていく。

　作業は全すべて手足だけ。声の主は穴から出てくる気はないらしかった。覆い幕の被った暗い穴の中から、金色の瞳ひとみだけがランランと輝いている。

　ヒロは散々言おうかどうしようか迷ったあげく、ついに麻奈へ言った。

「真ま名な辺べさん。この人、人間じゃなくない？」

「何を言っているんですか。単なるカラクリ仕掛けですよ」

　麻奈は面倒臭そうに答える。

「あなたは高校生にもなって、お化け屋敷のお化けが本物だと思っている質たちですか？」

「そうなんだ？　それにしたって変わった趣向だよね」

　ヒロは店内をブラブラと落ち着かない暗くら闇やみ店長の長い腕に触ってみた。そして鳥肌立って、手を離す。指先を擦こすり合わせ、何ともいえない表情。

「……なんかしっとりしてる。…………どう考えても生だよこれ」

「そのうち慣れますよ」

「バェッハ・ッハッハッハ」

　麻あさ奈なはヒロをバカにしたように言い、暗闇店長は人間には発声できない声で笑った。

「ところで店長、これは新入荷ですか？」

　麻奈は真新しいビニールの包みを指す。暗闇店長は穴の中から答えた。

「それ、オス・スメのしな。だんで・ぃー目め黒ぐろの・安眠抱かれ寝・袋」

「珍品ですね」

　――珍品だよ。

　麻奈が今さらまともなことを言うので、疲れた顔でヒロは思う。

　ちなみにダンディー目黒とは、最近売り出し中のタレントの名だ。『目黒区に住んでいる男にも女にもモテモテのお金持ちなダンディー』である。

　どの辺りがターゲットなのかヒロには理解不能だが、とにかく常にテレビに出ている印象がある。ヒロが気づいていないだけで、売れっ子タレントなのかもしれない。しかし。

　――眠れねぇ。

　テカテカした中年の気取った笑い顔に、ヒロは肩を落とした。こんなものが顔の隣にいた日には、安眠どころか不眠症になるしかない。

「では一つもらいましょうか」

「買うの!?」

　ヒロの上げた声に、麻奈は頷うなずいた。

「あなたが使うんですよ」

「俺おれ専用!?」

「……古代の棺ひつぎはね、立たつ木き君」

　麻奈は何か必要以上に難しいことを考えている顔で、解説を始める。

「内側の死者しか見えない場所に神様が描かれます。知っていますか？　棺内の空間が世界であり、死者に、神が添い寝するのです。このことの生者における効果を、私は確認してみたくなりました」

「俺で？」

「私は忙しいですからね」

　麻奈はあっさりそう答える。ヒロは安眠寝袋で今夜から眠る自分を想像し、改めて我が身を呪のろう。

　自分の家には同じ年とし頃ごろの少女二人に加え、メイドな鏡さんたちが多数。なのに高校生男子・立たつ木きヒロは、カラープリントされたダンディー目め黒ぐろの腕の中で眠るのだ。

「……いや、ちょっと待って。それは何かおかしい」

「どうして涙目になってるんですか？」

　そう言いながら麻あさ奈なは品物の代金を、暗くら闇やみ店長の長い手に渡す。さらに学生鞄かばんを持つヒロに、葉っぱだの妙な液体ビンだの大量の荷物を持つよう言った。ヒロの両手がふさがったところで、最後にダンディー目黒が加わる。

「はい・オツリ」

　穴の幕の向こうに一いつ旦たん引っ込んだ、クレーンのように長い手が、再び出てきて麻奈に小銭を手渡す。

「きょうは・現金バライ、めずらし。いつもは交換」

「そうですね。今年は他ほかの土地を回れないので、魔術の素材っていうのは、温存しておきたいんですよ。すいませんね」

「いいの・こと」

　暗闇店長は指で○を作る。荷物を抱えているヒロは、首を傾かしげて麻奈に訊きいた。

「いつもは物々交換なの？　それで土地を回る？」

「季節によって、特定の土地でしか手に入らないものがあるんですよ。一年かけて、全国をグルグル回っています。そしてここみたいな市で売って、また買い物もする」

「それってこの四月に高校入る前――中学生ぐらいの時から？」



    

  
    
      



    

  
    
      「この世界、歳としは関係ありませんよ」

　麻あさ奈なの答えに、暗くら闇やみ店長がまた笑う。

「ふふ・フ・ふ。もう二ヒキ・もモリを荒らす怪物・キマイラ、倒した」

「野生化した異キ形マ生イ物ラは、災害と変わりませんからね。何だかんだ言って、退治するしかない。――じゃあまた、近いうちに来ますよ」

「おう・おう」

　店長はそう言うと、再び掃除機のような音を立てて穴の奥へと引っ込んでいった。

　店を出るまで呆ぼう然ぜんとしていたヒロは、ようやくハッとして勢い込んで訊きく。

「ええっとじゃあつまり、真ま名な辺べさんってそもそも、東京に住んでたわけじゃないってことになるの？」

「そうなりますね。季節によって、所在地を変えます。東京には春から夏にかけてだけ、いる形ですね」

「それは……そういうものなの？　魔法使いって。えっとそれじゃあ、もうすぐまた？」

　荷物の多いヒロは、遅れがちの足を速める。先を行く麻奈は横に首を振った。

「いえ、さっきも言いましたが……。王国に所属してしまった魔法使いは、その地に留とどまります。今年からしばらくの間は、この町に定住するしかない」

「そうなんだ、安心したよ……」

「そうでもありませんよ。魔法使いは定住してしまうと、情報が入ってこない。鉱物や植物の採取も、ままならない。デメリットは多いですよ」

　その答えに、ヒロは黙り込む。

　麻奈はヒロの王国を造った時、結構落ち込んでいた。あれは、こういう事情があったからなのだ。

　考えているうちに麻奈は次の店に入る。荷物持ちのヒロは、慌あわててその後に続いた。



　何人もの奇妙な店主たち相手に買い物しながら麻奈が語ったことは、次の通りだった。

　まず、この一帯を仕切る无耶志国ムサシノクニは、麻奈のような『移動する者』の取り締まりが厳しい。だからこそ、この町も隠れるように活動をしているのだという。

「実際のところは、さすがにばれているんですが。无耶志国ムサシノクニにも魔術師はいますから、何とかギブアンドテイクの関係が成立している」

「でも取り締まりって……昔から？」

　買い物を終えるころには荷物の重さが相当きつくなっていたヒロは、苦しげに麻奈に問う。帰り道を上機嫌で行く麻奈の方は「ええ」と頷うなずいた。

「无耶志国ムサシノクニは人が多いだけあって、あまり融通は利きません。特に魔術師嫌いは、前から有名ですよ。徹底管理指向なんです」

「……じゃあ、結構大変な生き方なんだね、魔法使いって」

「あなたがそういう生き方を知らなかっただけですよ。ウザったいことは多々ありますが、型通りじゃ限界が見えてますからね。私には野心があります。――だったら大変だとかどうとかというのは、選ぶ余地すらないことなんですよ」

「……野心？」

　ヒロは自分の持つ荷物が、急にますます重くなったように感じた。

　なじめてきたと感じていたこの平たい町の風景もまた、重苦しく感じる。

　分かっていたことなのに麻あさ奈なに言いきられると、ヒロとしてはすぐには言葉が出てこなかった。

　もちろん忘れていたわけではない。それは前回の事件で麻奈の協力を取りつけるため、ヒロが自ら行った契約だった。ただそれでも、この言葉を口にする時の麻奈は、すごく不吉だと感じる。どんどんと先へ、自分一人で行ってしまう。

「……国を利用するって言ってたよね。真ま名な辺べさんは、俺おれたちの国をどうしたいの？」

　そうヒロとしては、訊きかざるを得ない。そして麻奈は空を見上げながら答えた。

「まずは『王国』としての存在感を高める、あらゆる努力をします」

「それは朝言ってた『目立つな』っていう方針と、食い違わない？」

「ええ、ですから密ひそかに準備して、機が来れば打って出るということです。あなたの本名云うん々ぬんについても、それこそが目的ですよ。そうやって王国の存在価値を引き上げた上で、ソシエタス・スファエラと接触します。彼らと対等の立場で、会談の席を設ける」

「会談ってことはその――会って話し合いをするだけ？」

「はい」

　麻奈の明確な返答に少しだけ拍子抜けして、ヒロは聞き返す。

「それでそのソシ――だっけ？　何なのそれ？」

「天球儀会ソシエタス・スフアエラです。日本のこの状況を招いた人々ですよ。《大陥落》を引き起こした張本人たち」

「ああ……」

　よりにもよってという相手だった。

　要するに麻奈は、日本中の他ほかの小国を出し抜き、日本の敵である『《大陥落》事件の首謀者』と会おうとしているのだ。

「……でも会話とかって、通用する相手なの？　そもそも向こうは人間？」

「もちろんです。魔術師と科学者の集団ですよ。同時に現存する中で世界最古の、企業国家です。――そうですね。《大陥落》の時の風景、憶おぼえていませんか？　東京にいた人間はほとんどが、彼らの乗り物を見ているはずです」

「……ああ、そういえば。怪物たちと一緒に大きい何かが空を飛んでたのは憶えてるよ」

「彼らはその棺車カタフアルクと呼ばれた乗り物の、主あるじたちですよ。自ら生み出した異キ形マ生イ物ラという美しい獣を、操り使う」

　どんどん先を行く麻奈は尊敬の念が混じった声でそう言う。しかしヒロは素直にその感想に追従することはできなかった。

　――そう、彼らは怪物を操り使って、人間を襲わせたのだ。いくつもの生物を組み合わせたような漆黒の怪物。それをヒロも確かに見ている。

「俺おれは、彼らとの会話の必要を感じないけれど……」

「それはあなたの感想で、私の願望とは関係がない」

　ちょっと振り向いた麻あさ奈なは、確認するようにヒロを見る。ヒロは渋々頷うなずいた。いま話しているのは麻奈の希望であって、ヒロの判断は必要とされていない。

「もうちょっと詳しく聞かせてもらえる？　どういう人たちなの？」

「天球儀会ソシエタス・スフアエラはギリシャ時代から続く、預言技術者集団の末まつ裔えいなんですよ。彼らはありとあらゆる『生きたもの』を計り、操り、千年前にはすでに人類の原基分布図――世界の運命地図を完成させていたと言われています。彼らは、ありとあらゆることを占い尽くす」

「まあ、真ま名な辺べさんの同類っていうか、親玉だよね。それで？」

「彼らの行動というのは、普通の人々にとっては、東京地点に対する謎なぞの占領行為でした。しかし実際の目的は、『魔力の流れ込む穴の、その先』を、押さえることにあったと言われています」

　ヒロは前に麻奈が話した理屈を、もう一度思い出した。

　魔力というのは、天の星から降って、地上の穴に流れ込む、と理解されているらしい。そしてその流れの通路上にあるものが、魔法の力を帯びる。流れが止まれば魔法の力は弱まる。

　例えばヒロたちが荏えの原はらの新国として成立しているのは、ヒロが星から降る魔力を受け、律りつ・麻奈・セシリアの順で経由、さらに地上の穴から排出――という、一連の経路を形成したから、らしい。

　そしてヒロたちの押さえている『地上の穴』とは、現時点で二つ。

　一つは『地域社会研究部』の部室。もう一つはヒロの自宅。

「でもどっちも、実際に穴が開いてるわけじゃないよね」

「もちろんそうでした。しかし天球儀会ソシエタス・スフアエラは、魔力の流れ込む先――理論上のものと考えられてきた幻の空間『アッシャー』を発見したんです。そしてそこへ向かって、実際に物質を運べる通路を作った」

「東京地点の地下に？」

「いえ、物理的な『下』じゃありません。そもそもが理論上の空間である『アッシャー』は、どこか『別の場所』です。私の知識でも、それ以上の説明はできない。……まあ技術の話はあなたとしても仕方がない。むしろ問題は、なぜ彼らが十二年前に動いたか？　ということです」

「……ああ、確かに。千何百年も昔から活動してる人たちなんだよね」

　ヒロは考える。麻奈の口調から察するに、その謎の組織が準備に手間取っていた、ということではないらしい。

「何か理由が？」

「私は、彼らがついに『人類定数の解』を得たのではないかと、想像しています」

「人類定数？」

　ヒロが抱えた荷物の間から聞き返すと、麻あさ奈なは頷うなずいた。

「一人の人間の運命は、単純な波のモデルとして数式にできます。この波を全人類分だけ合成すれば、世界の命運が決まる。もしも『人類定数』が得られれば、今後人類の身の上に何が起きるのかが、全すべて確定します。――ですがそれが、よほどよくない結論だったのではないか？　というのが私の見立てです。だから彼らは、彼ら自身が『最難関学問メギストン・マテーマ』と呼ぶ一連の行動を開始した。その結果の一つが現在の日本の状況であり、東京地点の消失です」

　なるほどと、ヒロは思う。言われたことを全て理解したわけではないが、麻奈の希望についての判断材料は揃そろった。

　ただむしろ、何を麻奈はこんなに焦っているのか。それが今度は気になった。

　麻奈が『知的好奇心から天球儀会ソシエタス・スフアエラと会談したい』というのなら、方法が直接的すぎるのだ。彼らや彼らの行動について情報を集めたいなら、周辺から攻めてもいい。真正面から当の本人たちにぶつかろうというのは、麻奈らしくはない。

「……もう一度訊きくけど、真ま名な辺べさんの言う天球儀会ソシエタス・スフアエラとの会談って、本当に目的はそれだけ？」

　このヒロの質問は、核心をついていたらしい。麻奈は驚いた顔をするが、やがて打ち明け話でもするような、ちょっと晴れ晴れした表情を浮かべた。

「隠しても仕方がないので、正直に言いましょう。私にはもう一つ、別の目的がある。今までの話は、手段の話です。実際は私には『会わなければならない人』が天球儀会ソシエタス・スフアエラにいて、その方法を探しています」

「会わなきゃならない人？」

「……私は子供のころ、一つの大事な約束をしました。それ以来、『彼』のことを守ると、決めているんですよ。私はその相手と、もう一度会わなければならない」

　その答えにヒロは驚き、荷物を取り落としそうになった。それはヒロのことではないのかと思ったからだ。ヒロの夢の中の少女も、再会と守護を、ヒロに約束した。

　ただもしヒロのことならば、麻奈は天球儀会ソシエタス・スフアエラとやらに接触する必要はない。何か食い違う。

「……真名辺さんが守りたい人って、どんな人なの？」

「私を魔法の道に引き込んだ張本人ですよ」

　その一言でガックリ来る。少なくともヒロのことではない。

「いま何歳ぐらいの人？」

「さあ。最後に会った時、二十歳は超えていましたから。すでに三十歳を超えているはずです」

　ますますガックリ来る。もはや完全にヒロのことではない。確定だった。それと同時に、こんなに落胆している自分にも、ヒロはビックリしていた。

　麻あさ奈なに特別な感情を持つ理由はない。ならばこれがいわゆる独占欲というやつだろうか？　しかしこれまで麻奈がヒロを守ったことはあったが、逆はない。それが麻奈の認識だろう。だったらこの欲求は、ものすごく身勝手だ。

「……ひとまず話は分かったよ。俺おれも協力する」

　答えてみたら思った通り、ズガンと追加のダメージが入った。それを何とか、気取られないようにする。一方で麻奈は、ご満悦の表情を浮かべた。

「あなたはなかなか、いい人ですね。利用価値のある人は好きです」

　――最低だ、この人。

　ヒロは深いため息をつく。

「とまあ、上う手まく行けばよかったんですがね……」

　言葉を切った麻奈は、立ち止まって目を瞑つぶり、耳を澄ますように手を耳に当てた。



「どうしたの真ま名な辺べさん」

　訊たずねるヒロに、麻奈は唇に指を当てる仕草で静かにするよう促す。

「聞こえますか？」

「えっ？」

　荷物を持つヒロも立ち止まり、麻奈と同じように耳を澄ます。自分も集中するため、麻奈と同じように目を閉じてみた。

　キン――――。キン――――。キン――――。

　何かものすごく遠くから、鉄琴を叩たたくような音が聞こえてくる。

　叩き込むような勢いのある音と、続いて反響し広がる音。

　ただ、単純に楽器と思えないのは、最初の打ちこみに勢いがありすぎるからだ。

「……工事の音かな？　いやよく聞くと鐘の音みたいな気もするし。何なの、これ」

「鐘の音で、大体あっていますよ。无耶志国ムサシノクニが、カドゥケウス伝令使の杖消滅時の影響を無効化するため、魔ま除よけを強化しているんです。この音はその試験のために、出ているんですよ。聴覚に捉とらえられるというのは相当な規模だ」

　そう説明すると麻奈は、また歩き始めた。ヒロも続く。

「いいですか、立たつ木き君。今日の朝に言った通り、无耶志国ムサシノクニはカドゥケウス伝令使の杖の消失によって魔に対する結界が内側に崩れることを恐れています。だから今はまだ我々を泳がせていますが、魔除け強化の儀式準備が終われば、彼らの懸念はなくなる。――私はそのタイミングで、一度、我々の王国を解体してしまうつもりでいます」

「え、それは、何で？」

　ヒロは驚いて訊きく。麻奈は沈んだ声で言った。

「カドゥケウス伝令使の杖が消失してもいいのだから、我々の後ろ盾はゼロです。邪魔者のあなたはその時点で、暗殺される。今日、転校してきた風かざ祭まつり出海いずみというの、あなたに張りついていたでしょう？」

「うん。……真ま名な辺べさん、クラス違うのに詳しいね」

「何を呑のん気きな……。大急ぎで調べ、確認したんですよ。彼は无耶志国ムサシノクニが派遣した人間です。あと一ヶ月ほどの間、風かざ祭まつり出海いずみはずっとあなたを監視します。そして全すべての準備が整い次第、速やかにあなたを殺す」

「ああ……。そういうことなんだ」

「今もついてきていますよ」

　ヒロはさすがにビックリして両肩を跳ね上げた。

　すでに監視は解けたのだと思い、午前中つけ回されたことは忘れようと努力していた。だが確かに、そんな甘いはずがなかったのだ。

「放課後になれば、あなたが人混みに紛れることもない。だから姿を隠して追跡してるんでしょうね」

　麻あさ奈なは、声を潜ひそめるように言った。

「私はあなたの利用を、まだ諦あきらめたわけではない。ただ、仕切り直した方がいいとは思っています。まあ死なれてしまうと、本当にそれまでなので」

「真名辺さんにしては随分、物わかりがいいんだね」

「言ってる意味が分かりません。あなたが力の奔ほん流りゆうたるこの世界を、舐なめているだけですよ。まだ平和ボケしているんです」

　麻奈は静かな声のまま、憮ぶ然ぜんとした態度で反論した。

「彼らは殺すと言ったら殺す。その覚悟がある。一方のあなたは、正当防衛のためにだって、生身の人間を殺すという判断はできない。判断がなければカドゥケウス伝令使の杖も、いざという時、動かない。――彼らは目的を果たしますよ」

「なるほどね……。まあ、その判断は真名辺さんに任せるよ。俺おれじゃ王国の解き方なんて、分からないし」

「そうですね。分かりました」

　麻奈は無機質なやり取りを終わらせる。ヒロはへこんだように、大きなため息をついた。

「……結局、日本って――いや无耶志国ムサシノクニとかも含めてのことだけど、これからどうしたいのかな」

「彼らの目標は、まず日本を再統一し、次に天球儀会ソシエタス・スフアエラを追い出し、最後に日本列島を元の位置に戻すことです。この三段階で完了ですね」

「結構険けわしい道のりだね。それに全てが元通りになるわけじゃないし――」

「――いえそれが、なるんですよ」

　ヒロは驚いて麻奈に訊きく。

「どういう意味？」

　それに対して麻奈は答えた。

「現在の京都は、極めて丁寧に周辺から情報隔離されています。《大陥落》という事件が起きなかった日本が、保存されている場所なんです。ですから全てが終わった後に『王政復古』の儀式が行われれば、日本は京都を基準とした歴史に従います。これで完全に元通りなんですよ。過去の事実は変わりませんが、歴史的事実は塗り替えられる。――失われた時間が塗り替えられて修復され、何事もなかったかのように日本は復活します」

「つまり十二年前の事件が、ただの夢として片づけられたみたいに？」

「はい」

　麻あさ奈なは静かに頷うなずいた。ヒロは麻奈に言い返そうとするが、言葉にならない。

　――すでに異様な雰囲気の町を後にして、二人は日常の中に戻っていた。

　道の向こうからは、ランニング中の道着姿の一団がやって来る。普通の部なら、部活をやっている時間だろう。人の気配と日常が、戻っている。

　歩道が狭いので、無言のヒロと麻奈は道を開けた。相手側は走りながら、全員きれいに礼をして通り過ぎる。かけ声を乱さない。すれ違った胴衣姿の一団は、学生かと思ったが大人おとなが多かった。『西せい塔とう館かん』という刺し繍しゆうが入っている。

「見覚えのない名前だね。有名なのかな？」

　硬い空気を和なごませようと、ヒロは言ってみる。

　実際にあまり格闘技には興味もないし詳しくもない。漢字だから柔道か空手か。それぐらいの大おお雑ざつ把ぱな感想しか持てない。しかし麻奈の表情は、それでほぐれるということはない。いや何やら、非常に慌あわてていた。

「何ですか――？　ここは」

　そう言って周囲を見回す麻奈に、両手に荷物持ちのヒロも続く。

　だが、特に変わったことはない。

　強いて上げれば、灯台のような目的不明の建物が、あちこちに並んでいることくらいだ。それほど高くはない、床面積は二畳分ほどの小さな建物だ。それ以外は全く普通の町の様子に見える。

「真ま名な辺べさん、知っててここに来たんじゃないの？」

「いえ。――話に夢中になって、迷子になった？　いやしかしこんなところは……。立たつ木き君、番地の書かれたプレート、どこかにありませんか？」

「どうだろう」

　迷子なのは困るなあと思いつつも、ヒロは呑のん気きに構えていた。荷物が重いので遠回りはしたくないが、歩いて引き返せる距離なのだから、慌てるようなことは何もない。

「あったあれだ」

　麻奈は電柱に急いで走り寄る。ヒロもその後に続いた。濃い緑色に白文字のプレート。そこには『大おお田た区多摩台六丁目』と書かれている。

　麻奈は驚きよう愕がくの表情のまま、ヒロを振り返った。ヒロはその驚きが理解できないまま、首を傾かしげる。

「うん？　――えっとつまり、さっきの五丁目で終わりじゃなくて、もう一つあったってことだよね？」



    

  
    
      
第三章





「あなたは、ことの重大さが飲み込めていない！」

　怒ったように、麻あさ奈なは言う。しかしヒロとしては、キョトンとするしかない。

「いやどういうことなの、真ま名な辺べさん」

「こんな町は、私だって知らないんですよ!?」

「まあ、そういうこともあるよ」

「いやそうではなくて……」

　麻奈は額ひたいに手を当てて、心底困ったように俯うつむく。

「……ここはいつも通っている道なんです。真まっ直すぐ行けば用水路があって、そこを折れればすぐに多摩川まで出るはずだった。……なのに知らない町に出た」

　それは一連の様子を見ていたヒロにも分かる。

「ああ……。つまりさっきの魔法使いの町みたいに隠されていた場所が、もう一つあったっていうことだよね？　まあそういうことも、時にはあるんじゃ――」

「ありませんよ！　これはちょっと、とんでもないことなんです。隣町の大部分の魔術師たちは、この場所のことなんか知りません。少なくとも、私のつきあいの中では皆無です。つまり魔術師よりさらに高次の存在が、この町に結界を張っていた。なのにその結界が、今はなくなっている」

　そう順に説明されて、ようやくヒロにも麻奈の慌あわてぶりが飲み込めてきた。

「ああ。それじゃあ俺おれが、また結界を割っちゃったのかなあ……。いつかみたいに」

「別にあなたに、強力な結界破りの能力があるわけではありません。何もせずに破れるものではないし、破られた形跡は……なかったと思います」

　だんだん自信なさげに、その声はしぼんでいく。だがそうは言われても、ヒロはどれぐらいのことが起きているのか、やはり判断できない。

　辺りを見回しても、アスファルトとセメントと車の通行を考えていないかのような細い道だ。つまり普通の東京の町並みを大きく逸脱はしていない。そして太陽もまだ全く落ちていない真っ昼間である。不安を全く感じない。その点でヒロと麻奈の間には、完全な温度差があった。

　立ち止まって考え込んでしまった麻奈の代わりに、ヒロは再び周囲を見回してみる。そしてまた妙なものを見つけて、麻奈を呼んだ。

「ねえこれ見て、真名辺さん」

　そう促すヒロの示す先にあったのは、すごい標語の看板だった。

『来たれ、修行者！　さもなくば去れ!!』

「――結論、早ッ！」

　ヒロはツッコミなど入れてみるが、麻あさ奈なの方は疲れた薄ら笑いが、徐々にその顔へと浮かんでくる。

「何かこのノリは、すごく既視感があるんですが……」

「ああ、言われてみれば、あるね……」

　同意してこちらは明るく笑うヒロを、途端に麻奈はキッと睨にらんだ。

「一刻も早く、この場所を去りましょう。立たつ木き君！」

「いや、でも俺おれが結界を割っちゃった可能性があるし。機能してませんよってことは、知らせた方がいいんじゃないかな？」

「運の悪い人たちでしたね」

　それで済ませようとする麻奈に、いやいやいやと、ヒロは手を振る。

「前の時は真ま名な辺べさんがそれで迷惑したんだし。今回こそちゃんとしないと。こっちが加害者なんだから、それはこっちが責任を持つべきじゃない？」

「責任、ね。責任だけですめばいいということです。――本当に心底、いやな予感がする」

「そこまで？」

「いやまあ標語のことは抜きにして。――もう一度、常識で考えて下さい。魔術師たちですら気づいていない存在が、ここに縄張りを張っているんですよ？」

　麻奈の返答に、ヒロは考え込む。常識的にと言われても、麻奈の言うような発想が素人しろうとのヒロにできるわけがない。ただ言われてみれば、力関係については分かる。間違いなく麻奈より強力な何者かが、この町にはいるということだ。

「でもまあ、行けるところまで行ってみようよ」

　ヒロはそう促した。

「真名辺さんの性格は知ってるけど、親切と不親切、誠意と無誠意っていうのは、自分の身に返ってくるものだよ。見て見ぬふりをして目をつけられたら、それこそ今後が大変じゃない？」

　麻奈は硬い表情で、ウンともスンとも言わない。ひとまずヒロの言っていることが、理屈では正しいと理解しているのだ。

　ここでぼんやり立っていても仕方ないので、ひとまずヒロは町の中心の方へ先に歩き出した。振り返ると、麻奈も恐る恐るついてくる。

　二人が進んでいる道はあちこちに路上駐車のある、ただの東京の道だ。小さな工場のような、用途不明の建物が多め。だがそれと、あの小さな塔以外は、別に変なものもない。

　やがてそれまでの細かった通りを抜け、二人は大きな広場に出た。おそらくここが、町の中心だろう。

　広場を中心に四つ、大きな建物が建っていた。何やら体育館のようだが、掲げられた看板を見るに道場らしい。またそこに出入りする人々が、パラパラと見える。

　道着を着ている人もいるし、私服のままの人もいるが、ただの普通の人間だ。大人おとなの男が多いのは、時間帯の問題だろう。

「別に妙っていうほどのところでもないと思うけれど……」

　ヒロは麻あさ奈なに言いながら、広場の真ん中に妙なものを見つけ、そちらへ向かう。

　あったのは巨大で異様な大剣だった。ご丁寧にも、地面にしっかりと突き刺さっている。いや、正確には地表に岩が露出していて、そこに剣が食い込んでいた。

「もしかして、抜いたら何かいいことあるのかな？」

「試してみたらいいですよ」

　麻奈はぴりぴりした表情のまま、そう意地悪にヒロへと言った。まあヒロも、自分の力では無理なことぐらい分かっている。何しろその剣は、長さが２ｍメートルほどもあった。さらに重さとなれば、いくらあるのか計り知れない。少なくともヒロ程度の筋力では、ちゃんと支えるのさえ難しいだろう。

　だがこの剣もただのオブジェにしては、妙な説得力がある。控えめで繊細な彫刻といい、磨き抜かれた清らかさといい、『いいもの』であることは間違いない。

「本当に、何なのかなこれ」

「あれ、二人ともどうしたの？」

　聞き覚えのある声に、ヒロと麻奈は同時に振り向いた。そこには、先ほど部室で別れたばかりの、長な川がわ律りつが立っていた。



「やっぱりここは、珍獣園……」

　取り返しのつかない失敗をしたという顔で、麻奈は呟つぶやいた。律は横に手を振る。

「いやいや。こんな町の真ん中に、動物園の類たぐいなんかないよ」

　その訂正は優しくかつ丁寧である。しかしちょっと前に律自身がそう呼ばれたということを思い出せば、さすがの律も怒るだろう。だからヒロは口を噤つぐんでおく。

　その律は、今はパリッと糊のりの効いた白と紺の道着姿だった。道場名には「北ほく塔とう館かん」の文字。先ほど遭遇した一団は「西せい塔とう館かん」で、こちらは「北」だ。おそらく広場に面した四つの道場に、それぞれ東西南北が対応しているのだろう。そうヒロは予想する。

　それよりもちょっと律の外見でビックリしたのは、彼女がかなり高い下駄を履いていることだった。おまけに下駄の足が一本しかない。天てん狗ぐのような履き物である。

　バランス感覚が悪ければ一発で転倒しそうだが、律の姿勢は安定していて危なげがない。苦労している風でもなく、いつもの表情でヒロを見下ろしている。

　ひとまずヒロは、律の「どうしたの」という質問に答えた。

「何だか道に迷っちゃって。この辺りは初めて来たんだけど、長川さんの道場ってここだったんだ？」

「そうだよ。――うん、そうだね。言われてみれば、放課後とかに会うって初めてだね」

「何だか長川さん、すごい部活中みたいな感じで驚いたよ」

「……それ、全然笑えませんよ」

　麻あさ奈なだけが不景気な顔で、そう呟つぶやいた。

「あなたの能力。ただの町道場に通ってるにしては、不自然とは思っていましたが……」

「町道場？　いやここは道場街だよ？」

　訂正した律りつは目をキラキラさせて言う。

「ここはね、修行を経てただ最強のための最強を目指す、夢の道場街なんだ！」

「狂気の世界だ！」

「……いや真ま名な辺べさん。俺おれもさっきの町とか暗くら闇やみ店長で、ちょっとそう思ったよ？」

　ヒロの反論を、麻奈は無視した。とにかく何とかしなければと考えてか、麻奈はヒロと律を放ほうっておいて、ブンブン辺りを見回す。

「油を売っている時間があるのか、律」

　そう厳しい声が上がり、最初に麻奈がピクリと振り向いた。律とヒロもその視線に続く。やって来たのはボンヤリした表情の、背の高い外国人だった。肌は白く、目はグレー。髪は太陽の下だと黄色みを帯びてプラチナブロンドに見えるが、実際には白の中に黒の重さが均等に混じった銀色に見えた。

「師匠――」

　律が発した言葉に、ヒロは「えっ？」と思う。すでに律からは何度か『師匠』なる人物のことを聞いていたが、随分とイメージが違う。

　まず驚いたのはその『師匠』が外国人だったこと。そして性別が――おそらく女性だ。

　おそらくというのは、何やら超越的な雰囲気があり、判断に迷うところがあるからだ。美人なのは確かなのだが、柔らかな女性っぽさというのをあまり感じない。

　逆に思った通りだったことは、とにかく身長が高いことである。２ｍメートルは絶対にある。あまり近くにやってくると、１７０cmセンチ台のヒロでは、努力しなければ目が合わない感じだった。おまけにこの『師匠』は、末広がりの道着を着ているから、まるでこちらへ倒れ込んでくる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきのような、異様な圧迫感がある。

　道着にはこちらも、『北ほく塔とう館かん』と書かれていた。律が師匠と呼ぶのだから、館長とか道場主とか、そういうことになるのかもしれない。

「あの、初めまして。立たつ木きヒロと言います。長な川がわさんの友人で――」

「知っているよ、荏えの原はらの新王。ようやくこの地を訪れたな、やがて竜を殺す者」

　いきなり変な呼び方で呼ばれたヒロは、自分を指さす。その仕草に対して、『師匠』は黙って頷うなずいた。ヒロは首を傾かしげるが、それはひとまずこちらへ置いておく。

「えっと……そう、そういえば。こちらは何て呼べばいいですか？」

「名乗るほどの名はない。まあ弟子たちは私のことを『師匠』と呼ぶ」

「そうですか……」

　頷いたヒロは三秒ほど置いて、首をひねった。

「――いや、弟子がそう呼ぶのは当たり前だと思いますけど」

「そうだな」

　律りつの師匠は納得したように言う。それ以上の答えは返ってこない。端でやり取りを聞いていた麻あさ奈なは、冷ややかに言う。。

「すごいですね……。嘘うそではない、間違ってもいない、しかし何一つ答えになっていないとは」

　律は満面の笑みで頷うなずく。

「外国人だから、時々意味不明だよね。ボクも最初はビックリしたよ」

「……そういう問題じゃありませんよ」

　黙ってろという表情で麻奈は言う。『師匠』は弟子の方を振り向いた。

「律よ。こういう場合、日本のしきたりに則のつとって、名を名乗った方がいいのか？」

「いえですから、しきたりとか、そういう問題じゃありませんから」

「大忙しだね、真ま名な辺べさん」

　ヒロの言葉に、律はヤレヤレと頷いた。

「真名辺さんは昔から、口出ししたいことにはせっかちなんだよ。普段はだらけてるくせにね」

「ふむ、困ったヤツだな」

　ヒロと律、師匠の三人は、麻奈をジッと見る。そして麻奈の恨みのこもった表情は、あっさり無視された。改めて律の巨大な『師匠』は、ヒロに向き合う。

「私はフヴェルゲルミルと言う。長いのでフヴェルでいい。温泉とかが好きだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「変わった名前ですね――。えっとあの温泉って、箱根とか行くんですか？」

「？　いや、毎日通うには距離が遠い。だから道場の近くに掘ったよ」

「掘ったって……」

「私の故郷アイスランドも温泉国だからな。異国の日本でこう融通が利くのは、なかなかありがたい」

「はあ……」

　何とか頷うなずくヒロに、律りつがすまなさそうに言う。

「ごめんね立たつ木き君。師匠は日本語得意だけど、ちょっと口べたなんだよ」

「いえさっきから、この人ばっかり喋しやべってますが……。会話が成立していないだけで」

　麻あさ奈なの言葉に律は「そう？」と首を傾かしげた。

「今日は機嫌がいいのかな。何しろ無口な時にはすごいからね。前に話したっけ、立木クン。師匠が銀行強盗を退治した時のこと」

「いや聞いてないけど」

「たまたま師匠が現場で鉢合わせしてね。相手はナイフ持ってたんだけど、こう――」

　律はガシッと麻奈の顔面を手のひらで挟む。

「あっという間にアイアンクローで捕まえてね」

「離してもらえませんか!?」

　律の手のひらの下から、麻奈がくぐもった声で苦言を呈する。

「そんなことがどうしたっていうんです。頭ず蓋がい骨こつを握りつぶしでもしましたか？」

「それじゃ殺人じゃないか。そうじゃなくて、二十四時間、ずっとこめかみを締め続けたんだよ。黙々とね。何せあの日は鍛錬の間ずっと犯人を締め続けて、次の日道場に来たらまだ掴つかんだままだったから。みんな戦せん慄りつしたよ。あの時は無口だったかな」

「再現しようか？」

　フヴェルが言うので、ヒロと麻奈は同時に横へ首を振った。ついでに麻奈は、律の縛いましめから脱出する。

「不機嫌の話と関係ないでしょう。だいたい何で、あなたが自慢げなんですか。ムカツク。そもそもそんなことというのは、人間業じゃない。どうせ誇張が混じって――」

　言葉の途中で、麻奈は話すのをやめた。もう一度フヴェルを見上げて、考え込むように首をひねり、最後に分かったというように手をポンと打つ。

「なるほど。妙な怪力に魔術師をしのぐ強力な封印……。あなたの正体というのは……」

　そう呟つぶやくように言った麻奈の顔は、真っ青だった。

「どうかしたの？」

　ヒロが訊きく。当のフヴェルは、無言のまま麻奈を見下ろしていた。麻奈の表情には含むところのあるような、いろいろな表情が入り交じっている。そのくせヒロの問いには「何でもありません……」と、何か言いたげなのを押し殺した顔で答えた。

　そして麻奈は目を伏せたまま、素早く左右を見回す。その様さまはまるで、目が合って逃げだす直前の猫のようだ。ヒロにはその意味がよく分からない。律りつも不思議そうな顔をしている。

「……いやしかし、ならばなおさらだ」

　麻あさ奈なはブツブツと口の中で呟つぶやいた。

　何が？　と訊きくヒロを無視し、麻奈は顔を上げると訴えかけるように律の師匠へ言う。

「この結界消失は、私たちが原因ではない！」

「当たり前だ」

　師匠・フヴェルは緊張した麻奈の主張を、あっさり受け入れた。

「どうやらいま无耶志国ムサシノクニは、新たに強力な魔ま除よけを作る、その実験を行っているようだな。そのとばっちりを受けて、この町の隠いん蔽ぺい結界が消滅してしまっている。誰だれでも入ってこられる状況はまずいが、今すぐ解決できる問題でもない。ひとまず町の出入り口に、見張りは立てるようにした」

　それでヒロも一気に納得した。先ほど聞いた鐘を叩たたくような音。あれのせいでこの町を隠していた魔法が解けたのだ。だからヒロと麻奈は、ここへ入ってきてしまった。

「……でもそれじゃあ、結局のところは俺おれに、原因があるみたいですね。すいません」

　そうヒロは謝るが、一方のフヴェルは、表情を何一つとして動かさない。

「カドゥケウス伝令使の杖の持ち主が、これほど近くで生活するのだ。今日のような出来事に備えなかった、我々の落ち度だ。気に病むことはない」

　律の師匠は達観したようにそう言うと、身を翻してヒロに言った。

「どうせなら、ついでに道場の方を見学していけ。滅めつ多たにある機会でもないぞ」



　勝手に行ってしまう律の師匠・フヴェルに、両手いっぱいの荷物を持ったヒロは慌あわててついていく。言われた通り見学しようというわけではないが、まだ聞きたいことは山ほどあった。ヒロの後に、一本下駄の律が続く。そして最後に麻奈が、恐る恐るといった風についてきた。先頭のフヴェルはわずかに振り向き、ヒロに訊く。

「先ほど、神剣を見ていたな？」

「あ、はい」

　町の中央に突き立つ巨大な剣を、ヒロは思い出した。

「何なんですか、あれ」

「この町がここにある理由の全すべてだ。私や他ほかの道場主たち、また道場生たちも、あの神剣を引き抜くことを目的に、日夜鍛錬に励んでいる」

「へえ……。技を鍛えると、抜けるようになるんですか？」

「剣が認める者ならば抜ける。単に力があるだけの者では、決して抜くことはできない」

「それで引き抜けたら、その人はどうなるんです？」

「勇者の称号が与えられ、勇者の鎧よろいが授与される。以降その者は世界の悪を正すため、旅に出ることになる」

「アホか……」

　ボソリと呟つぶやいた麻あさ奈なを、ヒロは振り向いて睨にらむ。

「それ言っちゃったら、イロイロお終しまいだよ真ま名な辺べさん。人の顔を立てるか話を最後まで聞くか、どっちかできないかな？」

「全くだな……」

　師匠・フヴェルはしかし、大して気分を害した風でもなく、麻奈を振り返って言った。

「我々がしているのは、迷信の話ではないぞ、魔術師。あの神剣は伝説の『アレイオン』なのだ。ただの騎士が持っていいものではないし、剣を持たせるならその者は勇者として、世界に振る舞う義務がある」

「あの剣が『アレイオン』――？」

　その名前は、麻奈も知っているようだった。必死に記憶を探るような表情で、眉まゆを寄せる。

「……もう随分と前に、何者かに奪われ、失われた神剣の一つと聞きましたが？」

　麻奈の呟きに、フヴェルは頷うなずいた。

「そう。お前の言う、その『アレイオン』だ。斬きったものをつなぎ合わせる、伝説の剣」

「それって、全く意味がないんじゃ……」

　ヒロの情けない声に、「使いようだ」とフヴェルは答える。

「お前が武術の一つでも習得すれば、あの剣の恐ろしさを実感する」

　そこでヒロのすぐ背後にいた律りつが、声を上げる。

「そうだ、立たつ木きクン。どうせだったらただの見学だけじゃなくて、実際の鍛錬に参加してみない？　師匠、どうですか？」

「私は別に構わない。荏えの原はらの新王のやる気次第だな」

　ヒロはすぐに頷いて答えた。

「うん……そうだね。お言葉に甘えようかな？　この前は長な川がわさんに守られちゃったんだし。俺おれが情けないとしょうがない。それに剣の謎なぞっていうのにも、興味があるし」

「じゃあ決まりだね」

　明るく言う律の後ろで、麻奈はヤレヤレと肩をすくめる。

「物好きですね……立木君」

「魔術師、お前もだ」

　師匠・フヴェルは振り返りもせずそう言う。「はあ!?」と麻奈は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「何でそういうことになるんですか！」

「まあいいじゃん、真名辺さん。ご好意なんだからさ。今日一日ぐらい――」

　そう言ったヒロに、麻奈は走って詰め寄る。

「……何を考えてるんですか、正気ですか？」

「どうしたの、真名辺さん？　俺何か、変なこと言った？」

「ここがどういう町だか分かっているんですか？　大体この流れ、あなた何度目です!?　どうしてそんなに学習能力がないんです。――いや、それどころじゃない」

　もう全くどうしようもないという表情で、麻あさ奈なは口早に言った。

「私は逃げます。買い物の品はちゃんと、持って帰って下さいよ」

「ダンディー目め黒ぐろの寝袋も？」

「もちろん」

　そう言い残すと麻奈は、一目散に逃げだす。その過剰反応ぶりに首を傾かしげるヒロの隣で、師匠・フヴェルは「フム」と頷うなずく。

「――律りつ、これも鍛錬の一環だ。アレを止めてみろ。ただしマーメットは使用禁止」

　ヒロはいきなりやる気のフヴェルに驚く。一方の律は「はい」と素直に頷いた。

「しかし師匠。彼女は魔法使いです。向こうが魔法を使った場合は？」

「事前の準備もない魔法使いだ。大した技は使ってこない。見かけ倒しに惑わされなければ、問題はない」

「分かりました、師匠！」

　律の返答は全く迷いがない。ぐっと拳こぶしを握ると、早速追跡を開始した。律は一本下駄を履いているというのに、全くそれが問題にならず、きれいに走る。ヒロも急いでその後を追うが、律は増えた歩幅をそのままに、あっという間にヒロを引き離した。そしてすぐ麻奈に追いつく。

「何でそんな、やる気満々なんですか！」

　麻奈が悪態をつきながら急に方向転換。体重を一気に落として踏み込むと、追いついてきた律の足下に足払いをかけた。

　だが律の方も一本足の下駄に全体重をかけて踏み込み、麻奈の足払いを完全に受ける。麻奈の方がよろめいたところで、律は踏み込みから一歩大きくジャンプして、麻奈の前に回り込んだ。目の前に立ちふさがった律に、麻奈は悪態をつく。

「ホント面倒な性格してますね。邪魔をするなら、悪いですが手加減はしませんよ」

「どうぞ！」

　律は礼儀正しく、楽しそうに、挑戦的に言う。その答えに、麻奈は全力の右腕正せい拳けん突きに出た。

　――考えなしではない。

　律は下駄で身長が増えている分、肩の位置が高い。上からしか攻撃ができないのだ。

　もちろん振り下ろした時の打撃力は上がるが、当てにくいはずだった。麻奈が前傾姿勢に入れば、頭頂部や肩という、硬いところしか狙ねらえない。

　そのくせ麻奈の目の前には、律のがら空きの胴がある。この状況なら、まともに打ち合う人間はいないだろう。

　――だから律は一撃目を避よけると、麻奈は読んでいた。

　後ろ、右に避けた場合は退路が開くのでまた追いかけっこ、振り出しに戻る。ただしこれは律にとっても無駄な行動だ。だから律は左側に身を翻すだろう。

　その時を狙ねらって麻あさ奈なは、空いている左肩で思い切りタックルをかけるつもりだった。麻奈自身が倒れる気で行けば、それより重心の高い律りつは必ずひっくり返る――。

　だが実際は、麻奈の予想のどれにもならなかった。

　律は右足をすり足で進め、上半身を垂直に保ったまま麻奈の懐ふところに飛び込んできたのだ。屈伸運動の要領で体を沈めてきた。

　麻奈の身長よりもまだ低く体を沈め、麻奈が間抜けに前へ突きだした右腕の、死角に入る。

　その状況で折りたたんだ腕から、アッパーを放ってきた。ほとんど条件反射で麻奈は、左に頭を移動し、それで鋭い拳こぶしを何とか避よける。律はすぐ放った拳を折りたたんだ。

　結局どちらも相手の体に触れない。だが律の攻撃を避けるため左足を踏み出した麻奈は、進路が狂って街路脇わきの壁に激突しそうになる。

　何とか立ち止まり肩で息をしながら、麻奈は律の方を見た。律の方は両足を大きく開いた姿勢から難なく方向転換を終え、麻奈を待っている。

　その余裕は別にいい。だが。

「……わざと外しましたね？」

　麻奈は言いながら、ヘアバンドの左右の端をパタンパタンと三角形に畳んでセンサー化。本気モードに入る。

「先ほどの攻撃、当てられたはずだ。右から見えない攻撃が来れば、誰だれだって本能としては左に避けようとする。その避けた先を、最初から狙えたはずだ」

「まあ、ケガさせるのが目的じゃないからね」

「ほう言いますね……！　しかしそんな甘ったるい考えは、実戦の場では必要のないもの！　私はあなたの持っていない『アイテムっぽいもの』を使って、戦いの恐ろしさを教えてあげますよ!!」

「……それさ、単なるズルだと思うんだけど」

「人類史上、ズルくない戦いなど存在しない！」

　完全に悪役と化した麻奈の言葉を合図に、二人は再び攻防に突入する。

　しかし今度は律の方が、麻奈の言うことの意味を理解することになった。このネコミミっぽいもののおかげで、麻奈は律を目で追う必要がない。

　先ほどのように死角を利用した攻撃が無意味化するばかりではない。律が背後に回り込んでも、麻奈は振り向く必要がない。そのまま後うしろ蹴げりを放ってくるのだ。

「……確かにこういう相手は、初めてだね」

　技術のほとんどが無意味化した律は、どう麻奈を攻めようか考えあぐねる。

「拮きつ抗こうしてる――」

　二人にようやく追いついたヒロは、唖あ然ぜんとした表情で言う。

「でも真ま名な辺べさんだって結構強いのに……」

　しかし無表情なまま腕を組むフヴェルの感想は、全く逆だった。

「だだっ子に振り回されているだけだな。――律りつ！　もし何かの間違いで逃がしでもしたら、町内千周だ」

「分かりました！」

　元気よく返事。そしてよく通る声で麻あさ奈なに謝る。

「何か師匠怒ってるみたい。一気に行くから、変なところに入ったらごめんね」

　麻奈は無言のまま、怒った表情でハイキック。完全に頭に血が上っていた。しかし足が完全に上がりきる前に、律は上から手の裏ではたいて落とす。

「もっと丁寧に。真ま名な辺べさん、筋はいいんだから」

「……あなたは、余裕綽しやく々しやくで！」

　麻奈は掴つかみかかるかに見せて律の道着へ手を伸ばし、そこからそのまま肘ひじを折る。律が手の処理に戸惑ううちに、体重を載せた本命の肘を叩たたき込むつもりだった。

「悪くないね。でも――」

　見切っていた律は、一歩踏み出して避よける。ここまでは麻奈の計算通りだった。だが実際はさらにもう一歩踏み出し、ガラ空きだった麻奈の側面へ回る。

「――脇わきの守りが甘い」

　そう言った時にはすでに、律の拳こぶしが麻奈の脇わき腹ばらへとしたたかに叩き込まれている。一瞬息の止まった麻奈は体を折ると、数秒置いて咳せき込こみ始めた。たまらずその場に膝ひざをつく。

「ごめん、真名辺さん。大丈夫？　手加減したんだけど……」

「律！」

　背後からの師匠の声に、律は振り向く。

「はい！」

「相手が我流だというのは、すぐに見抜け。勝つだけの戦いは、容易たやすい。しかし今の戦いでは、手加減したいお前も振り回されている！」

「はい！」

「逆に相手の手に引きずり込まれ、己の型を崩すなど、まさに愚の骨頂。惑わされるな。分かったらすぐに町内十周。私はその間に、彼らに準備をさせておく」

「分かりました。ご指導ありがとうございます」

　そう言って頭を下げると、律はすぐさま行ってしまう。ランニングといってもペースを守った持久走ではなく、かなり速い。

　ゴールまでの距離を頭に入れた上での全力疾走といった感じで、律は行ってしまった。

「それでは道場に案内する。ついてこい」

　律の師匠・フヴェルはヒロに向かってそう促すと、青い顔の麻奈の後ろ襟をひっ掴んだ。そしてその体をズルズル引きずりながら、町の道場の方へと歩き始めた。



　ヒロは道場備えつけの道着に着替え、麻奈は着替えさせられ、道場の中庭に再集合ということになった。

「真ま名な辺べさん、結構、様さまになってるね」

　ヒロは本心からそう思い、笑顔で麻あさ奈なに言う。だが麻奈は紙のような顔色の顔を『フルン』と振って、そっぽを向いた。

　何というか、怒っているのだが、そこにパワーが伴わない。非常に妙な怒り方をしていた。

　ヒロたちが中庭に出て来ると、もう話が通っているのか、道場生らしき青年、大人おとなたちが寄ってくる。

「新入り、お前、筆頭にケンカ売ったってホント？」

　笑って言う彼らに、ヒロは首を傾かしげる。そしてすぐにそれが律りつのことだと気づく。

「長な川がわさんが、この北ほく塔とう館かんっていうところの筆頭なんですか。――一番強い？」

　そうヒロが訊きくと、またドッと笑いが起こる。

「何でそんな無謀なことしたんだ？」

　重ねて訊かれたヒロは、慌あわてて『違います、コッチ』と麻奈を指さした。

　だが麻奈はまた『フルン』とそっぽを向く。場が静まりかえった。ここまで徹底すると、何か妖よう怪かいじみている。

　最年長らしき道着姿の三十歳くらいの男が、場をフォローしようと咳せき払ばらいした。

「ま、まあ。筆頭の鍛錬への打ちこみぶりを考えればな。――そっちだって女の子なんだし、恥じることはない」

「そうですよね」

　ヒロも同意して、そっぽを向いた麻奈の方を見る。ひとまず、律の強さは実際目にすると、もっと冗談ではすまされない『強さ』なのだと分かった。

　そうこうするうちに、話題の主である律が町内十周を終えてやって来た。律はその場にいた全員に、先輩後輩関係なく礼をした。他ほかの者も礼を返す。そういう決まりらしいと気づいたヒロは、慌てて真ま似ねをした。

　短い礼が終わると、律は愉快そうに笑う。

「やあ、立たつ木きクン。結構様さまになってるね――」

　そう全部言い終わらないうちに、中庭のヒロたちが入ってきた方から、別の大きな声。

「新たに入門生？」

　そうして二十歳くらいの女性たちが、次々に顔を出した。しかし――。

「全員外国人……？」

　金髪も赤毛もいる。ヒロが驚いていると、律が説明する。

「ここには四つの道場があって、それぞれに先生がいるんだよ」

　ハイハイと赤毛の女性が、さっそく手を挙げる。

「名前はマトレスだよ。西せい塔とう館かん」

「セクアナ。東とう塔とう館かん」

「ネマウスス。東ひがし」

「アレトゥーサ。南みなみ」

　どんどん短くなりながら全員終わったところで「マッテーヨー」と幼い声が挙がる。やって来たのは金髪でそばかすの小学生ぐらいの子で、「マサビエール、東とう塔とう館かん」と名乗った。

　律りつが説明。

「こっちはチビ先生。アシスタントだよ」

「一番若くて一番弱い」

　ネマウススが陽気に言って、チビ先生の頭の上にポンと手を置く。チビ先生なる小学生外国人は怒るが、『それはそうだろう』と困った顔でヒロは思った。

「何か意外と陽気な人たちだね、真ま名な辺べさん。真名辺さ……」

　麻あさ奈なはこの状況に顔を硬く……というかほとんど能面のようにしている。瞳どう孔こうの開いた死体のような表情になって、ピクリともしない。唯一、ここへ顔を出した先生の誰だれかが視界に入りそうになると、『フルン』と目をそらす。まるで反発する磁石のようだ。

「……大丈夫？」

　ヒロにはよく分からない反応だが、まあ分からないものは気にしても仕方がない。それよりもヒロは、この町のある構造に気がつき、そちらの方が気になっていた。

「ねえ、確認したいんだけど――。結局ここって、さっきの大きな剣を取り囲むように東西南北に道場があって、それでそれぞれ東塔館、北ほく塔とう館かん――ってなってるって理解で合ってる？」

「そうだね」

　律が頷うなずく。ヒロはさらに質問。

「でもそれじゃあ、四つある道場が全部、あの大きな剣を気にしながら修行をやっているってこと？　――他ほかの道場も同じなんだ」

「うん。あの剣は、ここで汗を流す人なら、誰でもいつでもチャレンジできるんだよ。みんな、それをモチベーションに頑張ってる」

「長な川がわさんも？」

「うん。ボクはちょっとあの剣、他人に譲る気はないかな」

　その宣言に他の道場生や外国人の道場主から、「出た出た」と茶ちや化かすような声が上がる。

　本来なら傲ごう慢まんと思われかねない一言だった。何しろこの道場には、律より年上の道場生も多い。そして普段から上下関係を大事にするのが律だ。

　しかしそれでもなお、この点に関して律がハッキリと宣言しているのなら、それは相当な覚悟なのだろう。

「偉いなあ……」

「そういうんじゃないよ。立たつ木きクン」

　慌あわてて言った律は、周囲を気にしながら小声でヒロに言う。

「……前にしたボクの見る夢の話、憶おぼえてる？」

　え？、とヒロは聞き返す。

「夢って、……弟さんのこと？」

　ヒロの問いに律りつは頷うなずいた。

「その夢の中で、ボクはあの神剣をずっと見てきた。神剣はボクを救ってくれた、『あこがれの人』の元へとボクを導いてくれる剣なんだ。その試練として、『あの人』がここに残したものなんだよ。だから、ボクが抜く」

「思い入れが、あるものなんだね」

　ヒロはやはり感心して、そう言うしかなかった。この気持ちがあればこそ、これまでも修行に打ちこんでこれたのだろう。

「まあ長話も何だし」

　純粋に照れたように、律は話題を変える。

「そろそろ鍛錬、始めようか」

「うんよろしく。あ、真ま名な辺べさんも――」

　ちゃんと挨あい拶さつさせようと思ったヒロは振り返って、元いた場所に麻あさ奈ながいないことに気がついた。まあ大勢人が集まっているので、その中に紛れてしまったのだろう。

「まあいいか。――あ、ところで組み手とかやるの？」

「何言ってるんだよ、立たつ木きクン。まずは屈伸してからランニング、体が温まったら全身体操とストレッチ」

　おお、とヒロは手を打つ。考えてみれば当然だった。ヒロは慌あわてて屈伸など始める。アキレス腱けんも伸ばす。その間に律は、道場建物の方に声をかけた。

「アレ用意してくれた？」

「はい筆頭」

　放ほうって寄こされたものを律はキャッチ。地面に落とす。その時の音が「ドゴン」と妙に重々しいので、体操中だったヒロは顔を上げた。

「立木クン。まずそれに履き替えて、町内十周ね」

　そう言って律が指し示したのは、どこからどう見ても『鉄ゲタ』だった。



　ヒロたちが騒いでいる隙すきに、すでに麻奈はちゃっかりと逃亡していた。追跡者がないことにホッとして、ようやく一息つく。

「恐こわい恐い……」

　そんな風に呟つぶやく麻奈が今いるのは、道場の屋根の上である。

　まあ道場の連中にしても、そこまで麻奈が嫌がるのなら、無理には追ってこないだろう。お互いにお互いの正体が分かっているのだから、そういう行動は『無粋』だ。

　ただ道着に着替えたために取り上げられた格好になった荷物については、どうするべきか考える必要があった。

　麻奈は右手を翻す。そこに握られているのは、銀色の鉄片・エレメント・コンテナが三つ。どうにか荷物から見つからないように持ち出せたのが、それだけだった。

「技が一発、打てるかどうか。おまけにここには杖つえもない」

　瓦かわら葺ぶきの大きな屋根を歩きながら、麻あさ奈なはブツブツ言う。とにかく魔法使いというのは、準備がないと何もできない存在なのだ。

「……まあのんびりと、策を練りましょうか。鍛錬とか冗談じゃない。こんな暑い中、運動なんてやっていられるものじゃない」

　ひとまず麻奈は広い屋根を歩ききって、この町の塔のような変わった構造物の陰に入った。ここならば風だけが通り、随分と快適だ。大きく伸びをすると、座り込んでごろりと横になる。

　太陽に照らされた瓦かわらは靴の底越しに足の裏を焼かんばかりだったが、逆に日陰の瓦は朝の冷たさを保存している。なかなか気持ちがいい。

　麻奈はこの快適な場所で、まずは昼寝を決め込むとする。ヒロがへばるまで、時間切れを待つのもいいだろうと思う。

　――そもそも立たつ木きヒロという人間には、脱線が多すぎるのだ。

　そう麻奈は内心の不満を思い浮かべる。

　ヒロは効率的な人づきあいというものを、まるで考えていない。出会った順に、あらゆる出来事に首を突っこもうとする。

　それがヒロだけのことならヒロの勝手だが、麻奈まで巻きこむのは、正直勘弁してもらいたい。

　大体そのヒロにしたって、カドゥケウス伝令使の杖の持ち主であれば、肉体訓練など必要ないのだ。あれは王の執行機関として、為なされるべきを実行し、全すべての力を与える。必要とあれば、王の人格にまで介入して意志の実行を促す。そういう我わが儘ままな神器だ。

　そしてまた武器として使えば、最悪の虚数存在ｉｍａｇｉｎａｌｙｅｎｔｉｔｙ兵器。いわゆる幽体技術の結晶でもある。

　杖は触れた敵を、存在境界の向こうへ追い落とし、非存在とすることができるもの。逆に非存在であるものを存在境界のこちら側へ、引きずり出すこともできる。これは現にカドゥケウス伝令使の杖自体が、ヒロの意志によって実体化したり幽体化したりしている。

　そしてこの技術は魔法や魔術ではなく、もっと根元的・物理的な力だ。使い方次第で、世界のつくり直しすら可能ではないかと思う。

　おまけに幽体技術は、もはや大古に失われた。ゆえに対抗できる者はほとんどいない。残された遺物を再利用するのがやっと、という代物だった。

「まあ立木君は呑のん気きで優しいですからね……。無茶をしようと、思いもしないが」

　麻奈は寝ころんだまま、バカにしたように言う。折しも、屋根の下の通りからは、ヒロの悲鳴が聞こえてきていた。

『いや何で、水の入ったドラム缶をこっちに転がすの？　え、上級者は岩？　いや岩って言われても……。今度は丸太に枝がついたヤツ？　カンフー映画のアレ？　でも回すの、両方回すの？　――間通り抜けろって。や、ちょっとやめて、後ろから押さないで！　挟まってる、大事なところ、挟まってる！！！』

「ベタで説明的な悲鳴ですねえ、立たつ木き君……」

　そんなヒロの一人騒ぎっぷりも、いつものことだ。横になった麻あさ奈なはあくびが出る。

『あれ、そういえば真ま名な辺べさんどこ行ったの!?　真名辺さん！　真名辺さぁぁぁん!!』

「キニシナイ、キニシナイ。一休み一休み……」

　麻奈は清々したように言い、目を閉じた。



　一時間後、肺が焼けるような息をついて、ヒロはその場にへたり込んだ。

　律りつがその顔を覗のぞきこみ、ヒロにタオルを手渡す。ヒロはそのタオルで、汗だくの顔をぬぐった。だがその指も、疲労で力が入らない。借りている道着も、襟元が汗でグチャグチャである。

「誰だれか！　ボクの水筒、道場の冷蔵庫から取ってきて」

「はい」と返事があり、律は「よろしく」と手を振った。そして「木陰に入っといて」と、ヒロを促す。言われるままにヒロは、立つこともかなわずノロノロとはいつくばるように、道場の垣根の陰に移動した。

　律は持ってきてもらった水筒を「ありがとう」と言って受け取り、ヒロに渡す。

「全部飲んじゃっていいから、ゆっくりね」

　ヒロは感謝の頭を下げる余裕もなく、水筒に吸いつく。律に言われるまでもなくストロー式なので、一気に飲める量は限られていた。だが、ようやく人ひと心ごこ地ちついた。肩での息も徐々に収まり、何とか声が出る。

「……水筒、ありがと」

「気にしなくていいよ。それより立木クン、言っちゃ何だけど、体力的には凡庸だね」

「うん……自分でもそう思った」

「大丈夫？　えっとそれじゃあ、今日はこれまで。最後は一応決まりだから、立って」

　律に促され、ヒロは何とか立ち上がる。まだちょっと、へっぴり腰になっている。

「お疲れ様でした」

　律が丁寧に礼をするのに合わせ、ヒロも「お疲れ……さまでした」と何とか返した。律は満足げに頷うなずいて、ヒロの肩を叩たたいた。

「まあ頑張ったよ。それじゃあボク、師匠呼んでくるから、その間に整理体操とかストレッチ、やっておいてね。疲れてると思うけど、体冷やさないようにしてね」

　ヒロは頷き、身体が動かないながらも、何とか少しずつ、屈伸などもやる。

　ようやくちょっと余裕も出てきて、時計などを見る。現在午後三時。だが律はこれより激しい修行を、夜の九時まで続けるのだ。

　――超人養成所だ……。

　改めてヒロは、己の浅はかさに肩を落とした。そしてついでに周囲を見回す。

　――真名辺さん、途中から姿が見えなくなったけど。

　やはり見つからない。もっともその麻あさ奈なが正しかったと、今になって思う。ヒロはため息をついた。

「だいぶ堪こたえたようだな」

　顔を上げると、師匠・フヴェルが弟子の律りつとやって来るところだった。フヴェルの声は別に揶や揄ゆするような風ではない。それよりも単にヒロの現代っ子ぶりに、落胆しているようだった。

「まあ律ほどになれとは言わないが、今日ぐらいの運動は、こなせるようになっておいた方がいいぞ、荏えの原はらの新王」

「……できることから、コツコツと行きます」

　答えてヒロは大きく深呼吸した。確かに今の体力では、普通人としても辛つらいとヒロも思った。フヴェルも「まあいい心がけだ」と頷うなずいた。そして言う。

「さて、立たつ木きヒロ。今日鍛錬に参加したことで、お前は神剣に挑戦する権利を得た。一つ挑戦してみないか？」

　言われてビックリし、ヒロは今いる木陰からも見える神剣の方を見る。

「いや、あんな大きい金属の塊かたまりは、俺おれの力なんかじゃとても……」

「神剣に試されるのは、力の問題ではないと言ったはずだ。――少しでもいい。剣がわずかにでも動けば、あの剣はお前のものとしていいぞ？」

「いやでも……」

　フヴェルは引くつもりはないらしい。初めてヒロは「困った人だな」と、フヴェルのことを思ってしまう。これはヒロの意志や、体力の問題ではない。

「――俺は、ただの一日体験以下で。いきなりそんな大挑戦っていうのは、他ほかの人に筋が通らないですし」

「そんなことに構う者は、ここにはいない。誰だれにでも等しく、チャンスというものは与えられるものだ。大体、新たに王となった者が、挑戦に尻しり込ごみをしてどうする？」

「言っていることは分かりますけど――」

「どうした、一分とかからんことだぞ？」

　ヒロは気がついた。フヴェルは確かに、どこか意地悪い。自覚してやっているのだ。

　あからさまではないし、それを悟られるほどでもない。だが何か、ヒロのことが気に障っているらしい。初対面の人間にここまで悪印象を持たれている感じというのは、ヒロとしては初めてだった。

　――だったら長な川がわさん関係だろうなあ。

　ヒロとしては、そう判断するしかなかった。

　実際、律には度々迷惑をかけているのだ。ヒロのことは随分な人でなしとフヴェルが感じていても、文句は言えない。その律を振り向いて、ヒロは訊きいてみる。

「どうしよう長川さん。俺、挑戦してみていいのかな？」

「全然構わないよ。そういう決まりなんだ。ここの道場生なら、みんなこまめに力試しして修行の糧にしてるし。――まあ誰だれも、ボクだってピクリとも動かないんだけど」

　最後にちらりと本音が見える。

　それはまあ、当然だとヒロは思う。だからこそフヴェルの言葉を拒否したい。実際、毎日修行している律りつからすれば、ヒロ程度に神剣を抜かれてはたまらないだろう。

　まあ抜けるわけもないから、何の問題もないのだが。

　――ポーズだけでもやった方が、場も収まるか。

　そう判断して、ヒロは頷うなずいた。

「そういうことなら、一つ挑戦してみます」

　ヒロが言うと、フヴェルは大きく頷き、大声で言った。

「立たつ木きヒロが、これから神剣に挑戦する！」

　その声に、周囲にいた他ほかの道場生から、ちょっとした歓声が上がる。

　さらし者のような気もするが、まあここでグダグダして場を白けさせるべきではない。そうヒロも覚悟を決めた。やってみるしかないだろう。

「律、他の道場主を集めてきてくれ。見届けさせたい」

「チビ先生もですか？　――見つかるかな」

「頼む」

　律は黙って頷き、その場を後にする。律が行ってしまうと、ヒロは神剣に向かって歩きながら、フヴェルに言った。

「悪いですけど、長な川がわさんに抜けないものは、俺おれにだって抜けませんよ？　長川さんが剣を受け継ぐんじゃ、駄目なんですか？」

「律は資質はある。お前がそうであるように、あの子も一種の天才だ。そして準備も整っている」

　フヴェルは言った。買いかぶりという感じではない。確かに、律の能力は今日一日で、いやというほど思い知った。

「じゃあ――」

「だが無理だろうな」

「やっぱり普通の学生程度じゃ、認定の基準にはなりませんか？」

「そうではない。――例えば『勇者』というのは、お前が考えるような、超人をつくろうという企たくらみではない。それに、この歳としで立てぬ者であれば、世界に名を刻むことなど端はなから不可能。律の実力は、すでに十分足りているのだがな」

「じゃあまだ、精神とか――鍛錬不足なんですか？」

「精神論に何の意味がある。全くの逆だ。律には、実際に力を振るう場がない。だから律は、一番大事なことを忘れてしまっている」

「一番大切なこと？」

「そうだ」

　フヴェルの言うことはよく意味が分からなかった。そしてそれを問いただす前に、律が道場主たちを引き連れて戻ってきた。ヒロは結局言い出せないまま、神剣の前まで来てしまう。

「それでは、始めてもらう。みんな静かに」

　フヴェルがそう宣言した時点で、ヒロはすでに百人ほどに取り囲まれていた。みんなジッと、真剣な表情。成り行きに集中している。

　ヒロは適当にやるつもりだったが、その気も変わってきた。彼らにとっては大事なことなのだから、手抜きや演技が許される空気ではない。出せる限りの力を出そうと、この時点で決めた。

「じゃあ、始めます」

　ヒロは岩に刺さった神剣の柄つかに、まず片手をかけた。この時点で、剣はぐらりとも揺れない。しっかりと切っ先が下の地面――露出した岩に食い込んだままだ。

　今度は両手を剣に添える。そして、力を込めた。

　やはり動かない。だがその途端――

　――あれ、これは……。

　ちらりと、浮かび上がるようにある考えが頭をよぎる。そのよぎった考えが何であるかヒロは追及しようとして、思い切り集中する。

　その時、律は「え？」という小さな声を上げたのだが、ヒロは気がつかなかった。ヒロが握った左手に、一瞬だけカドゥケウス伝令使の杖が実体化しかけた。律りつはそれを幻のように見た。

　だが、集中の末にある答えを得たヒロは、大きく息を吐いて力を抜いた。

　そして剣から離れる。

「……無理ですね。俺おれには抜けそうにありません」

　ヒロがそう降参を申し出る。固かた唾ずを飲んで見守っていた人々は、一斉に声を上げた。

「ああ」とか「無理もない」とか「まあ、よく頑張った」とか。労ねぎらいの中にもホッとしたような言葉が混じる。

　挑戦させておいてこれだからと、ヒロは苦笑する。しかし本当に剣は、ピクリとも動かなかったのだ。結果は結果だ。

　フヴェルもまた、安あん堵どしたような表情を浮かべている。しかしその弟子である律は、素早くヒロの方へやって来ると、小声で訊きいた。

「立たつ木きクン、本当に全力出した？　最初から諦あきらめてこの剣に触れてない？」

　ヒロは驚いて律を見た。他人からどう見えていたかは分からないが、手を抜いたということは全くない。どうして律がそんな風に感じたのか、ヒロには分からなかった。

「全力だったけど」

「でも手を離す前に、諦めてた」

　なるほどと、そういうことならあったかもしれないと、ヒロは自分の思考を分析する。

「……何て言ったらいいか。確かにまだ抜いてる最中に、抜けないのが分かったっていうのはあるかな？」

「分かった？　それは理解したっていうこと？」

　ヒロはまたちょっと考えてから、ウンと頷うなずいた。

「この神剣にはすごい力があって、だからこの剣が振るわれるのはすごく不自然なことなんだよ。そういうものなんだ」

「不自然？」

　律りつの問いにヒロは「そう」と答える。

「だから抜けないように、状況を復元する力っていうのかな……？　圧力がかかってるんだ。真空ができて吸盤が引っつく感じっていうか。――真ま名な辺べさんならもっと上う手まく説明できると思うんだけど、『足りないこと』で発動する一種の魔法がかかってる」

「魔法、ね」

　律は納得のいかない表情。ごまかしとして魔法という言葉が使われると思っている顔だ。だがヒロが言いたいのは、もっと普遍的な話だった。どう言えば自分の考えが伝わるか、必死に言葉を探す。

「……違うんだよ、長な川がわさん。あの剣は、世界にとって抜けてはいけないものだから、あそこに固定されて、刺さったままになってるんだ。あの剣の重さは『世界』の重さで、だからものすごく安定してしまってる」

「……そうなんだ」

　律は少し表情を変える。だがこちらにやってきた師匠・フヴェルは「違うな」と、ヒロに対してはっきりと反論する。

「ありとあらゆる武器・攻撃方法は、相手を害するためのものだ。それは確かに不自然な存在。全くなければ、世界は自然で平穏かもしれない。――しかし世の中は、そうはできていない。外を見るか内を見るか。根底にあるのは、その違いだ」

　言いながらも、フヴェルはヒロの隣に来ると「すまなかったな」と謝った。

「私の私心で、試すようなことをしてしまった」

「いえ、そんな。謝られるようなことじゃ。それよりも、根底にある違いって、どういうことなんですか？」

「ああ。お前は『内』を足下に置き、『外』を見ている人間だ。だが力というものは、その一方向ではない。『外』にではなく『内』に振るわれる場合があるということだ。組織の構成、規律の構築、平和の維持。これらの力がなければ、世は乱れるばかりだ。きれい事だけで、何もかもは収まらない」

「理屈では分かりますけど」

「理屈ではない。それを現実と思えないのは、お前がまだ若く、世界を知らないからだ」

　フヴェルは堂々と言う。その言葉は決して軽々しくはなかった。

「不自然な力は、存在するべくして、この世に存在しているのだ。そのために振るわなければならない力が神剣である。正義である。――そう、知っておいてもらいたい。お前には律を預けているのだから」

　だがヒロは納得できない表情のまま、「そうですか」と答えた。

　歳としが若いからとか、頭が悪いからとか、そう頭ごなしに言われてしまったら、返す言葉がない。だが大人おとなというのは、こういう言い方をするものだ。

　――真ま名な辺べさんなら俺おれが間違ってても、判断保留にしといてくれるんだけど。

　この場にいない魔法使いのことを思って、ヒロは気の重いため息をついた。

　と、気の抜けた拍手が上がる。

　パチ・パチ・パチ・パチ。

「大した正義も、あったものですなあ」

　その侮ぶ蔑べつの言葉に、ヒロとフヴェル、そして律りつは声の主を振り返る。

　抜けない大剣の柄つかの上には、いつの間にか派手な道化師の格好をした奇妙な男がいた。大した足場もないそこに、大おお鎌がまを持ってしゃがみ込んでいた男は、立ち上がると優雅に一礼する。

「盗人ぬすつとが、盗んだものを自慢し、見事な説教までしてみせるのだから。大した時代、大した世の中でございますね？」



    

  
    
      



    

  
    
      
第四章





「何者だ……」

　男が結界消滅を利用した無断侵入者であることは、明らかだった。すでに敵と決めつけたのか、フヴェルは殺気のこもった声で問う。これまでのヒロたちに対する落ちついた口調とは、大違いだった。

　対して道化師は、剣の上でピタリと姿勢を維持したまま、冷笑の浮かんだ口で言う。

「天球儀会ソシエタス・スフアエラからの使者でございますよ。使者と言っても、旅立ったのは一年前。もう長い間この辺りをうろついていたのですが、本日やっと……」

「何者だ！」

　フヴェルはもう一度、今度は割れるような大音声で怒鳴った。男は一段と深く、剣の上で頭を下げる。

「申し遅れました。この哀れな宮廷道化師の名はトリンキュロー。天球儀会ソシエタス・スフアエラ幹部にして、最も腰曲がりたる天王星カイルスの僕しもべ。主あるじの命により、こちらの剣を捜し、引き取りに参ったのでございます」

「引き取る？　我々はお前たちに盗まれていたものを、取り返したのだ。命がけでな。次に言い間違えれば死ぬことになるぞ、道化師」

　フヴェルはすごみのある声で言い放った。対して道化師トリンキュローは、「恐こわい！」と叫ぶと剣の上でジタバタする。

「一体何なんです？　盗むの何の、っていうのは――？」

　ヒロは訊きく。

　だがフヴェルの方は答えなかった。そして道化師の方は黙らなかった。

「ほう、盗人ぬすつとが誰だれかですと？　自おのずと答えが出ていましょう――ねえ？　荏えの原はらの新王。なぜコヤツらがコソコソと隠れ里までつくり、この神剣を隠したのか！」

「惑わすな。この町の結界は貴様らを対象にした処置だ！」

「さてさてどうですかな。もっともすでに見つかった剣。あとは力の奪い合い。どちらでも同じですかな？」

　ヒロは両者を見比べながら、冷静に判断するよう自分に言い聞かせる。それぞれの主張が混乱してきている。

　しかしまず一つ。目の前の道化師は今、はっきりとごまかしを述べた。

　そしてフヴェルが問う。

「……見つけたからどうだ？　貴様ごときに抜ける剣ではないぞ」

「それはどうですかな？　国際連合の皆さま。いやいや……先ほどから話すはよく見れば、『地獄の釜かま』・地ち龍りゆうフヴェルゲルミル様ではございませんか。そのようなお姿で、まるで気がつきませんでした」

　――国際連合？　それに地龍って……。

　ヒロは疑問の視線を向けるが、フヴェルは無言のまま。道化師だけが、調子よく続ける。

「天球儀会ソシエタス・スフアエラの天敵。我らの最難関学問メギストン・マテーマを邪魔する、偉大なる『バカの壁の守護者』!!　――盗賊ミーミル殿は、お変わりありませんか？」

「決まりだ。死んでおけ」

　次の瞬間、それまで真まっ直すぐ立っていたフヴェルの体は滑るように走り、神剣の下にあった。だが繰り出された手のひらと、その先に伸びた長く鋭い爪つめを道化師は避よけた。大おお鎌がまごと後方に回転すると、飛び跳ねて逃げる。

「恐るべき暴力！」

　逃げきったことを誇るように、道化師トリンキュローは言った。だがまたしても、今度は全く別の方角から、空気が鳴る。これはさすがに、避ける間もない。道化師は素早く大鎌を払い、飛んできたものを払い落とした。落とされたのは十字手裏剣。

「風かざ祭まつり君！」

　そう叫ぶヒロに、姿を現した転校生・風祭出海いずみは、参ったなあと笑みを浮かべた。だが次の瞬間、逃げだしたトリンキュローの追跡に移る。

　広場をつっきった道化師は、道場の窓を足がかりにし、どんどんと跳躍で壁を上っていく。その後を、出海とフヴェルの二人が追う。

「悪いな。協力に感謝する」

　こんな場合でも礼儀正しいフヴェルに、出海は「いえいえ」と苦笑いで答えた。

「こちらの落ち度のようなものですから」

「――无耶志国ムサシノクニの人間か。だったら礼は言わん」

「やっぱりそうなります？」

「……全く、余計なことをしてくれた。我々の十二年が台無しだ」

「こちらもまさか領地内に、『国Ｕ連Ｎ軍Ｆの隠れ里』があるとは思いませんしね」

　嫌みったらしさには一部の遠慮もせず、出海は言い返した。そのやりとりの間も、追跡は続いている。追われる一人と追う二人は、あっという間に屋根の上を走り抜けた。

「……あの道化師は、もう仲間に報告を送ったと思いますか？」

　出海は問う。

「可能性は半々」

　そうフヴェルは答える。出海も頷うなずいて返した。

「では、あの男を『消して』みる価値は、あると思いますよ。目の前の状況に、こちらの都合を期待しても仕方がない。起きたことは、起きたこと、だ。あなたが犠牲にしたものを考えれば、そろそろ全力を出してもいいのでは？　地龍フヴェルゲルミル」

　だがそこまで言われても、まだフヴェルには決断できなかった。一瞬の間があり、きつく目を瞑つぶる。

「……お前の言う通りではあるが。恨むぞ人間」

　次の瞬間、フヴェルの両腕が破裂した。背が膨らんで衣服を破き、体が伸びながら羽が膨らむ。顔も頭も膨張して、人ではないものに変化すると、バックリと首の付け根近くまで口が割れる。その咥こう内ないで、炎の光が膨らんだ。

　次の瞬間、光は吐き出され、屋根の上を飛び跳ねて逃げる道化師へと伸び、標的を貫く。トリンキュローの体は光の柱に貫かれ、風船のようにブヨブヨに膨張して割れた。水が噴き出し、あっという間に蒸発する。

「これは――人間じゃない、囮おとりか！」

　叫んだ竜ドラゴンの声に、バリバリと怒りの音が混じった。出海いずみは立ち止まると、油断なく周囲を見回す。

「こちらです！　変な格好の道化は、裏側の路地に！」

　呼びかけに、出海とフヴェルは同時に振り向く。声を上げたのは屋根の上で居眠りを決め込んでいた、真ま名な辺べ麻あさ奈なだった。その握られた右手の指の間に、銀色のエレメント・コンテナが三つ挟まれている。

「Flexibility is 『strength』［越え難き壁］！」

　唱えると同時に、麻奈は右みぎ拳こぶしを突きだした。地上の狭い道を逃げる道化師の進路上に、光の壁が六枚現れ、ドスドスと音を立てて地に突き刺さる。走る道化師はそれに頭から突っこむが、光の壁は餅もちのように伸びて、勢いを全すべて吸収する。

　道化師は自分の作った壁の穴から這ほう々ほうの体ていではい出した。そして「ひ～」とおどけた悲鳴を上げて、道を引き返し、別の小道に入る。

「東側に逃げました！」

　麻奈は熱くて持てなくなったエレメント・コンテナを手の中で転がしながら、フヴェルに言う。

　すでに空へ舞い上がろうとしていたフヴェルは、麻奈の指示に従い先回りする。後に続く出海の方は、屋根から飛び降りて地を走り、後ろから追い上げる。完全に挟み込んだ。

「今度こそ逃げられない！」

　出海は狭い道を逃げる道化師の背へ、手持ちの手裏剣四つ全てを一斉に投げた。跳ねるように逃げるトリンキュローの体に、次々に当たって刺さる。だが刺さった場所から噴き出したのは噴水のような水、そして道化師の体はポンと破裂する。

「これも囮！」

　微笑ほほえむ出海は、いよいよ大きく笑った。苛いら立だった時のクセだった。

　フヴェルは再度怒りの声を上げ、高度を上げようとする。だがその姿に麻奈は「待って下さい」と竜ドラゴンを止めた。

「次を見つけて仕留めても、多分また水風船です。この追跡には意味がない」

　それでようやく出海もフヴェルも、今の状況を理解した。

　――もしトリンキュローなる存在がいたとして、それが神剣を見つけたとする。だが彼は、自ら名乗り出て、脱出を困難にする理由はない。

「本人はとっくに逃げた後でしょうね。この猿芝居の本当の目的は、時間稼ぎだ」

　麻あさ奈なの語ることに、二人とも反論はなかった。

　だがこの術策に嵌はまってフヴェルが失ったものは、時間だけではない。それはあまりに大きかった。



　屋根の上に現れた、全身を鱗うろこに覆おおわれた巨大な獣。

　それを目にしてから律りつの思考は、全くの停止状態に陥っていた。

　――何なんだ。

　そう思う。驚きのあまり、全く呆ぼう然ぜんとしてしまう。考えがまとまらない。

「そんな――」

　師匠――と呼んでいたものに、鱗と爪つめと牙きばが生えた。そして羽根で羽ばたき、口から火を噴く。そういう怪物が正体だったということか？　いや、師匠の体を怪物が乗っ取ったように見えた。

「……だってあれは」

　律にとって、ただの怪物ではない。

　あれこそが律の憎んできた『美しい怪物』だった。人々を、弟を、なぶるように殺した、最悪の生き物だ。

　律はその場に背を向け、道場建物の方へと走った。戦わなければならない。そして幸いにも武器はある。『あの人』の残してくれた西洋剣が、道場に保管されている。

　今ここにはいない『あの人』に代わり、今度は律が怪物を倒すのだ。まざまざと思い出せる『あの人』の目。その視線は、律にそうしろと告げているように思えた。

　走る律の背後からは、道化師の姿なき声が、道場街全すべてに届くような大声で響き渡る。

『楽しみなことですな。《大陥落》以降初めて、実に十二年ぶりに『天球儀会ソシエタス・スフアエラ』が武力行使を開始するのですから』

　姿を見せない喋しやべり主の声に、師匠だった怪物が、怪物の声で怒鳴り返している。

「何が来ようと無駄だ！　お前ごときの手に、神剣が渡ることはない!!」

　――何をまともぶったことを言っているのか。人々を欺あざむこうというのか？

　その憤りは、剣を取りに走る律に頭痛を起こさせる。何かおかしい。認めたくない結論が、すぐ目の前に横たわっている。どうしようもない、悪夢のような現実の足音。

　そんな律の感じ方をさらにあざ笑うように、姿なき道化師の声が再び響く。

『無駄ではございませんとも。何せもうじきここへ、真の神剣の主あるじ様が、自ら出向いてこられるのですから――』

　道化師はコロコロと、口の中でものを転がすような声でいつまでも笑い続けた。



　次の瞬間、海が割れた。

　次々と立ち上った潮柱の間から、巨大な影が姿を現す。昼というのに、平らな海の上というのに、それは間違いなく『影』だった。

　影は空気と水を震わす大声で、喉のどの底から吼ほえた。その声に導かれるように、また数個の影が海面を割って現れる。吼える。

　まるで連鎖するように次々と仲間を呼び、巨大な影の数は増えていった。その数は全部で五十体。

　それぞれの影は、頭だけを海面に出している。だがそれだけで、すでに十分な巨大さを誇っていた。高さは１００ｍメートルを超えているが、これまで『海坊主』として認識されていた部分は、この頭についてのみである。

　海面に見え隠れする肩幅は、３００ｍメートル強。最終的にこれが人型をしているのならば、身長は７００ｍメートル近いだろう。

　幽体の巨人たち。

　それは名を『アルゴス』と呼ばれる、巨人ギガスの王国を構成するものたちだった。

　その海から突きだした頭部には、目ま蓋ぶたを持つ目が大きく二つある。顔の半分を覆おおうほどの歪いびつな大きさの目は、頭の全体を自由に移動しながら、キョロキョロと動く。五十体全すべてが、それぞれに周囲を見回す。

　やがてそれが一斉に止まった。全ての巨人の全ての目が、一斉に同じ方角を見る。

　その視線が向いた先、遠く捉とらえているものこそ、彼らが目指すもの。奪われ、十二年間捜し続けたものである。その名はアルゴス王・アドラストスの宝物『神剣アレイオン』。

　やがて巨人たちは、一斉に歩き出した。

　初めの巨大な一歩を、全員が同じ方向へ同時に踏み出した。



　巨大な獣――つい先ほどまでフヴェルゲルミルという名の人間だったものが、こちらに近づいてくる。

　それに対するヒロの周囲の反応は、概おおむね二つに分かれた。つまり驚いて逃げた者と、肩を落として近づく怪物を迎えた者である。この道場街には、最初からフヴェルゲルミルの正体を知っていた者たちもいたのだ。

　――それにしたって、この姿って。

　それは十二年前の事件で、ヒロも見たことがある怪物の姿だった。あの時の空で戦っていた二種類の怪物のうち、その一方の姿だ。おそらく麻あさ奈なが竜ドラゴンと呼んでいるものだろう。

　逆に先ほどの道化師トリンキュローと名乗った人物の所属する組織が、天球儀会ソシエタス・スフアエラ。それに属する怪物が異キ形マ生イ物ラということだろう。こちらはいろいろな生物が混じった、腕が六本の漆黒の怪物だったはずだ。

　この二つが対立構造として存在するのだと、ヒロにも何となく分かってきた。

　巨大な獣は逃げずに残っていた人々の前で立ち止まった。

「諸君、来るべき時が来てしまった。敵は海から来る。迎撃の準備を！」

　フヴェルだった怪物は、やや聞き取りにくいが、はっきりとした人語を喋しやべった。それは本来使っている声とはやはり違うのか、押し殺したように低く、あまり抑揚がない。無理に人間に合わせると、こういう声になるのだろう。しかしその憤りは、目を見ればはっきりと周囲にも伝わった。

「マトレス！」

　竜ドラゴンの呼びかけに、赤毛の外国人師範が「ホイホイ」と言って出てくる。

「どうしよう、隊長リーダー」

「お前に先発してもらう。準備を。目標の正確な位置は、出撃するころには判明するはずだ。対潜爆雷を持たせるが、爆撃後は偵察と追跡を頼む」

「爆雷いらなくない？　東京湾浅いよ？」

「お前の速度なら相模さがみ湾わんにいるうちに接触できる」

「なるほどね。分かってるじゃん」

　上機嫌でマトレスは答えた。二人の会話を理解不能なまま聞いているヒロの脇わき腹ばらを、誰だれかがつつく。振り向くとそこに真ま名な辺べ麻あさ奈ながいた。そのさらに後ろには、先ほど妙な活躍を見せた出海いずみ。

　麻奈はヒロに言った。

「あの人も竜ドラゴンなんですよ」

「……どこ行ってたのさ、真名辺さん。ってまあ今はそれどころじゃないや。……でもそういうこと……？　あ、なら――」

　芋ヅル式の連想で、ようやくヒロは気がついた。

「ここの道場主の外国人の女の人、みんな？」

　妙に浮いた人たちだと思っていたら、そういうことだったのだ。麻奈は頷うなずいた。

「ええ。竜ドラゴンというのは水の相。人の姿を取れば女性ですよ。他ほかにも道場生の中に、国Ｕ連Ｎ軍Ｆのスタッフとかいろいろ。現こ地こで雇ったのか余よ所そから連れてきたのかは知りませんが。――まあだから、逃げようと言いました。竜ドラゴンが相手では、魔法使いだって出し抜かれる」

「でもひとまず、危険はないんでしょう？　恐こわい感じはしないけど」

「まあそうですね。万物の霊長にして生命の守護者。偏狭な正義感で人の可能性を封じることもありますが、罪もない人間を殺すようなマネはしません」

　麻奈が語る間にも、フヴェルゲルミルは次々と指示を出していた。だがそこに、割って入った者がいる。

「待て、怪物！」

　叫んだのは律りつだった。声を振り向いたヒロが驚いたことに、律はその手に抜き身の剣を持っている。先日の事件の時にも律が持っていた、本物の西洋剣だ。

　だが律がそれを構えた先は、竜ドラゴンのフヴェルゲルミル。普通に電車一両ほどの大きさ、いやそれ以上ある竜ドラゴンだ。相対するには、あまりに無謀な武器だった。なのに律の目の憎悪は本心からのもので、一切退ひく気はないようだった。ヒロは慌あわてて律りつに走り寄る。

「落ち着いて長な川がわさん、これはフヴェルさんだよ！」

　だがそのヒロの呼びかけに振り向いた律の目は、憎しみで岩のように固まったままだった。

「師匠が、怪物に体を乗っ取られたんだ」

「いや、そういうことじゃないんだよ。フヴェルさんは最初から竜ドラゴンで、人間の姿は仮の姿で――」

　ヒロは自分の目で見て感じた事実を、話しているつもりだった。だが律の放つ殺気が、ゾロリとヒロの方を向く。

「そんなわけがない」

　律の答える声は奇妙な抑揚があって震えていた。それを聞いたヒロは、全身が総毛立つ。いま律はヒロを殺そうとしている。

　律はまるで、別人のような口調で言った。

「……私は今まで、師匠の元で力を磨いてきた。師匠に言われたから、入学早々お前に接触し、王国の一員ともなった。それは全すべてあの怪物の企たくらみか？」

　それはヒロ自身も初めて聞く事実だった。律とヒロの出会いをお膳ぜん立だてした者がいて、それは竜ドラゴンのフヴェルゲルミルということになる。

　驚いて答えられないヒロに、律は細身の剣の切っ先を向けた。

「あれは大勢の無抵抗な人々を虐殺した化け物、私の弟を殺した化け物だ。あの化け物から人々を守るために、私は力が必要だった。なのに、なぜ師匠の正体が化け物なんだ!?」

「落ち着いて、長川さん。事情はよく分からないけど、こっちは味方側だ」

　おそらく律は、異キ形マ生イ物ラと竜ドラゴンを混同しているのだ。そうヒロは思い、必死に説得する。だが律の目はその言葉を一瞬で拒否した。誤解ではなく、律は竜ドラゴンを憎み、それ故に殺そうとしているのだ。

「……口裏でもあわせたか!?　お前も、化け物の仲間か!!」

　叫びと共に、律は剣の突きをヒロに向けて放った。

　――避よけられない。

　そうヒロが思った瞬間、カドゥケウス伝令使の杖が実体化しようとする。だがそれを、ヒロは意志の力でねじ伏せた。実体化したカドゥケウス伝令使の杖はおそらく、勝手に必要以上の反撃を始めてしまう。だが律相手に攻撃を加えれば、取り返しのつかないことになる。

　ジレンマに悩み棒立ちのヒロに、律の剣が突き立つ。まさにその瞬間、ギリギリで間に合った出海いずみが、握ったくないで律の剣を弾はじき、軌道をそらす。

「！」

　目を見開く律に、出海は最低限の言葉で言った。

「――敵はこっちじゃない」

　その言葉が律の頭に浸透するまで、一秒ほどの間ができる。そして律はふらりと背後のフヴェルゲルミルを振り向いた。剣を手に、音もなく走り出す。

「何でけしかけるんだ！」

　ヒロは初めて出海いずみに怒鳴ると、その肩を押しのけ、律りつの後を追う。

　命を救ってもらったのは、分かっていた。ヒロはこの自分でどうにもできない状況への苛いら立だちを、出海にぶつけただけだ。そして律はフヴェルゲルミルに斬きりかかっていった。周囲には大勢の人間と、人間の姿をした竜ドラゴンたちがいるのに、誰だれも律の瞬発力についていってない。

「滅びろ、人を害すもの！」

　一気に懐ふところに入ろうと、律は跳躍する。しかしその師であるフヴェルゲルミルは、さすがに素早く反応した。その巨大な腕を振るい、接近する律をはたく。はねのけられた律は地面に落ちて転がるが、一回転して止まる。剣は構えたままで体勢は崩さない。

　一方のフヴェルゲルミルは、手の甲に一本走った傷を見る。そこから流れる虹色の血を長い舌で舐なめ、竜ドラゴンの割れた声で律に言う。

「……後にしろ」

「後などない！　召集アセンブル――」

「これから戦争が始まる！　邪魔だと言っているのだ!!」

　怒りの声と共に、竜ドラゴンはその翼を大きく上に立てた。そして真まっ直すぐ下方へ振り下ろす。地を打った翼の隙すき間まから放たれた輝く風が、再度斬り込もうとした律だけを直撃した。

　律の身体は道場街の広場の端まで吹き飛ばされる。そして建物の壁に背を打ちつけて、ようやく止まった。さすがに剣を取り落とした律は、しばらく起きあがらなかった。



　无耶志国ムサシノクニの本拠地、通称『府ふ中ちゆう屋や敷しき』と呼ばれる場所に、次々と異常事態の報告が送られてきていた。

　それを部下が説明するのを、長老・大だい道どう寺じは広い机の向こうで腕を組んで聞いている。

「つまり先日、荏えの原はらの新国ができた場所の近くに、国Ｕ連Ｎ軍Ｆの隠れ里があったということです」

　説明する者は、地図に大きく丸をつける。

「そして相模さがみ湾わんの海坊主と言われていた天球儀会ソシエタス・スフアエラの巨人が出現した場所が、真まな鶴づる岬みさき10kmキロの地点！」

　新たに地図へ丸。できた二つの丸を、線で繋つなぐ。

「巨人が真っ直ぐ一直線で目的地へ向かうなら、茅ちヶが崎さき辺りでの上陸になります。しかしこのルートは障害物も多い。現在の進行方向から考えると、まず三浦半島を越えて東京湾に入り、川崎辺りで再上陸するのではないかと考えられます」

　大道寺もその予想に反論はない。腕を組んだままいつもの静かさで口を開く。

「……かつての火種の再発火、か。まさに十二年ぶりの天球儀会ソシエタス・スフアエラの侵攻だな」

「よく分からんが、戦うよな!?」

　テンガロンハットの風かざ祭まつり堅海かつみが、笑いながら刀に手をかける。それを面白くも何ともないという顔をして、大だい道どう寺じは別の部下に目をそらす。

「敵の大きさと数は？」

「一体が約７００ｍメートル。全部で五十体です」

　堅海の顔は固まる。そして長老・大道寺は素早く判断を下した。

「打つ手はない。我々の行動は、市民の避難に絞り込む。今回、情報の規制は必要ない」

　長老・大道寺の下した決断に、室内にいた十人ほどの顔は硬直する。大道寺は必要なことだけを、重ねて言った。

「予想される全すべての侵攻ルート上の市民を、全て退避させろ」

「本当に、いいのですか？」

　大道寺は頷うなずいた。そして全員が黙り込む。だが事情は誰だれもが分かっていた。

　現在の无耶志国ムサシノクニは関東平野の一小国にすぎない。できることには元から、限界があった。その限界をどういう方向性に振り向けるか。それだけが問題だった。

　――大道寺は、市民の避難に全てを振り向けることに決めたのだ。

「……我々が得た全ての情報は公開する。これは十二年前の《大陥落》の教訓だ。あの時市民は、なぜ、どこに逃げるのか、全く知らされずに逃げまどった。しかし東京という都市は、そういうことのできる土地ではなかった」

「分かりました、すぐに手配します」

　担当の一人は急いで部屋を出ていく。その姿を全員見送るが、テンガロンハットの風祭堅海だけは、冗談じゃないという態度で言った。

「だからってまた領地内を素通しさせるのかよ……」

　その言葉を長老・大道寺は無言で耐え、無視した。だが堅海が「二度目だぞ」と最後に言った一言で、ついにかんしゃくを爆発させた。地図が載っていた机を思い切りひっくり返し、大音声で怒鳴る。

「何度だろうと、関係などあるか！　奴やつらが要求しているのは、神剣なのだろう！　それが儂わしの自由になるなら、今すぐ取ってきて、熨の斗しをつけて奴らにくれてやる!!　だがそれすらできんのだ!!」

　言うだけ言った七十八歳の老人が、肩で息をする。周りの者たちは大道寺を慰なぐさめ、また堅海を部屋から追い出した。

「ひとまず落ち着いて下さい、長老。お気持ちは察しております。皆同じ思いです……」

　大道寺は天を仰いで顔に手を当てた。

　不運を嘆いているのではない。全ては「待った」の利かない真剣勝負なのだ。ただあまりにも己はみっともない。昨日は子供を殺す算段をしたかと思えば、今日はそれが原因で、大勢力の始めた勝手な争いに右往左往だ。

「儂のことはいい。とにかく全員を使って、市民の避難を……」

　もはやそこにしか、大道寺の意地は残っていない。それが分かっている他ほかの者たちは、頷うなずいた。

「すぐに始めます」

　大だい道どう寺じは支えられながら何度も頷き、どうにか座布団に座った。と、屋敷の外から何やら騒がしい音がする。ヘリの爆音だった。

「長老、京都からの使者が――」

　この時点で大道寺は、助けの手が差し伸べられたと考えることもできた。だがもはや、悪い予感しかしていない。そして事実、使者が運んできたのは、あまり喜ばしくない要請だった。



　フヴェルゲルミル以外に四匹の竜が揃そろった。その周りでは人間が立ち働く。

　ヒロは周囲を振り返る。整備服姿でミサイルらしきものをいじっている者がいるかと思えば、道着姿のままで荷台を押している者もいた。

　本当にここが隠された軍事拠点であったことを、ヒロは改めて実感した。

　最終的な決定では、ここに残る竜ドラゴンは一匹だけとなった。チビ先生と呼ばれていたマサビエールである。もしもの時に備えるらしい。

　そして隣、少し離れたベンチを見る。

　そこにはようやく意識を取り戻した律りつが、座り込んだまま頭をかき回している。

　勝てないことが分かったからか。律も改めてフヴェルゲルミルに突っかかっていくようなことはない。しかしその様子には狂乱が入り交じったままだった。ヒロも今は、かける言葉がない。

　ひとまずヒロは、一いつ旦たんその場を離れることにした。そして仲間の出発準備を待つ竜ドラゴン、フヴェルゲルミルの元へ行く。

「……ちょっと確認していいですか？」

「何だ」

　フヴェルゲルミルは割れるような声とともに長い首を曲げ、ヒロの方を振り向いた。

　ヒロは答える。

「神剣アレイオンの所有者についてです。正確に知っておきたいんです」

「時間はあまりない。急いでくれるならな……」

　フヴェルゲルミルが頷いたので、ヒロは整理しながら話す。

「じゃあ、まず。神剣アレイオンはそもそも誰だれのものだったんですか？」

「あれは古代にアルゴス王国の神器として、製造されたものだ。千数百年を生きる我々の寿命よりも、はるかに古い。そしてアルゴス王国は滅び、その後は宝物として世界中の所有者の手を転々とした。さらに二百年ほど前、これが天球儀会ソシエタス・スフアエラに盗まれた」

「お金を払っていない？」

　ヒロの問いに竜ドラゴンはしばし考え、「ああ」と頷いた。

「払っていないだろうな。ただ天球儀会ソシエタス・スフアエラに金がなかったわけではない。そういう問題ではなく――神剣アレイオンは強力な兵器になる。だから売買を禁じる、世界的な法ができた。だから結局は盗まれた」

「それを竜ドラゴンが奪い返した、ですか。じゃあ海に出たっていう巨人というのは、何です？　アルゴス王国というのは滅んだんですよね？」

「十二年前、神剣は我々が奪回して隠し、これを天球儀会ソシエタス・スフアエラは探索しなければならなくなった。だが奴やつらには、優秀な捜索者がいなかった。そこで滅んだアルゴス王国の王族を魔術的に復活させ――つまり改めて祀まつり直し、探索者とした。いま現れている巨人というのは、神剣アレイオンを捜すための人造の幽霊であり、探索任務のための、目玉の化け物だ」

　言いながらフヴェルゲルミルは身を乗り出した。最初の出発者の準備ができたのだ。先ほどの指示の通りなら、この竜ドラゴンはマトレスだと、ヒロは頭の中で名前を整理する。

　竜ドラゴンは体にＵＮＦ国連軍マーク入りのウェアをつけており、その金具には束になった筒状のものが取りつけてある。おそらく武器。ミサイルとか爆弾とか、そういう類たぐいのものだ。

　マトレスは敬礼し、フヴェルゲルミルは返礼し、最初の竜ドラゴンは飛び立った。

　改めて戦闘が始まるのだと、ヒロは実感する。いやな感じだった。これでは本当に、十二年前の悪夢の再来だ。

「……ここでの戦闘というの、避けられないんですか？　神剣を移動するとか」

「不可能だ」

　竜ドラゴンの答えはにべもない。

「あの剣は今、動かすことすらできないのだ。その資格のある者がいない」

「あなたが竜ドラゴンだっていうなら、十分資格だって、力だって――」

「剣とは人の使うもの。神剣もまた人の神にしか適合せず、我々は人ではない。不自由な話だがな。――おまけに我々は、あの剣にこだわらざるを得ないのだ」

　フヴェルゲルミルはヒロに言う。

「十二年前、天球儀会ソシエタス・スフアエラから神剣を取り戻した我々の長おさは、傷つき墜落した。そして自己防衛の本能として、強烈な『魅了キヤプテイブ・ブラスト』を暴発させた。その結果、異キ形マ生イ物ラの追跡を振り切ったものの、関係なく巻きこんだ者たちも出た。……律りつが見たのは恐怖の光景だっただろう。だがあの状況での東京というのは、不時着する場所すらなかった。長おさミーミルにも余力がなかった。……いや、言い訳の余地はない」

　フヴェルゲルミルは目を閉じ、細く長い息を吐く。

「……結果として我らの長おさは、人間を殺し、律の心に消えない傷を残し、そして人間に抹消された。そうやって、命がけ、汚辱まみれで同胞が取り戻したもの、それがこの地に刺さる神剣アレイオンだ。――我らの勝手で、敵に渡すわけにはいかん」

「理屈は分かります。……いや部外者だから物わかりがいいだけで、長な川がわさんにしたらたまらないだろうけれど。でも『竜ドラゴンが人間に抹消』っていうのは？　人間が竜ドラゴンを殺したんですか？」

　ヒロはフヴェルゲルミルの巨体を見る。普通に考えて、容易たやすいことではない。事実、打ちかかっていった律りつは、全く相手にならなかったのだ。だがなお不可解なことに、当の竜ドラゴンは長い首を横に振った。

「違う。『あの男』は、殺すことすらしなかったのだ。長おさミーミルは、生きたままこの世から消し去られた。今も永遠の監獄をさまよい、二度とこの世に現れることはない。その犠牲と意志を継いだからこそ、神剣を扱う者を育てることが、全員の願いだった」

　それは美しい流れに則のつとった筋立てだが、どうしてもヒロは疑問を感じてしまう。

「――長な川がわさんは結局、あなたの正義を疑っています」

「問題はない。律が我々を世界の悪だと思うのなら、律は我々を討つべきだ。そのように教育した」

「待ってよ……」

　振り向くと、そこに当の律が立っていた。彼女は地面をにらんだまま、たまりかねたように言う。

「ちょっと待ってよ。あなたは人間にとってそれが困難なことを分かっていて、自覚的に乱暴なことを言っている。私は確かに、あなたには勝てそうにもない。だけど力があるというのは、そこまで偉いことなのか？」

「戦いの世界では、そうだ。それが現実であることなど、子供でも知っている」

　竜ドラゴンは乾いた態度で答える。だが律の方は収まらない。

「あなたは自分が正義だから、あなたたちの行動の障害はみんな悪だと言う。でもそれでは、天球儀会ソシエタス・スフアエラは、何がどのように悪なんです？　これは単に古い剣の、所有権の混乱でしかない。それをあなたは、あなたが戦う相手だから、悪と呼んでいるだけではないのか？」

　フヴェルゲルミルの表情は分からない。しかし答える声には、失望が混じる。

「……根本的に、それは違うだろう律。――正義の実行のため、力があるのではない。振るうことのできる力が、枷かせとして正義を必要とするのだ。私は私の知る正義に基づいた私の行動を、十二年前から決めている。神剣を守り、天球儀会ソシエタス・スフアエラと戦う。他ほかの助けはいらず、従って説明の必要はない。――だが律、お前がいま聞いたことは何だ？　敗者のお前がどうするかを決めるための問いだ。慰なぐさめが必要なのか？」

「違う、ボクは――」

「己の行いを決定する言い訳に『正義』を利用するな。……その理屈が分からぬうちは、お前に話すことは何もない」

　それだけを言うと、竜ドラゴンは出撃準備を進める仲間たちの元へ、歩いていってしまう。

　ヒロは呆ぼう然ぜんと残される律を見て、そして竜ドラゴンを見、その後ろ姿を追いかける。

「待って下さいよ、フヴェルさん。あなたがそんな風に割り切ってしまったら、長川さんは一体どうすればいいんです！」

「だから気に食わぬなら、力で止めろ。――そうするべきだ。それができぬものは、逃げる支度でもしろ。敵はここを目指している」

「そういうことじゃなくて、あなたが何かを企たくらんだことは確かで、だから長な川がわさんは混乱しているんです。誤解を解いて下さいよ」

「……意味がない。説明では」

「なぜです!?」

　フヴェルゲルミルは立ち止まり、ついにヒロを振り向いた。

「立たつ木きヒロ、お前はまだ、律りつが異常だとは思わないのか？　気づいていないのか？」

「異常って――。それは確かに長川さんの個性っていうのは、普通の女子のようじゃありませんけど……。でも今回のことは、不幸な事故から始まった誤解なんでしょう？　長川さんは分かってくれます。そもそも普段の長川さんっていうのは、努力で力を伸ばす――」

「違う。もっと根本的な問題があるのだ」

　ヒロを睨にらむような目で、竜ドラゴンは言った。

「律の努力は逃避のための没入だ。……些さ細さいで大きな心の闇やみを、律は抱えている。それを取り除こうと私は誓い、お前の元に律を送り込んだ。毒で毒を制するために」

「毒――って」

「お前が律を、あんな風にしてしまうのだ。これももちろん不幸な事故、私の言葉も一方的とは思うがな。それでも全くの八つ当たりで、お前は責任を取るべきと、私は思っている」

　何を言われているのか、ヒロには全く理解できない。しかしフヴェルゲルミルは踵きびすを返すと、今度こそヒロを置いていってしまう。

「私はお前のことなど大嫌いなのだ。――やがて竜を殺すもの」



　――よし、間に合った。

　先行して出発した竜ドラゴンのマトレスは、敵の巨人を捉とらえた。その姿は三浦半島の向こう。まだ上陸はしていない。持ってきたのは対潜爆雷のみだ。だがほとんどの巨人は、その巨体を相模さがみ湾わんの深い水中に埋うずめている。

　上空を一気に通過し、持ってきた爆雷を全すべて切り離し海上へ投下。出し惜しみする気はなかった。この場面で使うのでなければ、使い道はない。非常に浅い東京湾では、無用の装備になる。敢あえて持たせたというのは、隊長リーダー・フヴェルゲルミルの判断勝ちだった。

　爆雷は着水後に次々と爆発し、海面は跳ね、泡立った。水中にいた巨人たちは、燻いぶり出されて海上にその姿を現す。大したダメージではないが、これで相手の存在位置は丸見えになる。

　敵を一いつ旦たん追い越したマトレスは、羽と体を丸め、その場での１８０度ターンという離れ業をやってのける。一方の巨人たちは、振り向かないまま頭の表面を目だけ移動させた。前に向かって歩きながら、後方、再接近するマトレスに向け一斉に視線を合わせる。

「気持ちの悪い……！」

　マトレスは一気に、その口から全すべてを貫く竜ドラゴンの炎を吐いた。揺らめくことなく一直線に飛んだ光線のような炎は、海上に躍り出た敵を直撃する。

　だが敵を一掃するかに思われたその攻撃で倒れた巨体は、一番手前にいたわずか三体。あとは。

　――すり抜けた!?

　巨大な目を眠るように閉じながら倒れる三体の巨人の向こう。今まさにマトレスが飛び越えてきた三浦半島の陸地に、竜の炎が直撃した。一直線に地上が火に包まれる。

　その無惨な光景を目指すかのように、残りの全く無傷な巨人たちは前進を続けている。

　なぜ当たった巨人がいて、当たらなかった巨人がいたのか。その違いが分からないまま、竜ドラゴンのマトレスもまた、追撃を再開した。



　京都からの使者を前に、長老・大だい道どう寺じは呻うめいていた。

「あと五時間も稼げ、と？」

「はい」

　妙に発声のはっきりとした声で、相手は答えた。『神じん祇ぎ官かん』であると自らを名乗った青年、四し方ほう邦くに城たちは、眼鏡めがねを押し上げる。

　一応いまは背広姿だったが、長老・大道寺には学生に見えた。学生だろう。どこかまだ青臭さの残る目で、神祇官は座布団に座る大道寺を正面から見据える。



    

  
    
      



    

  
    
      「无耶志国ムサシノクニは竜ドラゴンに協力し、時間を稼いでいただきたい。何せ、アルゴスという巨人は幽体技術というものを、その身に直接宿している。それ故、竜ドラゴンですら侵攻を阻はばめない可能性があるのです」

「いや可能性などは関係ない。無茶を言わないでいただきたい。竜ドラゴンと巨人の戦いで、人間のできることなどないでしょう」

　大だい道どう寺じは厳しく言った。実際のこの言葉は、頭の悪い風かざ祭まつり堅海かつみに言ったばかりだ。そもそもなぜ、竜ドラゴンなどと手を結ばなければならないのか。

「連中は元凶ですよ？　そもそも竜ドラゴンたち国Ｕ連Ｎ軍Ｆというのは、日本のために戦っているのではない。辻つじ褄つまさえ合えば、東京が火の海になっても構わない、そういう存在です。我々と彼らで目的が一致することはない。共同歩調など取れる余地はないでしょう」

「ですからその余地を生み出す方法を、あなたに考えていただきたい」

　長老・大道寺は唸うなった。だが反論の間も与えず、目の前の年若い役人は言う。

「――承知の通り、无耶志国ムサシノクニというのは日本国からあなたに預けられた土地と人員です。あなたのものではない。土地と人への被害は、最小限にしていただきます。そのために働けと、言っているんです」

「分かっています。ですから无耶志国ムサシノクニは、市民の避難を優先すると――」

「目的はそのように。しかし行動としては、もっとよい方法があります」

「ほう……」

　長老・大道寺は眼鏡めがねの神じん祇ぎ官かんを睨にらんだ。そして神祇官は答えた。

「本州島という神、大おお日本やまと豊とよ秋あき津ず洲しま様に力添えをお願いすることになります」

「各地の国津神の頭越しに？　しかし何を――」

「今回の事件というのは、ＵＮＦ国連軍が出てきている。天球儀会ソシエタス・スフアエラが再侵攻を行った。つまりは十二年前と全く同じ状況と、京都の神じん祇ぎ省しようでは考えております」

　大道寺は皺しわの深い顔をしかめた。

「――規模が違うでしょう？」

「国家の魔術に、規模や人数は関係ない。我々はこの状況を戦争と捉とらえている。実際今後、何が起こるのか、被害がどれほど拡大するかも、まだ未知数。そして確かにあなたの言う通り、人は逃げることができる。しかしでは土地に出る被害はどうするのです？」

「土地に出る被害？　……いや、ではつまりまた、十二年前と同じく、国土移動を行うと？」

　大道寺の驚きなど関係なく、神祇官は涼しい目のまま頷うなずいた。

「その通り。土地ごと逃げれば、人の避難もまた確実となる。そして本州移動速度の理論値は、巨人の海中移動速度の二倍。逃げきることは可能です」

「逃げきると言うが――」

　――どこへ？

　大道寺が最後まで言うより速く、京都からの使者は遮るように言った。

「北へ。温帯の帯の中のどこかへです。現在の気象は、列島に与える影響が大きすぎる。二度目の移動は以前からすでに、予定されていたことなのです。今の列島位置では将来、『京都』での平穏たる十二年間と日本各地の現実とのすり合わせが困難になる」

「あなた方の都合に、この事件を利用――」

「――日本の、都合です。争いは今回の一度きりで終わりですか？　今後また日本が、天球儀会ソシエタス・スフアエラとその他勢力の抗争の場となるのでは、困る」

「それはしかし、役人の理屈でしょう」

　――状況が見えているのか？

　大だい道どう寺じは自分の額ひたいに脂あぶら汗あせが浮かぶのを感じた。

　言っていることは確かに、筋が通っているように思える。だがこの目の前の青年の理屈は、器用すぎる。全くの机上の空論としか思えない。

　あれもこれも同時にやって、全部上う手まく行くという前提での話だ。そして何か一つでも予定違いが起きれば、収拾がつかなくなる危険な賭かけなのだ。

　なのに目の前の神じん祇ぎ官かんはもう、天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒して日本が本来の位置に戻った時の心配をしている。そういう物事の進め方は、危うい。

　だがそんな大道寺の焦りなど、神祇官の方はお構いなしだった。

「とにかく十二年ぶりに、大おお日本やまと豊とよ秋あき津ず洲しま様がお出ましになられています。――ここからなら南に姿を確認できますが、ご覧になりますか？」

　大道寺は何も言わずに立ち上がると、縁側へと向かった。南側の広い庭まで来ると、その先の遠い空には、確かにおぼろげな人の形が浮かび上がりつつある。その姿は長老・大道寺も、《大陥落》事件の折に見たことがあった。確か高さが４０００ｍメートルある。

　――大おお日本やまと豊とよ秋あき津ず洲しま、または秋あき津ず洲しまと呼ばれる、巨大な人の形。だがこの巨大な人型は、実のところ対人交渉用の巨大な端末というのが、その正体だった。人と交渉するためだけに、人の形をしているもの。

　そしてその本体は、本州島の地中に埋まる大量の生存物質エレメントだった。秋あき津ず洲しまはいわば、生存物質エレメントの集合意識である。本州島の付つく喪も神がみともいえる存在だった。

　背後についてきた神祇官が、大道寺に言う。

「神に我々の意志を伝えた後、『海の路みち』を開きます。この儀式の完成に、あと五時間」

　それは最初に神祇官から要求された時間だった。大道寺は唸うなる。

「それまであの巨人は何を？」

「別に何も。待つだけです。準備をするのは我々ですよ」

「……だが秋あき津ず洲しまがもう、動き始めているように見えますが？」

　その大道寺の言葉に、神祇官はおかしそうに笑った。

「動く？　あの巨大な姿は、交渉のためのもの。そもそもが動く必要などありません。――目の錯覚ですよ。雲の流れのせいでそのように見えている。そもそも大おお日本やまと豊とよ秋あき津ず洲しま様は、まだ覚かく醒せいもされていません」

「いや……動いているぞ！」

　そこで京都の一行から一人、神じん祇ぎ官かんよりはるかに年上の役人が、屋敷に駆け込んでくる。

「四し方ほう様、大おお日本やまと豊とよ秋あき津ず洲しま様、お目覚めになられました。それがその……ご自身で勝手に移動を開始されています」

「何のために？」

　神祇官は動転する。それはそうだなと、大だい道どう寺じは黙って思った。テレビが自分で歩き始めるようなものだ。意味が分からない。部下はさらに報告する。

「アルゴスの巨人たちを追っているようで――」

「そんなことは起こらない。大体、敵アルゴスと大おお日本やまと豊とよ秋あき津ず洲しま様は、実体から幽体までの間の存在する『領域』が違うのだぞ。触れることさえできないというのに――」

　だがそう言う間にも、秋あき津ず洲しまは腰をかがめ始めた。身長が自分の１／６ほどしかないアルゴスを捕まえようとしている。そういう風にしか見えない。

　やがてその姿が屋敷の屋根の下に消え、一分後。大道寺は微震を感じる。

「四方様ァ、大おお日本やまと豊とよ秋あき津ず洲しま様、転倒なされました！」

　また一人来た。

　大道寺は首を振りながら、元の部屋に引き返す。すれ違い際に、呆ぼう然ぜんとする神祇官に言った。

「悪いが、最初から足並みの揃そろわない計画は実行できない。人員の配置は当初の通り、市民の避難を優先する！」



　ヒロと麻あさ奈なは手でひさしをつくったまま、並んで目をこらしていた。

「こけたね」

「こけましたねえ……」

　二人揃ってため息をつく。

　竜ドラゴンたちはすでに最年少のマサビエールチビ先生を残して、全員出撃していた。その行く先を目で追っていたヒロがまず、はるか彼方かなたの巨大な人型に気づいた。

　現れた巨人の姿はヒロにとっても、見覚えがあるものだった。《大陥落》事件の時に富士山の向こうへ姿を現した、巨大な人影だ。

　急いで麻奈にそのことを伝えると、麻奈の方も驚きながら、秋あき津ず洲しまの説明をしてくれていた。その最中の珍事だった。

　子供の時に感じた神々しさは、もはや全く感じられない。苦い思いのヒロを、麻奈が振り向いた。

「さて、実際のところ、私たちはこれからどうするんですか？　逃げるのなら早くしないと、本格的に避難の手段を失いますよ。――我々のことだけでなく、セシリアのことも考えなければならない」

　その顔は結論がすでに出ているのだから、さっさと行動を開始しろと言っているようだった。ヒロは頷うなずき、少し離れた場所にバラバラでいた律りつと出海いずみにも呼びかける。

「長な川がわさん、訊きいて欲しい。それと風かざ祭まつり君も。ちょっと協力してもらうかもしれないんだ」

　二人がやって来るのを待って、ヒロは話し始めた。

「まず、俺おれたちの王国は、この事件に関かかわることにする。少なくとも、何らかの具体的な成果を出す。何もしないという判断はない」

「……」

　麻あさ奈なは途端疲れたように首を折り、目を閉じてこめかみを押さえた。

　出海はおどけたような仕草。律は暗い表情のまま、緊張している。麻奈はようやく首を起こすと、ヒロを見た。

「まあ――。まあ聞いてみましょう。それで私たちは、どちらにつくんです？」

「国Ｕ連Ｎ軍Ｆ。竜ドラゴンの側」

　訊いた本人の麻奈は嘆息する。

「……あなたは絶対に、私と反対の意見を出す人ですね」

　その麻奈の呆あきれた様子とはまた違った、凍るような視線を律がヒロに向けていた。今はまだ無言。代わりに麻奈は苛いら立だちを隠そうともせず、ヒロに訊く。

「なぜです？」

「難しい判断かな？　天球儀会ソシエタス・スフアエラっていうのは、何だって力で思い通りにできると考えるような人たちだ。あまり信用できる気はしない」

「だから悪ですか？」

　麻奈はヒロを小こ馬ば鹿かにしたように、唇の端を歪ゆがめる。

「単純に言いますね。――しかし力で自分の思い通りにできると考えたのは、竜ドラゴンたちも同じ。ならば悪だ。悪と悪が戦っている。そこで我々が何をするのか、という話です。私の意見は『無難にやり過ごす』です。我々はどちらにも手を貸すべきではない。さてもう一度、訊きます。あなたは、どちらの味方をするのです？」

　ヒロはしばし間を置いて、考え込んだ。

「……先に動いた方が悪い。天球儀会ソシエタス・スフアエラが力で動くから、竜ドラゴンたちも力で対抗する」

「立たつ木き君、馬ば鹿かにしているんですか？　理由をいま作らないで下さいよ」

　麻奈は怒って言う。

「あなたがいま口にしたのは願望です。アタマ使って下さいよ。失望しました。――申し訳ないんですが、私はあなたほど、フヴェルゲルミルという竜ドラゴンを買っていません。天球儀会ソシエタス・スフアエラが実際に何をしているのか、どういう目的で動いているのか。そのことを正しく知っているのは、本当に竜ドラゴンぐらいなんです。彼らは、その情報を話す気がない。隠し通す気でいる。竜ドラゴンは人間に、動いて欲しくないんです。そういう竜ドラゴンの行動があって、なおあなたは彼らを支持しようと言う」

　ヒロは答えなかった。かわりに腕を組んだまま、視線を横にそらす。その視線の先にいる出海は、何やら携帯電話でメールをしていた。

　ヒロの様子に気づいた出海いずみは、ニコニコと全く他人事のような顔。

　ヒロは肩を落とした。一方、焦じれた麻あさ奈なは畳みかけるように言う。

「天球儀会ソシエタス・スフアエラと竜ドラゴンが暴れて、あなたはその火に油を注ごうとしている。具体案は何一つなく、どうせカドゥケウス伝令使の杖頼みなんでしょう？　それで何かやったところで、成功しますか？　失敗しますよ！　そしてその結果『失う』のは、あなたじゃない。壊される町も、奪われる命も」

「……その損害をフォローするための『国』だよ。もし无耶志国ムサシノクニにそれができないなら、そんな国はいらない」

　ヒロの返答に麻奈は、開いた口がふさがらないという顔をした。

「……それを言っちゃうんですか！」

　そしてそのまま麻奈は絶句し、青ざめる。しかしヒロは、はっきりと頷うなずいた。

「うん。俺おれたちは竜ドラゴンの味方に回る」

「ボクはいやだよ」

　律りつは絶対の声色で、そう宣言した。ヒロをじっと見て言う。

「今回が十二年前と同じなら、竜ドラゴンは人だって殺すかもしれない。もし立たつ木き君が竜ドラゴンの味方をするんだったら、ボクは立木クンの王国にはいられない。メンバーから外してもらえるかな。そういうこと、ボクはできるんだよね？真ま名な辺べさん」

「ええ、まあ……」

　麻奈の答えを聞いて、ヒロは笑い出した。

「そうか、その方法があったんだ。真名辺さん、代わりにその空席に、ヨアルリを入れられるかな？　そうすれば、カドゥケウス伝令使の杖は消えないですむ？」

「まあ。……………………まあそれも、理論上は可能ですね」

「今すぐ？」

「今すぐは無理ですよ！　……無理に決まっているでしょう」

　言い返しながら麻奈は、ヒロらしくない言動に、本気で戸惑っていた。だが氷のような目をした律は、ヒロの襟元に手をかける。そこにはヒロ程度では避けることもできない、鋭さがあった。

「……ボクは、最初から最後まで、キミのおもちゃを呼び出すための道具か？　そういう風にしか、キミはボクのことを見ていなかったのか!?」

　だがヒロはその手を振り払って、優しい目をして言った。

「さよならだ、長な川がわさん。君が王国にいる必要は、もうない」

　その言葉に律は顔に皺しわを寄せて、地面に視線を落とした。両手が震える。だが麻奈の反応は違った。ヒロの反応は頑固でおかしすぎる。無茶苦茶だ。

　だがそれは、情報的に立っている土台が違うから、そうなるのだ。だから無理矢理、

竜ドラゴンにつくなどと言い出す。

「……何ですか？」

　今度は麻あさ奈ながヒロに詰め寄る。

「立たつ木きヒロ！　あなたは何を隠しているんです？」



　麻奈の詰問に、ヒロは肩を落とした。

「……真ま名な辺べさんはセシリアが、なぜ霜そう夜やじゃなくて、もっと破損の酷ひどかった軍人のヨアルリ・エエカトルを先に修復したか、分かる？」

「それは――修理の目め処どが立ちやすかったから……。いえ自分専用のボディガードが先に欲しかったからか……。とにかくセシリアの持ち物なんですから、彼女の好きなようにしてもらっていい……」

　麻奈は自分で言いながら、自分の言葉に引っかかりを覚え、頭を抱えた。いま麻奈自身が言った言葉に、何か変なところがあった。この一週間、平穏だった王国の状況。そんな中で、セシリアは本当にボディガードなど必要とするか？　それはなぜ？

　次にヒロは出海いずみに訊きく。

「風かざ祭まつり君は俺おれだけを殺すように、无耶志国ムサシノクニの偉い人か何かから、命令を受けてるんだよね？」

「まあね。……最初から気づいてた？」

　ちょっと驚いたように出海は言うが、ヒロは頷うなずいた。

「初めてじゃないからね。この一週間、もう何人も同じ目的で来た人、追い返してるし」

　麻奈は驚いた表情で顔を上げ、ヒロを見る。そしてヒロは出海に言った。

「風祭君に行く先々を追い回されれば、誰だれでも分かるよ。でもまあ俺につきっきりだったのは確かだ」

「――なるほど、監視しているつもりが、こちらも監視されていたわけだ」

　参ったなという風に出海は笑うが、ヒロは困ったように言い返した。

「そこ、とぼけるトコなのかなあ……。俺が気づいていることなんか、とっくに知ってたでしょ？」

「まあ、嫌がらせだからね。暗殺の方はカドゥケウス伝令使の杖消滅を封じる準備ができ次第、絶対実行させてもらうし」

　この妙に馴なれ馴なれしい刺客を、ようやく事情の飲み込めてきた律りつは凝視する。しかし出海の方はやっぱり馴れ馴れしく律に笑い返した。

「……ちなみに今はまだ護衛しているけどね。立木君が何かの間違いで、殺されたりしないように。誰かが立木君を殺そうとするなら全力で阻止する、っていうのも仕事。カドゥケウス伝令使の杖がいま消えると、无耶志国ムサシノクニは大変なことになるからね」

　あくまで自分勝手な主張をする出海に、ヒロは頷いた。

「でも他の人間を殺すようには、命令受けてないんだよね？」

「まあ鏡像国家の女の子は、近づくこともできないしね。アレは強烈だ。――あとはここの、彼女と彼女。二人とも君が巻きこんだだけなんでしょ？　そんな人間を狙ねらえって言うほど、大だい道どう寺じさんは見境なくないよ。余所は知らないけれど」

「ああ……つまりそういうことか……」

　心の底から脱力したように、麻あさ奈なはため息をつく。「どういうことだよ！」と律りつは声を荒げた。麻奈は気乗りしない顔で、律に説明する。

「……つまりね、長な川がわさん。私やあなたの知らないところで、私とあなたの暗殺計画が何度か実行されたということです。私たちのどちらかが死んでも、やはり王国は破は綻たんします。その結果、立たつ木き君のカドゥケウス伝令使の杖は消え、東京には魔が引き込まれる。无耶志国ムサシノクニには大損害が出て、長老・大道寺は大きな失点を負う。そうさせたい連中――例えば无耶志国ムサシノクニに負い目をつくりたい国が、日本にはたくさんあるんです」

「ボクが……殺される？」

「そう人間に。当たり前のことなんですが、カドゥケウス伝令使の杖を持っている立木君や、鏡像国家をコントロールするセシリアより、一般人に毛が生えた程度の私たちの方が、はるかに殺しやすい。その計画を、立木君やセシリアの鏡像リフレクシヨン、ヨアルリなんかと協力して、潰つぶしていたというわけです。こっそりとね。ものすごく崖がけっぷちだったということです、私たちの国は」

　麻奈は改めてヒロをきつく睨にらんだ。

「確かに鏡たちは、隠密行動の天才です。ましてや身内にそんなことをやられたら、私にだって感知できない。あなたは上う手まくやりましたよ。ただなぜ私にそれを、隠す必要があるんです？」

　当然の非難の言葉に、ヒロははっきりとした態度で答えた。

「これは俺おれとセシリアの責任だし、仕事だと思ってる。二人でそう決めた。俺とセシリアの問題に、真ま名な辺べさんや長川さんを巻きこんで王国をやってるんだ。だから――二人には心配はかけないよう、片づけていこうって。ただ実際、いくつか考え直してもらわなきゃならないことも、確かにあったんだ」

「というと？」

「例えば。真名辺さんは国を造ったり、解散したり。いつでもいくらでもできるって考えてる。けど――分かるかな？　王国の存在が許されるのは、今の一度ッきりだけだ。国かみも人と同じなら、一度死んだらそれでお終しまいなんだよ」

　静かにヒロは言った。

「……カドゥケウス伝令使の杖が再び現れることを、歓迎する土地はない。今の无耶志国ムサシノクニの行動を考えれば、二度とそれが起きないよう、ありとあらゆる手が打たれる。それはおそらく俺たちにとって、とても不愉快なことになる。もう俺たちは、何もしないってわけにはいかないんだ。力を示して存在価値を示さない限り、潰される」

「こちらの意志に関係なくですか？　迷惑な話ですね……」

　麻奈は髪の毛をかき回しながら言う。

「全く！　ガラにもないことを始めると、一のつもりが十狂う。何であの時、国を造ろうなどと考えてしまったのか――」

「ただそれでも、俺おれは後悔はしてないけどね。セシリアだって俺だって、それで救われたんだし」

　心のこもったヒロの言葉だったが、聞かされた麻あさ奈なは馬ば鹿かにしたように首を振った。

「仲良しゴッコはやりたい人とやって下さい。――私に必要なのは、そういう言葉じゃない。いいですか？　もう一度だけ訊ききます。あなたは本当に王国の方針として、ただの破壊者となりかねない竜ドラゴンの側につくのですね？　それが正しいと？」

「うん。行動するのは前提で、まず俺たちは、自分の立場を確立しなきゃならない。身を守るためにね。その下心があって、竜ドラゴンの側につく。今の時点で天球儀会ソシエタス・スフアエラについても、得られるものがない」

「それは確かに、納得できる結論ですね……。どちらも悪なら、得になる方につくか。合理的な判断だ……」

　麻奈はなおも考え込むが、もはや強いて反論する気はないようだった。だが横で聞いていた律りつにしてみれば、二人の話すことは未いまだに理解しがたい。

「君たちは得だとか損だとか、そんなことばかりか！」

「何か問題が？」

　麻奈は不思議そうに聞き返す。全く話にならないと、律は麻奈を無視してヒロに詰め寄った。

「キミはこんな決定で本当にいいのか？」

「うん。俺はこれしかないと思う」

「そうじゃない。最初の問題が、何も解決していないじゃないか！　ボクたちの身の上の危機は分かった。でもだから代わりに、別の人が犠牲になるのはいいの？」

「よくはないけど――」

「よくはないじゃない。明確に悪だ！　そうやってキミの決定っていうのは、いつも状況にやらされていることばかりだ。そりゃボクたちの命だって、かかってるのかもしれない。でも他人の作った都合に反応してるだけじゃ、同じことの繰り返しになる。もっと自分で、よく考えてよ。キミには自分ってものがないのか？」

　この問いにヒロは少しつまって、しかしやがて大きなため息をついた。

「うん。多分俺には自分ってものがない。――それが俺の限界なんだと思う」

「限界って！　自分で自分の枠を決めたって、言い訳にはならないよ！」

　口ごもるヒロに苛いら立だったまま、律は麻奈を振り向く。

「真ま名な辺べさんはこれでいいの？」

　勢い込んでそう訊く。だが麻奈は、怠だるそうなため息をついただけだった。

「まあまあですね、あんまり気乗りのしないショッパイ決定ですが……。新興の私たちの実力からすれば、地味なところから始めるしかないでしょう」

「そんなことを訊いてるんじゃない。……結局、キミはキミで立たつ木きクンを王だって言いながら、実際は彼を便利に使っているだけじゃないか！」

　麻あさ奈なは不思議そうに首を傾かしげ、律りつに言う。

「その通りです。だから何ですか？　私に命令しないで下さいよ、長な川がわ律」

「キミは――！」

　律は絶句したが、麻奈の方は容赦ない。

「ことの善悪など知ったことではありませんよ。小さな子供じゃあるまいし。自分が死にたくなければ、やるしかないでしょう？　私は死にたくない。あなたは私に『他人の迷惑になるから死ね』と、命令したいわけですか？」

「……違う」

　律は麻奈の答えに、とてつもないショックを受けた表情を浮かべる。

　その大げさな反応に、麻奈はどうしたのかと首を傾げた。しかし律はもう、何も言わない。まるでよろめくように、その場を離れようとする。

「どうしたの、長川さん？」

　ヒロも心配して声をかける。だが律は無言のまま、真っ青な顔を手で覆おおって首を振った。まるで手探りするように手近なベンチを探し、そこでうずくまってしまう。

「一体、何なんだか。駄目ですね、あれは……」

　麻奈は律を見て容赦なく言うが、ヒロはそこまで言う気もしない。

「……そもそも俺おれたちがやろうとしているのは、力のあるものに媚こびを売ろうってことだよ。力のない人を踏み台にする可能性と引き換えに、ね。……最低だ」

　ただそれでも、ヒロは行動を起こすつもりでいた。出海いずみの方を振り向く。

「待たせてごめん、風かざ祭まつり君。実は俺、ちょっと行きたいところがあるんだ。ただ距離が少し遠くて。電車だと、途中で止まっちゃいかねないしね」

　麻奈は割り込んで訊きく。

「どこへ行くんです？」

「一人、当てがあってね。――風祭君、无耶志国ムサシノクニの力か何かで、交通手段を確保できないかな？」

　出海はニコニコしているが、すぐには答えない。しばし考えて結論が出たのか、ようやく頷うなずく。

「――まあ、こういう状況ならいいか。お安い御用だ」

　そう言うと出海は、靴を脱いで左足を持ち上げ、ズボンの裾すそに指を入れる。

「トゥルトゥルトゥルトゥルトゥル・トゥ！　ジャッジャジャーン、忍者刀!!」

　出海はズボンの中から取り出した小さな刀を、自慢げに見せた。ヒロは困った顔で横に手を振る。

「交通手段だよ……」

「分かってるさ」

　そう笑顔で答えながら出海は周囲に人がいないのを確認し、路上駐車の一台に近づく。

「忍法・自動車泥棒の術！」

　出海いずみは、刀のすごい抜き打ちで、運転席側のドア鍵を破壊した。そして車内に潜り込むと、今度は忍者刀で器用にハンドル周りを解体していく。どこをどういじったのが、ヒロの目の前で助手席の電動式ドアロックが開いた。

「それ、犯罪じゃん……」

　ヒロは指摘するが「忍法だよ」と出海は取りあわない。

「犯罪ですから！」

　麻あさ奈なはビシイと指さして、フンと鼻息をついて去っていく。出海の方はニコニコしたまま徹底的に無視。ついにエンジンをかけると、改めて運転席に腰掛け、勝手に座り心ごこ地ちを調節し始める。

　ヒロは双方を困ったように見比べていたが、ひとまず去っていく麻奈に訊きいた。

「真ま名な辺べさんはどうするの？」

「一度帰宅します。家でやるべきこともありますし、セシリアを放ほうっておくわけにもいかない。それに杖つえも用意も持っていない今の状態では、できることがない――」

　言いながら麻奈は、「そうでした」と、気づいたようにヒロを振り返った。

「――あなたが何をするにせよ、二十分より後にして下さい。到着が先なら、少し待って。こちらで支援できることがあります」

「それは大丈夫。二十分なら、多分まだ車の中だと思う」

「だったら問題ありません」

　言うだけ言うと麻奈は踵きびすを返し、町の外へ向かう道を行ってしまう。

　ヒロは車のドアを開け、助手席に乗り込んだ。運転席の出海の方は、どうやらそのまま運転手もする気らしい。

「風かざ祭まつり君の方は、つきあってもらって大丈夫なの？　正直、移動手段の確保だけでよかったんだけど」

「……本当のところを言うとね」

　ハンドルやギアレバーを確認する出海は、ヒロに言った。

「この車両泥棒も含めて、罪になるかどうかは成果次第なんだ。実はついさっき、君の暗殺許可が出た。何せ大古の巨人幽霊に竜ドラゴンの顕現。神しん威いバランスはもう滅め茶ちや苦く茶ちやなんで、ついでにやっちゃえってことらしい」

　ヒロは先ほど出海が携帯電話をいじっていたことを思い出した。隣の転校生は、とんでもないメールを涼しい顔で受け取っていたのだ。

「……命令、実行しないの？」

「んー。別に事件解決後でいいじゃんっていう、現場の判断だね」

　答えながら出海は、エンジンの調子を確かめるように、アクセルの空ぶかしを行う。

「そんなわけで、ちょっと命令無視してるんだ。ぶっちゃけ君、自信はあるの？」

「もちろん」

　ヒロの答えに出海いずみは、ハンドルを叩たたいて「嘘うそだね！」と笑った。

「王様らしいじゃないか。……まあいいや」

「そっちこそ、どっちにしたって殺す気なんじゃないか……。まあそれも、全部まとめて事件が終わってからでいいか。それより風かざ祭まつり君、運転できるんだよね？　高校生だけど……」

「まあね。免許証見る」

　そう言って出海は免許証を取り出し、ヒロに差し出す。確かに正規の免許証だった。『第一種運転忍者免許・皆伝』と、ちゃんと書いてある。

「いや……ちょっと待った、『皆伝』って何なのさ!!」

　ヒロの叫びと出海の高い笑い声。同時に踏み込まれたアクセルと軋きしむタイヤの音を響かせて、二人を乗せた車は急発進した。



    

  
    
      
第五章





　そして本当に、誰だれもいなくなってしまった。

　真ま名な辺べさんも立たつ木き君も、本当に行ってしまったのだ。

　代わりに『目』が、私を見張っている。いや『あの目』は、いつだって私を見ているのだ。

　友達と笑っていても、大会で試合をしていても、よく探せば『あの目』は、いつも私をじっと見ている。

　私を見張っている。待ちかまえているのかもしれない。視線は私につきまとうのだ。『目』は口がないから喋しやべらないし、本心を語らない。だが分かっている。あの目は私が欲望に溺おぼれて、人を殺さないよう見張っているのだ。

　あの人の目だけが、本当の私のことを知っている。

　――本当は私が先に、弟の手を離したのだ。

　怪物――傷を負った竜ドラゴンに大人おとなたちが魅了された時、私もまた見とれていた。美しい獣と感じ、その他ほかのことがどうでもよくなった。弟が死んだ瞬間ですら、私はあの瀕ひん死しの怪物に見とれていた。だから弟と繋つないでいたはずの手が、何も握っていないことに気づいたのは、全すべてが終わってからだった。

　それはつまり、私が弟を殺したということではないのか？

『あの人』が怪物を倒し、全ての片がついてから――私は自分の犯した致命的な罪に気がついた。大人おとなたちをかき分けながら、弟の姿を捜し回り、しかし見つけられなかった。

　そして最後に人の押しつぶされた血と肉の池の中に、弟の服と帽子を見つけたのだ。

　弟は死んでしまった。

　だがそのことを、私は両親に報告することができなかった。できるはずがない。できないでいるうちに、歴史の方が変わってしまった。私の事実は夢になった。

　もちろん、自分で自分に嘘うそはつける。自分の記憶はごまかせる。それが所しよ詮せん夢だと思っていれば、なおさらのことだ。

　だが『あの目』だけは本当のことを知っている。あの髪の長い、あの男の人の目。

　そう、彼は見ていた。『あの人』は目撃者であり、私にとって監視者だった。彼は本当のことを知っていて、いつか私の前に現れ、私を糾弾しようとしている。その証拠集めをするために、『目』を用意したに違いなかった。実際こうして今も、私の視界の端で、その『目』はジッと私の行動を見ている。

　そんな『あの人』の視線に私が返そうとしたのは、本当に憧どう憬けいだったのだろうか？

　なぜ？

　意味が分からない。それは長な川がわ律りつの、新しい嘘だ。

　私はもしも再び『あの人』と出会えたら、彼の口を封じるつもりだったのではないか？

　もちろんそんなことができるわけもない。自分に不都合で、殺してしまいたいと思う人間を、本当に殺す人間がどれだけいるだろうか？　そんな人間は一部だ。私は違う。

　ただ私が彼を思い出すたびに感じていたのは、実は漠然とした殺意ではないのか？

　だから私は強くなりたかったし、強くなってしまった。

　準備は整っていったのだ。

　そして私は、弱みを見せないし、欲を見せない。

　私に食欲はない。ただ腕が木の枝のようになった私に「食べろ」と親が命令したので、必ず三食食べるようになった。私に睡眠欲はない。しかし過労で倒れ、「眠れ」と命令されたので、一日六時間、正確に寝る。

　私は欲求を封じて、命令された場合だけ動く。

　――いや、できない。できていない。

　私は「生存本能が壊れている」と医者に言われたが、そのくせ誰だれよりも死ぬのが恐こわいのだ。

　だから私は、何度も何度もあの目の前で、欲に溺おぼれた。

　そして何度も何度も命令に逆らい、あの目の前で弱みを見せた。

　何しろあの『目』は、ずっと見ているのだ。あの我慢強い『目』はいつでも私に勝利し、私は敗北し挫ざ折せつする。

　九歳の時。もはや心も衰弱し、死のうという欲望と最後の闘いを始めた時、私はこの不思議な町へやって来た。

　私と最初に会った時、師匠は私にこう訊きいた。

『お前はなぜ強くなりたいのか？』

　私は泣きながら答えた。

『自分がなぜ弱いのか、知りたいからです』

　そう。

　――律りつはあの時、そう答えたはずだった。



　律はゆっくりと立ち上がった。

　そのまま真まっ直すぐに歩いて町の中心、神剣の元へと向かう。それはあの時、『あの目』の持ち主が突き立てた時のまま。今も真っ直ぐに、そびえ立っている。

　律はその柄つかに手を伸ばし、しっかりと握った。これは律が苦しんだのと同じ時間だけ、ここに立ち続けたのだ。もしも剣に心があるなら、それはどのような十二年だったのだろうか。

　答えるものはない。

　その代わりに低いいななきが、耳の奥に響いたような気がした。

「抜いてあげるの？」

　そう声をかけられて律は驚き、顔を上げる。声の主はマサビエール――チビ先生だった。

　そうして律は初めて、周囲の様子に気づいた。すでに町は無人となっていた。この場所にいる自分たち以外、本当に誰だれもいない。

「一体、これは――」

「みんな避難させた後だよ。律りっちゃんはどうするの？」

　律はしばし、静かに思いをめぐらせた。

「……ボクは思うんです。立たつ木きクンや真ま名な辺べさんは、やっぱりおかしいんですよ。チビ先生」

　俯うつむいたまま、そう小さな声で話し始めた。

「立木クンは誰かのためなら、何でも始めてしまう人。真名辺さんは理屈さえ通れば、やっぱり何でもやってしまう。でもそういう人の国って『醜い』ですよ。それはあくまで彼らだけの欲で、でもそれでいいと思っている」

「欲は必要だよ。生きていくのは悪いこと？」

「いいえ。でもそのために、友を、他者を、踏みつけにしてはならない。立木クンと真名辺さんの言うことは、本当はちっとも、まともなんかじゃない。……そういう弱さというのを、人は持ちえるんだと思います。そして国というのが人と同じなら、人の持ちえる弱さは、国も持ちえる。でもじゃあなぜ、立木クンの王国がそうなってしまったのかと、考えたんです」

　チビ先生は首を傾かしげた。

「答えは出た？」

「はい。ボクが何もしていないからです」

　律りつは答えた。

「ボクがおかしいと思うことを、立たつ木きクンや真ま名な辺べさんに期待するのは、間違いなんです。そして王国から判断が欠落しているのもまた、事実だったんです。このままだと、王国は道を誤ります。――国が腐る。この危機から仲間を救うため、ボクはボク自身の役割を果たさなければならない」

「でもその役目は辛つらいよ？　これからあなたの進む一歩一歩が、二度と引き返すことのできないものになる」

「理解しています。でも失ったという後悔の気持ちは、いつまでも必ず追いかけてくる。だからボクは、できる方法で最善を尽くします」

　そう宣言して、律は神剣の柄つかに両手をかけた。

　すでにこの剣がどういう主あるじを必要としているのかは、分かっていた。

　――ヒロは『外』の世界を見ているから、『世界の自然さ』を見極め、極める。だからこの剣は抜けない、抜いてはならないと言った。――世界が剣を抜けなくしていると言った。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが師匠のフヴェルは、目が内に向いているなら、世界に『不自然』を持ち込むことをも肯定した。目的のために手段を選ぶ必要はない。この神剣もまた手段を選ばない力、そういう存在だと言った。

　両者は正反対を言い、それぞれ食い違う。

　しかしでは、内や外などというのはそもそも何か。

　そんなものは最初から存在しない。実際にあるのはどこで線を引くか――その境界線だ。

　境界線の上に、律りつもまた立っている。だが、自分の視線はどちらを向くか。

　表と裏。表裏は線一本を隔てて一体の存在。律は、竜ドラゴンたちの飛んでいった空を見る。そこに律の問題点があり、そこを『内』とする境界を設定すればいいのだ。そして内側を、全すべて理解する。その覚悟を持てばいい。

「内は外、外は内とし、正そうとするための義ただし。それこそが正義！」

　両手に力を込めた。引き抜けぬ剣というのは、片側だけしか見ていない。

「引いて駄目なら、押してみればいい!!」

　みしり、と、軋きしむような音が響いた。

　神剣がまず律を認めた。そこから全てが始まる。ただ認められて終わりではない。それは通過点だ。発揮された力は、振るわれなければ始まらない。律が心から必要として初めて、神剣は応こたえたのだ。

　神剣はズブンと、まるで水面を割るような柔らかさで地面に差し込まれた。その神しん威いで自らを戒いましめていた境界線を斬きった。神剣の存在は解放された。

　押し込まれた神剣は次に、その能力を発揮する。刃やいばの刺さっていた岩、そしてその周囲に、蜘く蛛もの巣のようなヒビが入った。あっという間にヒビ割れはもう一段階広がる。

　次の瞬間、石も土も木も全く関係なしに、全てが大音と共に断たれ、一斉に割られた。あらゆるものがその場に立っている力を失い、倒れ始める。

　その崩壊開始から正確に五秒、反射するように大きな地響きが返ってきた。剣の刺さった地面の、岩盤そのものがついに割れたのだ。

　この時点でもうすでに、剣はその全体を露出していた。剣の刺さっていた岩は、すでにもう跡形もない。ただの穴となっていた。

　割られて割られて割られて割られて、全てが細かな土となっていた。周囲への破壊がまだ続く中、律は巨大な剣を渾こん身しんの力で掲げる。それと共に辺りを襲った揺れは、律の立つ場所を中心に地面をめくり上がらせ、滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊する。大きな地割れが剣の抜かれた穴を中心に、四方八方へと一気に走った。

　――外に出て振るわれれば、やがて全てを滅ぼしてしまう力！

　立っているのがやっとの律も、大きな戦せん慄りつに襲われていた。これは確かに、抜けていいはずのものではなかった。ひときわ大きなガラスの割れる音に、律はその音の方角を見た。剣を守るように立っていた東西南北の四つの道場。それが軋み傾くように倒れていくところだった。破壊はさらに、大きく広がろうとしている。

　――もう誰だれも町には残ってないって言ってたけど。

　本当なのか律りつは心配になる。だが気がつくと、それを言ったマサビエール本人がいない。

「チビ先生――！」

　そうして律が上げた大声さえ、地の揺れる音にかき消される。

　ヒロが抜いてはいけないと言っていた意味を、いま律は現象として見ていた。確かにこの結果が正確に予想できていれば、道場生だらけのあの状況で抜いていいものではなかった。とにかく、破壊は止まらない。どんどん建物の倒壊は広がっていってしまう。

　だが神剣を抜くという、いつか誰かが行うべき決断。それに竜ドラゴンたちが何も備えていないわけではなかった。

　倒壊した道場建物を境に、突然、力の防波堤ができた。その向こうへの被害は、最初の数秒だけで完全に抑え込まれた。道場建物が一種の結界となり、周囲への破壊を防ぎ始めているのだ。

　やがてようやく、長いようで短い振動は終わりを告げた。

　もはや木は根本から抜けてひっくり返り、塀は倒れ、舗装された道路は小石を敷き詰めた砂じや利り道みちのようになっていた。地中からひっくり返されて砂場のようになった地面を歩き、小竜・マサビエールが律の元へ戻ってくる。

　彼女は二つのものを、律に差し出した。一つはあらかじめ用意されていた、神剣アレイオンの鞘さや。そしてもう一つは、大きく平たい木箱だった。

「これは――？」

　神剣アレイオンを手にしたまま、律は訊きいた。その問いにマサビエールは木箱を掲げ、応こたえる。

「この中に宿るのは宝。伝説の勇者の鎧よろい――千ち早はや城じよう」



　かつてミーミルという竜ドラゴンがいた。

　その姿をフヴェルゲルミルは、今でもまざまざと憶おぼえている。

　聡そう明めいにして勇敢な竜ドラゴンたちの長おさ。三ツ目の竜。

　彼女は勇敢に任務を果たし、その結果として人を殺し、人に消された。だからその後を、フヴェルゲルミルが継いだ。

　全すべてが終わってから五日後、ミーミルを消したという髪の長い男が、己の腰のただの剣を預けにやって来た。

　一目見た時から気に食わない。男の目を見てフヴェルゲルミルはそう思った。

　彼はフヴェルゲルミルの前に『長な川がわ律』という少女が現れることを予言した。そして彼女が必要とする時には、この剣を渡して欲しいと言ってきた。

　フヴェルゲルミルはそれを承知した。一連の出来事は、あの男が悪いのではない。そう理解していたからだ。

　力による正義とは全てが守られなかった時点で、もはや悪なのだ。長おさであったミーミルの処刑は正義の遂行に生きる者の宿命だ。

　――宿命だが、ではあの者に何が分かっているというのか。

　これではミーミルの誇りがあまりにも報われない。それが本心だった。

　そしてそれから五年後に現れた律りつもまた、酷ひどい有様だった。何しろ命令されないと、生命の維持すらままならない。あの男が律を、そんな風にしてしまったのだ。

　――欲で動けないということ。それは常に正義と、そして自分の行動の客観的正当性を考えているということだ。その結果として確かに律は、魔術的に有用な人間となった。

　だが『生きているもの』があれほど、苦しまなければならないものか？　そうフヴェルゲルミルは思った。

　それでいてなお、律に男の剣を渡したのは、彼が自らの名を名乗ったからだ。

　……そして律はその剣を、フヴェルゲルミルに向かって振るった。

「再上陸する巨人から討て！」

　フヴェルゲルミルは大号令をかける。地上は燃えており、その煙の間に揺らめくような巨人の影があった。

　三浦半島での侵攻阻止は失敗。瞬く間に東京湾内に侵入した巨人アルゴスたちは、しばらくして二手に分かれようとしていた。

　片方は当初予測された川崎を目指し、海の上を移動している。だがその中の一部、巨人六体が直進進路を取ろうと上陸を始めた。すでに港を破壊しながら海岸地帯を突き進んでいる。まるで一番乗りを競う、競争を始めたかのような行動だった。

　もちろん、攻撃の効果は出ている。

　最初は五十体いた巨人のうち、その数はすでに二十体ほどに減っていた。あらゆる面で竜ドラゴンは、敵アルゴスに勝っている。ただ一点、時として攻撃が素通りし、当たらないということを除いては。

　元から幽体でもあるアルゴスは、ミサイルだろうが炎だろうが、全く受けつけなくなることがある。そのため十回攻撃して一回ダメージを与えればマシという有様だった。何が基準となってそうなるのか、竜ドラゴンたちは見破れていない。今はとにかく攻撃の手数で稼ぐしかない。そういった状況だった。

　――だから海にいるうちはよかった。

　だが上陸されてしまうと、絨じゆう毯たん攻撃というわけにはいかない。

「隊長リーダー！」

　普段は気弱な南なん塔とう館かんの竜ドラゴン・アレトゥーサが、突然せっぱ詰まった呼び声を上げる。

　まだ戦いの最さ中なかだ。フヴェルゲルミルは素早く振り返る。

「何だ？」

「いま一瞬、空が歪ゆがんだ」

　幻術対策の類たぐいは、全すべて彼女に一任してあった。その報告に、全ての竜ドラゴンが振り向き、目をやる。

「何者の仕業だ？」

「不明。でもこんなことができるのは、天球儀会ソシエタス・スフアエラしかないと思う」

　それを聞いたフヴェルゲルミルは、無言で鋭い歯を軋きしませた。

　地上海上で手いっぱいのところへ、空でも何か別のことが起きようとしている。

「立体変動？　いや欠損しているのか？」

　確かに空間の歪ゆがみに合わせて、空の一角の雲が不自然にねじ曲がり始める。

「こんな時に空間断裂の出現!?」

　そう興奮する東とう塔とう館かん、セクアナの声に、隊長リーダーのフヴェルゲルミルは「落ち着け」と言う。

　ようやく自分たちの早合点に気がついた。この感じは、フヴェルゲルミルもよく知っている。天球儀会ソシエタス・スフアエラは関係ない。

「神剣アレイオンが抜かれたのだ。現れるのはその力！」

　直線で20kmキロ近い距離。それを一瞬で越えてくる者がある。

　その人工的な空間の裂け目から現れたのは、長な川がわ律りつだった。新たに着るのは白衣に緋ひ袴はかま――まるで巫女の装束のような『千ち早はや城じよう』。そしてその背には大剣。

「――やはり抜いたのは律か！」

　フヴェルゲルミルの声には単純な喜びより、屈折した感情が混じる。

　そうする間にも、竜ドラゴンたちと同じ高い空の中、高空に突如出現した律は、順当に落下する。だがそれに合わせ、律の纏まとう千早城が活動を開始した。

　可変硬化布で作られた律の装束は、厚みと重さを変えないまま、金属のように硬化する。

　そして上に着る白衣は前に、袴の一部が後ろに展開した後、両方が腰の部分で交差して前後を入れ替えた。

　緋袴だった布地は脛すね鎧よろいと胴どう鎧よろいとなり、上半身の白衣は大きな神剣を支える二本の腕と、左右一対の翼を形成。律の落下速度は急停止し、そのまま推進力に変換されていく。

　同時にこの物理的な機能以上に、千早城は城郭扱いされる真の能力を発揮した。律の魔術的な軍事力パラメーターを跳ね上げる。

「召集アセンブル！」

　律の呼びかけとともに、その周囲には小さな騎士型の人形、マーメットが出現した。その数はおよそ一万二千。二千ずつの六軍で、最初から千早城たる律の周りに、陣形を築いている。律自身は上陸したアルゴス六体に向かっており、それに対応した形なのは明らかだった。

　そして律はついに、背後に刀かけのように保持されている神剣アレイオンに手を伸ばした。その動作に合わせ、千早城の作り出した巨大な腕が動く。硬化部分の間には伸縮する布素材が挟まれ、これが律の思考に従って動き、作業を手伝う。巨大な剣を構えるという重労働を、機械のような巨大な腕が可能にする。剣を構えた律は、マーメットたちに指示を出した。

「突撃縦列ジヤベリン！」

　その号令で、それぞれ二千体で軍団を作るマーメットは融合し、一本の長い杭くいとなった。

　六軍全すべてで全六本。

　上陸したアルゴスまでは、まだ相当に距離がある。だが律りつは、神剣アレイオンを指揮棒のように振るった。

　神剣アレイオンは斬きったものをつなぎ合わせる。その場の空間を根こそぎ削って消滅させることができた。そしてこの能力は本来、兵員輸送のためのシステムなのである。

　神剣アレイオンの力により、空にいる律から上陸したアルゴス六体までの距離は消滅した。

　消滅している時間から復元までは、正確に五秒。

　形成された空間通路に、マーメットの杭六本がすぐさま突入した。アルゴス各一体に、巨大な杭が一本ずつ。

　突然出現した巨大な杭に、アルゴス六体ともが一斉に貫かれた。回避不能の攻撃を受けた巨人は、そのまま眠るように目を閉じ消滅する。上陸した脅威は、こうしてあっという間に片がついた。

　討伐を終えた律は、竜ドラゴンたちの編隊へ向けて進路を変える。そのことを確認したフヴェルゲルミルは小さく唸うなり、結界担当の東とう塔とう館かん・ネマウススに接近した。

「……すまない。悪いがしばらく指揮を執とってくれ」

「いいけど、どうしたんだよ？」

　突然声をかけられた金の竜・ネマウススの方は、驚いて聞き返す。フヴェルゲルミルは重い声で答えた。

「律が私を殺しに来る」

「来ないよ……」

　ネマウススは呆あきれた声で答えた。

「神剣は恨みなんかに、応こたえはしない。彼女は一つ成長したから、神剣と共にあるんだろう？　自分の弟子なんだから、もう少し信用したら？」

「だからこそ来るのだ！」

　フヴェルゲルミルの真剣な様子に、ネマウススはますます呆れる。しかし灰色の地ち龍りゆうはなおも言った。

「あれは伝説の『悪党』の城なのだから、来るに決まっている！　いや、来なければならない!!」

「悪党？　勇者じゃなかったのか？」

「この国では、猛たけ々だけしい者を悪党と言うのだ！　――任せたぞ」

　もはや無理矢理に指揮権を押しつけ、フヴェルゲルミルは飛行コースを変えた。その進路変更に合わせ、律の方もより小さなターンで飛ぶ方角を変更する。そしてものすごい速度で、フヴェルゲルミルを追い上げ始める。

　あっという間に空域を離脱して点になった一匹と一人に、他ほかの竜ドラゴンたちは目を丸くする。

「あの二人だけは、ホント分からない……」

　いつもは陽気な臨時リーダー・ネマウススは、言葉と共に嘆息する。他ほかの竜ドラゴンたちも呆あきれ顔で同意した。

「まあ、あの二人にとっては大事なことなんでしょう。足止めは私たちでやろう」

　先ほど最初に警告した気弱なアレトゥーサが言い、全員海上を見る。神剣アレイオンが飛んでいってしまった今、それが侵攻目標であったアルゴスたちもまた、戸惑っていた。どちらに進むべきか迷っている。

「まあ稼ぎ時ボーナスタイムなのは確かか。――攻撃を再開しよう」

　臨時リーダー・ネマウススは飛行を止め、翼を折りたたむと急降下に入った。いつも先陣を切る速度自慢のマトレスは、そのすぐ後に続く。竜ドラゴンたちは一斉に、海上の敵へと肉薄していった。



　離脱したフヴェルゲルミルの後方から、律りつの放った空間断裂が来る。神剣アレイオンの斬撃は本来、兵員輸送の手段である。しかしそのまま対象を巻きこんでも、当たり方によっては致命的な一撃となる。体の半分を空間ごと消し去られて、生きていられる生物などいるわけがない。

　そして律の方は、最初から手加減はしていない。彼女の考えがフヴェルゲルミルの考える通りなら、律がフヴェルゲルミルを殺すことは、政治戦略的にはありなのだ。だからその殺意には、ためらいがない。

「……実際、抜かせるつもりではいたし、そう教育してきたが」

　新たな右の翼を狙ねらった長距離からの空間断裂を、フヴェルゲルミルはギリギリでかわし、長い舌を打つ。

　――こうもあっさり扱われると、さすがに焦る。

　そう考えた途端、フヴェルゲルミルは右の視界の端、至近に律の姿を見つけ、本当に慌あわてた。今のは攻撃ではなく、移動だ。

　律が振り下ろす大きな剣を、竜ドラゴンは何とか身をひねって避よけた。この複雑な空中機動は、空に生きる者の特権だ。さすがに律も追えない。フヴェルゲルミルは転がり逃げるような無様さで、どうにか一いつ旦たん距離を置く。

　とにかく今の律は、攻撃と移動の区別がつかない。これは武術においても基礎の基礎であり、こうして敵対するとなれば、厄介この上なかった。

　そうこうするうちに、こちらへ進路を合わせた律が、またしてもアレイオンを構える。

「……だが私も、大人おとなしく殺されるつもりなど毛頭ない。覚悟はしてもらう！」

　そう宣言し、竜ドラゴンはついに律へ向けて炎を吐いた。直線で伸びる炎は、律がどちらへ逃げてもそれを追尾できる。この凶悪な一撃でフヴェルゲルミルは多くの仇きゆう敵てきたちの命を奪ってきた。

　だが真まっ直すぐに正対した律は、振るったアレイオンの空間断裂で、炎を空間ごと消し去った。消し去った分の空間を飛び越えて、至近真正面に現れる。

　――しまった。

　律りつの気勢と共に、真正面から伸びる切っ先を、フヴェルゲルミルはかろうじて避よける。だが懐ふところに入られている時点で、押されている。律は叫んだ。

「改めて問う！　お前たちはなぜ、天球儀会ソシエタス・スフアエラと戦う？」

「語らぬ！　真実は野心を揺り動かし、人の世を乱す。人間程度には聞かせぬ！」

「竜ドラゴンはそこまで、人を信じられないということか？　敵を目の前にして、まだ裏切られるのが恐こわい！」

「事実、裏切るのだ。国のため、仲間のためと、目的が匿名の集合となれば、人間はそれを欲ではないと言い、何でも正当化する！　――そういう『当然』を盾に、世界というのは動いてしまうのだ!!」

　律の表情が変わった。その理由がフヴェルゲルミルには分かる。立たつ木きヒロがそうやって動き、だから律はこの場へやって来た。その程度の事情など、とっくに見抜いている。

「後づけで理由をもらいに来たのだろう、律！　だがお前の行動は、もう始まってしまったことの辻つじ褄つま合わせにすぎん。立木ヒロのために我々から正義という後押しが、今さら欲しいだけだ」

「違う、必要なのは真実だけだ！　お前たちに媚こびる気はない!!」

「ならば真実を聞いて竜ドラゴンを悪と判断した時、お前はどうするのだ！」

「その時は全すべての竜ドラゴンを叩たたき斬きる！」

　フヴェルゲルミルはニヤリと笑った。これも分かっていたことだ。そう。律はフヴェルゲルミルを殺してしまってもいい。竜ドラゴンを滅ぼせば戦いは終わり、立木ヒロの介入もまた成立しない。だが――。

「力を手にし慢心したか、律！」

　怒りと共に振り上げた尾で律を打つ。予期せぬ角度からもろに一撃を浴びた律は、その強打に口の中を切る。いや実際はそれ以上の大ダメージが、全身の関節に加わったはずである。千ち早はや城じようという鎧よろいがあるからまだいい。生身の人間なら五体はバラバラだった。

「たかが人間ごときが、勝てる相手と思ってか!!」

「負けるなら……」

　墜落しかけた律は飛行姿勢を立て直し、ひとまず迂う闊かつな接近のしすぎを改めた。そして言う。

「勝てないなら、戦って死んで、王国に幕を引く。もちろんいろいろと不都合は起きるだろうけど。それでも行動する前に力を失えば、彼らは悪に与くみした裏切り者にはならなくてすむ」

「愚かな！　実にバカげた覚悟!!」

　フヴェルゲルミルは牙きばだらけの口を開き、律に突進をかける。この動作は速い。これに対して空中での機動は全く劣る律は、すぐに逃亡を決めた。アレイオンを振るって空間断裂の通路を作り、その中へ飛び込む。敵との距離は開くはずだった。

　だが通路の消滅寸前に、竜ドラゴンもまたその中へ飛び込んできた。

「そんなことが――」

　距離は全く開かない。そして律りつはアレイオンを新たに構える間もなく、後ろから竜ドラゴンの爪つめに捕まった。掴つかまれた途端、大きな衝撃が律を襲う。

　――殺される、のか？

　報いとしては当然である。そういう『力』に律は刃向かった。その自覚はあった。大きな津波のような巨大な力に、両手を広げて立ち向かったのだ。無謀には死しかない。

　――いや、この結果は最初から予定されていたことなのだろう。

　唐突に律は、そう思った。

　竜ドラゴンは剣を引き抜こうとし、それが自分たちではできず、代わりに人間を育てた。それは家畜の飼育と何が違うのか。そして律は狙ねらい通り、剣を引き抜き、わざわざ持ってきてやったのだ。竜ドラゴンは律を殺して剣を手に入れる。馬ば鹿かな話だった。律はまた利用されたのではないのか？

　いつものように、『あの目』が見ていた。

　律はまた欲望に負けた。仲間を救うという欲に負けたのだ。それを『目』は見ていた。

　ただその欲で、誰だれかを見殺しにはしなかった。救えたはずだ。その裁定は、正しく下ることを律は願った。覚悟を決め、目を閉じる。

　真っ暗な世界。最後の最後まで、律は孤独の中にいた。

「……なぜ寝るのだ。いや気絶しかかっているのか？」

　不可解という師匠の声に、律はようやく目を開ける。

　竜ドラゴンは律を手に掴んだまま長い首だけで振り向き、律の顔を覗のぞきこんでいた。ようやく律が目を開いたのを見て、フヴェルゲルミルはその手を離した。

「真実を話す。剣はそのままで、まずはついてこい。敵アルゴスとの決着はまだついていない。話は移動しながらだ」

　律は不可解な思いで、油断なく神剣を構えたまま、ひとまず言われた通りにする。竜ドラゴンの方は構わず語り始めた。

「最初に基礎的な事実を確認しておく。まず天球儀会ソシエタス・スフアエラは《大陥落グレート・フオール》に際し、魔力の穴の向こうにあった空間『アッシャー』を押さえた。その際に投入されたのが、漆黒の異キ形マ生イ物ラ。我ら竜ドラゴンの天敵たる怪物だ。だが異キ形マ生イ物ラはこの十二年間、野生化した一部を除き姿を現さない。この戦いには駆り出されていないし、天球儀会ソシエタス・スフアエラの本拠地にもいない。では奴やつらは、どこへ消えたか？」

「……穴の向こうにあった空間へ、ですか？」

　今の話の中では、もうそこしか残っていない。竜ドラゴンは頷うなずいた。

「そうだ。だがそこにはもとより、人の住む世界があった」

　律は一瞬、その意味が分からなかった。だが徐々に理解し、青ざめる。

「つまり侵攻先があったと――十二年前の《大陥落》と同じ状況が、ずっと続いている人々がいると、そういうことですか？」

「いや、もっと悪い。理由は分からんが、天球儀会ソシエタス・スフアエラは自分たちの作り出した怪物たちに、人間を襲わせ、積極的に食わせている。その行為を奴やつらは、最難関学問メギストン・マテーマなどという気取った名前で呼んでいるのだ。お前が手にする神剣アレイオンも、敵の手に渡れば物理通路の形成装置として使用される。『アッシャー』へと送られる異キ形マ生イ物ラが単純に倍増する。――そういうことだ」

　律りつは自らが手にする大剣を見る。あの妙な道化師の組織は、この剣の力を怪物の輸送手段として使おうとしているのだ。人を襲わせるために。

　竜ドラゴンは言う。

「奴らの最終的な目的が何なのかは、まだはっきりとはしない。ただ事実として、今この瞬間も、大勢の人間が殺されている」

「――しかしそれが真実なら、なぜ隠す必要があるんですか？　天球儀会ソシエタス・スフアエラはすぐにでも、全世界の力を結集し、滅するべき敵！」

「……だが世界にはその程度のことというのは、いくらでもあるのだ、律。人々はこの事実を、関係のない場所で起きた、一部の不幸な人々の出来事としか見ない」

　フヴェルゲルミルは心底怒った声で言った。

「そして悪と知りながら与くみする者が、人間の中から必ず出る。出ようとしているし、すでに出ている。天球儀会ソシエタス・スフアエラの巨大な力に、目がくらむのだ」

「まさかそんな！」

　しかし師匠の竜ドラゴンは首を振る。

「事実そうなのだ。では今すぐ我らは全戦力を率い、奴らを滅ぼすか？　だが十二年前は負けた。今でも拮きつ抗こうするのがせいぜいだろう。そして争いが長引けばやはり、それを利用して上う手まく立ち回ろうとする者が出る。そうなれば世界は荒れ果て、混こん沌とんの坩る堝つぼとなるだろう。我々に現実的な決定打が見つかるまでは、迂う闊かつに口にはできぬことなのだ」

　再び海の上に、巨人・アルゴスの姿が見えてくる。もう到着する。律は顔をしかめ、そして師匠に訊きいた。

「ならば一つだけ。天球儀会ソシエタス・スフアエラは悪、それ故に戦うのは正義と、竜ドラゴンは保証することができますか？」

「事実なのだから、必然的にそうなる。竜ドラゴンがというのではなく、万物との共通認識としての正義を得られる。――ただし闇やみに埋もれなければだ。欲で動く者が増えれば、事実は闇で塗りつぶされる。その隙すきを与えないよう、一気に畳みかけるチャンスを、私は待っている」

「分かりました」

　律としてはもう満足だった。結果論なのは指摘された通り。しかしヒロの行動の正当性は、確保できる。天球儀会ソシエタス・スフアエラに勝つ限りは。

　再び律りつは神剣アレイオンを構え、巨人であるアルゴスたちの目前に向かう。巨人たちの頭の表面を回るいくつもの目が、彼らの捜し求める神剣へと注がれた。

「お前たちの求めるものはここにある。欲しければ追ってこい!!」

　そう告げると律は、進路を岸から離れる方――南東方向へと取った。その姿を追ってアルゴスたちもまた、一斉に進路を変える。だが。「まあまあ皆さま、お待ち下さい！」

　その呼びかけに律を追おうとするアルゴスたちは立ち止まった。今度は声の主を振り返る。

　港湾施設のクレーンタワーの上に立つ男がいた。その男、道化師トリンキュローは、厚化粧の唇を大きく歪ゆがめ、笑っていた。



    

  
    
      
第六章





　――ついてこない!?

　すぐそのことに気がつき、律は空中で反転して引き返した。巨人たちはいつの間にか、港湾施設のある一点を見たまま停止している。その巨人たちの視線の先には、天球儀会ソシエタス・スフアエラのトリンキュローの姿があった。

「ちょうどいい……！」

　空中で制止した律は、大声でトリンキュローに向かって言った。

「天球儀会ソシエタス・スフアエラの者。どうせお前には、訊きかなければならないことがある！」

　律の言葉に「何でございましょう？」と、道化師トリンキュローは行儀よく聞き返した。

「お前たちが怪物に人を食わせる実験をやっているというのは、本当のことなのか？」

「おお、邪悪な竜ドラゴンに吹き込まれたのですか？　しかしそれはあまりにも、一面的な見方なのでございます。そもそも我々が目指すところ――」

「黙れ、要点だけを言え！　――では自らが作った怪物に人を食わせているというのは、竜ドラゴンの嘘うそなのか？」

　トリンキュローは上目遣いでニヤニヤと律りつを見て、そしてニコッと笑った。

「いえ本当でございますよ！」

「だったらお前たちの事情は関係ない！　そういうことを、ボクは許容しない!!」

「……一方的に交渉は決裂でございますか」

　アラアラと口を縦に開いたトリンキュローは、頬ほおを撫なでる。そして自分で自分の頬をつねる仕草をすると、一いつ旦たん両腕を下ろして、次に水平に腕を振った。

「ではアルゴスよ！　お前たちに新たな指令を与える!!　今すぐ上陸作戦を敢行する。地上に横たわるありとあらゆる全すべてを、破壊せよ！」

「なっ！」

　律が――そしてフヴェルゲルミル以下の竜ドラゴンたちも、驚きの表情を浮かべた。

「どういうことだ！　神剣アレイオンは、ここにある。お前たちの目的は、この剣じゃなかったのか？　今さら陸地に上がってどうするっていうんだ！」

　律の問いにフヴェルゲルミルも続く。

「卑劣な、戦いの目的を忘れたか!!」

　怒り狂い、トリンキュローのいる場所へ炎を吐いた。しかし道化師は人間離れした跳躍力で高いクレーンタワーから、倉庫に積まれた資材へと飛び移る。

「ほう、ではあなた方と決闘しろと？　ああしかし、我らに大空に飛び立つ翼などないのでございますよ。――それをいいことに、随分と好き勝手にしてくれたと、アルゴスの皆さまもお怒りなのですが……」

「知るか！」

　フヴェルゲルミルは再度攻撃。しかし道化師は、港湾施設を走り回ってその攻撃をことごとく避よける。そしてそうしている間にも、アルゴスたちは上陸に向けて動き始める。

「ワタクシはワタクシの手の内で、取り引きしたいだけなのでございます」

「どこまでも卑劣だな」

「ただの戦争でも、よくあることでございましょう。――さあさどうですか、国際連合の皆さま。市街の破壊を免れたい？　ならば神剣を渡していただきましょう」

「断る。――敵はまだ海上だ。陸に上がる前に、全て討ち漏らさず、倒せ」

　フヴェルゲルミルの号令に、竜ドラゴン、そして律は猛攻撃を開始した。上陸で渋滞気味なアルゴスは次々と炎やマーメットの杭くいに打ち抜かれ、消滅していく。

　トリンキュローは「野蛮でございますねえ」と肩をすくめる。

「……そもそも無駄なのでございますよ！」

「全滅しかかっておいて、偉そうに!!」

　律は上空から叫び返すが、フヴェルゲルミルの方は弟子よりも、トリンキュローの危険性を理解していた。

「もったいぶるな！　手の内を見せたらどうか!?」

「まあ、頃ころ合あいでございましょう」

　道化師トリンキュローは右手の指を『パチン』とキザに鳴らす。それを合図に道化師の背後には、アルゴスの巨人が現れた。まるで幻のようにゆらりと立ち現れ、次の瞬間には現実の存在となっていた。

「――48、49、50！　フヴェル、数が合う。これはこれまで倒した巨人たちだ!!」

　竜ドラゴン・ネマウススの報告に、律りつは途方にくれた。フヴェルゲルミルも信じられないように唸うなる。

「……復活だと!?」

「いいえ！　最初から倒されていないのでございます。もとより消滅すれば倒したなどというのは、どこの誰だれサマが決めたルールでございますか？　彼らは大きなダメージを受ければ、完全なる幽体へと返る。しかし再び祀まつり直せば、この世に現れ出いでるのでございますよ!!」

「――ッ、だったらどうした！」

　フヴェルゲルミルは叫ぶ。

「何度やっても同じだ、破壊者！　再び幽体という夜の国に帰るがいい!!」

　しかしトリンキュローは、口の前で「チッチッ」と指を振り、歌うように「フフフハ」と笑った。そして再び指を振る。

「神剣拾いという棒取りゲームは、もうお終しまいでございます！　すでにそちらのルールでやるつもりはないと、言っているではありませんか。景品は自らこの場へやって来たのです。さあ次は、我慢大会と参りましょう！」

　道化師はそう宣言すると、両手を空に掲げ、クルクルと奇妙な踊りを始めた。

「『王国』という合一の魔法――そのあり方は、一つや二つでもない。巨人の国、アルゴスの皆さまを祀った今までを止め、ここにお祭上げまつりおさめいたします。これぞまさに道化の仕事。さあ個は個を失い、祖霊として、アルゴス・パノプテス全てを見る者として、一つの偉大なる国かみとなっていただきましょう！　昼の目と夜の目を持つ、死角なき完かん璧ぺきなもの！」

　五十体いる巨人たち。その巨大な二つの目は、道化師の言葉が進むに従い、取りつかれたような半はん眼がんとなっていく。それと共に体は実体を失ったように薄くなっていき、同時にふわりと浮かび上がった。そして一体が二体と合わさり、三体が四体と合わさり、徐々に大きな球となりながら、空へと昇っていく。

　どういうつもりかは分からない。しかし何かが起きることははっきりしている。

　竜ドラゴンたちも後を追いながら、球状のアルゴスに向かって攻撃を開始した。しかし半分幽体化している敵に、あらゆる攻撃は素通りしてしまう。そして結局、有効な手を打てないまま、百の目玉が張りついた巨大な球が完成してしまった。

「何なんだ、これ……」

　律が呟つぶやくのに合わせるかのように、ポコリと巨大球の表面で泡が立った。何事かと思う間もなく、目玉球の表面は粘液のように柔らかくなる。そして氷柱のようにスルスルと、二本の筋が地上へと下りてきた。柔らかだった表面は徐々に形を形成していき、左と右の足となる。

　次には左右に張り出した両腕が発生し、一番最後には球の頂上に頭がひねり出された。最初は子供の粘土細工のようだったアルゴスは、徐々に逞たくましい男性の体型へと変異を始める。その体には一面の、目の模様だけが百個、そのまま残る。

「十ど十ど目め鬼きだな。これがアルゴスとは」

　融合を止められなかったフヴェルゲルミルは、苦にが々にがしげにいう。だが律りつの口から漏れたのは、もっと別の言葉だった。

「――そんな、大きいと言ったって！」

　再び人の形となったアルゴスは、もはや『直立した山』そのものだった。一つとなって真の姿となったアルゴスに比べれば、律の大きさなど誇張を抜きに蚤ノミほどもない。あれだけ巨大に見えていた竜ドラゴンたちですら、ヤモリの子供程度の大きさだった。何しろ胸と腹の間が、その後ろの富士山と同じ高さなのだ。

「目測で全長５０００ｍメートル！　腕を振り上げれば世界の屋根ヒマラヤ山脈に届く」

　速さ自慢の竜ドラゴンマトレスが、そう報告する。

　だが呆あつ気けに取られていた律は、すぐに気を取り直し、自分に活を入れた。大きさなど、どうということはない。いま律が手にする剣は、地殻をも破壊する神剣なのだ。

「的が一つなら、好都合――！」

　そう叫び、巨体に向かって突撃する。

「召集アセンブル！」

　飛びながら再度、大量のマーメットを呼ぶ。

「密集隊形フアランクス！」

　指示と共に、一万二千体のマーメットは、今度は六枚の巨大な壁へと融合して姿を変えた。これはいざ攻撃を受けた時の盾とする。律は神剣アレイオンを手に、空間の跳躍に入った。

　しかし一度飛んでみて、全く巨人に近づいていないことを知る。もう一度、今度は大きく跳躍。だが今回は、目の前から巨人の姿が消える。行きすぎてしまったのだ。

　――距離さえ読み違えている!?

　やるべきことは変わらないはずだと奥歯を噛かみしめ、律は反転すると再度、敵に向かい突き進む。だが壁のような巨人の背に集中していた律は、巨人の全身を覆おおう百の巨大な目の変化が視界に入らなかった。

　まるで波打つように、巨人は開いた目と閉じた目を入れ替えていく。

　――今度こそ、届いた！

　巨体の表面へ神剣を突き立てんというその瞬間、巨人の姿は急速に薄れ、律の目の前から消え失うせた。

「！　何が!!」

　律は剣を携えたまま呆ぼう然ぜんと、突然何もなくなった空間を飛ぶ。

「どうなって――」

　次の瞬間、石油コンビナートのあった港の一角が、地盤沈下のように大音を立てながら沈み込み、次いで爆発。巨大な炎を夕空へ向かって吹き上げた。地上にいれば、本当に何が起きたのか分からなかっただろう。しかし上空を飛んでいた律りつには見えた。突然、足跡だけが出現したのだ。そしてその足跡に合わせるように、先ほどの巨人の姿が出現する。



「ひるむな！　出てきたのだから、狙ねらえばいい！」

　フヴェルゲルミルが攻撃命令を出す。竜ドラゴンたちは一斉に炎を放った。だがすぐにアルゴスは幽体の姿へと戻る。

　またしても姿が薄れ、見えなくなった――そう思った途端に、再び地盤沈下のような現象。今回はコンビナートの奥側にあった工場が、完全に倒壊し真っ平らになる。最初に破壊されたコンビナートからは石油が漏れだし、それに移った火が海にまで張り出して燃え広がっていく。

　――ここまで一方的ということがあるか？

　フヴェルゲルミルは焦る。

　アルゴスからの地上への攻撃は致命的な破壊をもたらし、竜ドラゴンたちの攻撃は当たらない。当たってもひっかき傷程度の効果しかない。

　――無理だ。

　どうしようもないという諦あきらめの空気が、他ほかの竜ドラゴンたちの目に漂う。敵には弱点がない。しかし竜ドラゴンが呆ぼう然ぜんとしているからといって、アルゴスは攻撃をやめたりしなかった。第三の足跡が出現し、また新たな火の手が上がる。

　空にいる竜ドラゴンたちの元へ、トリンキュローの挑発する声が響き渡る。

「どういたしますか！　神剣を渡すのか。――それとも東京の全すべてが更地となるまで、続けるのですか!?」

　幻術の類たぐいであるこの声に、竜ドラゴンたちは返す言葉がない。敵はこれぐらいのことを、いつでもできたのだ。敵の力を、見誤った。

　しかし。

　幽体となって消えていたアルゴスが、先ほどとは違うタイミングで実体化してくる。まるで何かから逃げ出すかのような様子だった。先ほどまではなかった傷を受け、その傷をかばうような姿勢。

「何だ――？」

　フヴェルゲルミルは目をこらした。煙の立ち上るその傷跡は、文字の形に刻まれている。

『諸君ら、為なすべきを成せ』

　その字を見て、フヴェルゲルミルはハッとなった。

「これは――ミーミルの文字ではないのか？」

　愕がく然ぜんとする。

　律りつが「ミーミル？」と訊きき、フヴェルゲルミルは説明する。

「十二年前、お前の目の前で幽体化された、我々の長おさだ。長もまた幽体の身。そんな姿でありながら、事態を察して戦っているのだ」

　全員が、奮い立つ。フヴェルゲルミルは吼ほえた。

「力の差がどうあれ、我々のやるべきは、決して変わらない！　全員、再突撃だ。敵を海に追い落とす！」



　麻あさ奈なは結局道着姿のままで、家へ帰ってきた。まず真っ先に向かったのは居間。そこではセシリアがテレビを見ていた。状況把握に努めているらしい。

　竜ドラゴンと巨人の戦いは、まだ距離があるとはいえ、ヒロの家からも直接見える事件だ。ただ具体的にどこで何が起きているのかは、さすがに判断できない。

　そして一般市民などはすでに避難のため、移動を開始している。その情報提供のため、テレビは割と正確な被害情報を映し出していた。

　麻奈はセシリアに訊く。

「具体的なこと、把握してもらえているでしょうか？」

「うん――。何とか」

「ではいよいよ、『例の策』を実行しようかと思います」

　セシリアは驚いたように、麻奈を振り向いた。

「え、今？　――うん。構わない、準備はできてる。でももう？」

「立たつ木き君がこの事件に関かかわることを、決めてしまいましてね。構いませんか、女王？」

　セシリアはその呼びかけに、緊張したように大きく深呼吸した。

「うん。それならやろう。ヒロが決めたんだったら、それは正しいことだよ」

「では地下室へ行きましょう。『ブリュースター式反射境域』を稼働させます」

　セシリアは頷うなずき、促す麻奈に従って地下室へ向かう。

「しかしそれにしても、あなたたちは……」

　木目張りの廊下を歩きながら、麻奈はセシリアに言う。

「何？　私に関係ある？」

「はい。ヨアルリ復活を優先した理由です。立木君から聞きました」

　言われたセシリアは、バツの悪そうな顔をした。当たり前だがセシリアも協力者であり、当事者だ。全すべて知っていた。麻奈は、苦にが虫むしを噛かみつぶしたような顔をする。そうでなくとも、隠し事をつくられるのは嫌いだ。ではなぜ隠そうとしたか。それはそれで、麻奈には分かるような気がした。

「全く馬ば鹿か馬ば鹿かしいことだ……」

　呟つぶやくように言う。

　――要するにヒロは照れているのだ。

「……まあ、男が女を守るということは、自分の子をつくれということですからね。そういうことを言う甲か斐い性しようがなくて、コソコソ守ろうとした」

「こ、子供！」

　セシリアは赤くなって慌あわてるが、「違いますか？」と麻あさ奈なは逆に訊きく。

「男女とはそうあるべきだし、それでいいと思います。私の師であった『彼』も、そういう風に世界を捉とらえていた……」

「極端……だと思うよ。間の部分が、飛ばしすぎ。そこが結構、重要と思う」

「そうですか？」

　麻奈は変な話だと首を傾かしげる。

　だが反論されても自分の方がおかしいとは、絶対に思わないのが麻奈だった。そのあたりが分かってきたセシリアは、もう反論しない。麻奈に続いて作ったばかりの地下室への階段を下りた。

　先を行く麻奈が、地下室の照明をつける。あちらこちらに反射するまぶしい光で、室内は一瞬で真っ白になった。二人は目が慣れるまで、何度も瞬まばたきする。

　そこには、普段稼働させていない魔法の鏡を使って作った、巨大な装置があった。回転式のドラムに鏡が連結され、万華鏡のような三角柱を八十個作る装置。

　名は『ブリュースター式反射境域』発生装置という。セシリアの鏡を使って、仮想上の国土面積を爆発的に増やすという装置である。

　そもそもがヒロを王とする国『荏えの原はらの新国』は、国土面積が極端に小さい。これからも増やせる予定がない。だから降り注いだ魔力はすぐに排出する穴――つまり二ヵ所の魔力スポットに向かう。しかしこれも小さい。このことはヒロの王国がこれから抱えることになる、慢性的な悩みだった。流れ込む量に対して、排出量が少なすぎるのだ。全体の魔力の流量が、魔力スポットの性能によって制限されてしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      　そこで麻あさ奈なはセシリアと組み、魔力の貯水池としてこの装置を完成させた。

　この装置は最大展開すれば、関東平野の三倍に当たる国土を、擬似的に作り出すことができる。この理論上の土地が魔力であふれるまでの間、ヒロたちは全力で魔力を行使できるのだ。そして用が済めば数ヶ月かけて、この魔力を排出すればいい。

「……我ながらいい仕事だ。これで文句を言う王はいないでしょう。やっと魔術師らしくなってきましたよ。……そもそも殴りあい、蹴けり合いをするのが、魔法使いの仕事ではありませんからね。稼働の準備に入りましょう」

　フフフ、と不気味に笑いながら、麻奈は自画自賛する。しかしそれを隣で聞くセシリアは、「何か恨みがましいなあ……」と困った顔で呟つぶやいた。

「どうかしましたか？」

　耳に入ったのか、麻奈が振り向く。この際だからと、セシリアは頷うなずいた。

「うん。……あのね、アサナはヒロをいじめすぎるから。ヒロも嫌われていると思ってる」

「そうなんですか？」

「お互い態度には出ないし、ヒロも、自覚してないかもしれないけど。感覚の問題として、ね。気持ちの問題は、必ず行動に出るものだから」

「なるほど……」

　装置を調整しながらとぼけた表情で言う麻奈は、ふむ、と唸うなる。

「まあ、私が守られたいのは『彼』だけだ。立たつ木き君は取り引き相手であって、別に守って欲しいとは思っていませんし。――まあしかし、彼は私たちの安寧を求めて行動を起こしたわけで、それはつまり立木君が、私を守ろうとしているということで……」

　そこまで言って「どうでもいいか……」と思考を打ち切る。「準備終了」を告げたセシリアは、そんな麻奈に『困った人だ』の顔。

「まあ今回は守られてやるとしますか！」

　麻奈はスイッチをポチッと押した。

　大量の鏡が最終微調整を施した位置へと移動し、地下室はそれぞれが増幅しあう白い光で満たされた。

　荏えの原はらの新国は爆発的に国土を拡大し、そこへ大量の魔力が流れ込み始める。



　――何かが来た！

　国道１３４号線を南に走る車の中。ヒロは自分の両手のひらに目をやった。具体的に目に見える何かが起こったわけではないが、カドゥケウス伝令使の杖を通じて、感じる何かがあった。

　ハンドルを握る出海いずみは、そんなヒロの様子を横目で盗み見る。

「真ま名な辺べ麻あさ奈なが、また何かやったのかい？」

「やあ、……うん。多分そうだと思うんだけど」

「君もよく、あんなのとつるんでいられるね。しかも彼女を守るために動く、か。僕には信じられない」

　出海いずみに仲間のことを悪く言われ、ヒロは反射的に言い返したくなった。だがすぐに適当な言葉が出てこない。

『そんなことないよ！　彼女は本当はとってもいい人だよ!!』――というのは、何か全然違う気がする。第一嘘うそくさい。

　結局ヒロは、自分の感覚に従って、素直に答えることにした。

「……要するに俺おれたちは、『お互い様』ってことなのかな」

　その答えが気に入ったのか、出海は陽気に笑った。

「なるほどね、それは気が利いている」

「いや実際、困ると思うんだよ。真名辺さんが俺に守られるっていってもさ」

　ヒロの言葉に出海は「何で？」と返す。

「いや、女の子を守るって、自分の子供を産んでっていうことだからさ。俺がやっても押しつけがましい女性主義フエミニズムと同じで、うっとうしく思われてるのかなって」

　その言葉に運転中の出海は、首をひねる。

「……面白い発想だね。つまり立たつ木き君は性豪なのかい？」

「いやナニ言ってるのか、分からないし……」

　何だかなあと、ヒロは腕を組む。

「真名辺さんが薦すすめてくれた本に、そう書いてあったんだ。っていうことは、真名辺さんもそういう風に考えてるのかなって」

「なるほど。やっぱり変な女だ。――ちょっとラジオつけてみるけど、いいかな？　情報を仕入れたい」

　どうぞ、とヒロは言う。

　もっとも、ヒロ自身はあまり意味があるとは思えなかった。実は先ほども情報収集しようとしてカーラジオをつけたのだが、報道は避難情報の繰り返しだ。すでにヒロたちは三浦半島の西側に入っているが、ここは真っ先に避難対象地域となった場所だった。すれ違う車すら全くないので、道路状況が必要というわけでもない。

　それにアルゴスが合体するという大変化の方は、移動中に直接肉眼で確認できた。そして巨大化した巨人を攻撃する竜ドラゴンの様子も、ずっと見ている。

「目新しいことは、言わないか……」

　言いかけて出海は、ちょっと眉まゆをひそめた。ヒロも聞き耳を立てる。ラジオの流す情報に、少しだけ新情報が加わったのだ。大きな剣を持った生身の人間が、戦いに参加しているという。それを聞いて、出海は哀れそうに首を振った。

「レポーターは混乱しているね。いや錯乱しているのか？　相手は高さ５kmキロだよ？　どういうことだろう？」

「いや、大きな剣を持っているっていうなら、長な川がわさんのことじゃないかな……」

　自分で言いながら半信半疑だったヒロだが、それが徐々に確信に変わり、頷うなずく。

「長川さんが動いたんだから、俺おれの方も思う存分やってもいいってことだ」

　一方の出海いずみは、冗談じゃないと首を振る。

「全く君は、言いきるね……。とはいえ確かに、富士山よりデカイ敵に剣で斬きりつける人間というのも、あそこの道場以外ではいないか。――さてそろそろだ」

　出海は国道を急ハンドルで折れ、山側に入った。ヒロたちが向かおうとしているのは、先ほどから動かないもう一つの巨人、『秋あき津ず洲しま』の元だった。本州島を構成する生存物質エレメントの付つく喪も神がみ。車が向かう先に、その頭がある。山林の中だが、上う手まい具合に顔のそばまで車を寄せることができた。

「さて、ついたよ。あとはお手並み拝見だ」

　出海の言葉にヒロは「どうかな」と返し、停止した車を降りる。次の瞬間には、その手元にカドゥケウス伝令使の杖があった。左側は手首を覆おおう巨大な籠こ手て。右側も同じく手首を覆うが、こちらの手のひら部分は狙ねらいをつけやすいよう『握り』となっている。そしてその両方には、螺ら旋せん溝こう入りの鉄柱が接続されていた。

「……」

　ヒロが念じると次の瞬間、左右の腕にあったカドゥケウス伝令使の杖は勝手にヒロの両腕を離れ、一つに重なった。

　鉄柱部分が連結されて一本の長い杖じよう身しんとなり、それぞれの籠手部分も柱の上を移動して組み合わされ、一ひと塊かたまりにまとめられる。最初にヒロの前に現れた時と同じく、カドゥケウス伝令使の杖は杖つえとしての姿を取り戻した。

　それを地面について、ヒロは大声で巨大な秋あき津ず洲しまに訊きいた。

「あなたはなぜ動かない!?」

　そう大きな声で呼びかける。

　人の形をした神は、人と交渉する気でいる。そうヒロは考えていた。別に手続きなど踏む必要はないのだ。言葉も通じるはずとヒロは考えた。

　そのまましばし待つ。長い沈黙が続く。数分の間、ヒロは待った。

　そしてついに、秋あき津ず洲しまは答えた。山々に響き渡るような、凛りん乎こたる声。

『……盟約により。命に縛られている』

「盟約？」

　首を傾かしげるヒロに、自分も車を降りてきた出海は、助け船を出す。

「『京都』の人々との盟約さ、立たつ木き君。いま府中の屋敷にも、京都情報隔離地区からの神じん祇ぎ官かんが来ているらしい。その人間がここで待つよう、命令を出しているんだ」

　なるほどとヒロは納得して、さらに訊く。

「それではなぜ、先ほどはアルゴスに向かっていったのか？」

　また解答まで、いくらかの時間がかかる。

『――我々の《最も古き盟約》を守らんがため。だが夷い狄てきに触れること敵かなわず、《最も古き盟約》は潰ついえた。ゆえに新しき盟約に従い、ここに留とどまる』

　夷狄というのはアルゴスのことだろう。ヒロはしばし考え、慎重に訊きいた。

「最後に答えて欲しい。――あなたは、どうしたい？」

『最も古き盟約に従う』

　今度の答えは早かった。やはりそうかとヒロも思う。

「ならば、こちらは、あなたが《最も古き盟約》に従うための方法を、提供することができる。それをもって、あなたと《最も新しき盟約》を結びたい」

『条件は？』

「こちらの要求する条件は、現在の盟約を破棄すること。こちらが提供するのは、正しく義よきことを実現するための体」

　そう言い切ってしまっていい。そうヒロは考えていた。律りつが動いたというのは、そういうことだ。もしも全すべてがヒロの勘違いなら、ヒロは今後この巨大な神に、一生祟たたられることになるだろう。

　一方の秋あき津ず洲しまは、またしても沈黙。それは思考しているのか、それともすでに拒絶しているのか。今度は長い。

　出海いずみは肩をすくめた。

「……京都の命令に上書きさせるなんてのはね。無理なんだよ、立たつ木き君」

　だがその言葉と同時に、秋あき津ず洲しまは動き始めた。ただ体を動かしただけで、風が鳴り周囲の木立がざわざわと一斉に騒ぐ。

「馬ば鹿かな、停止命令を破るのか。――そういうことが、できるのか！」

　驚く出海は、ヒロを振り向き厳しく言った。

「立木君。これは成功するべきではなかった！　『京都』を敵に回したら恐こわいよ？」

　だがヒロは横へ首を振る。

「世の中はそういう風にできていない。『京都』なんて呼ばれる顔も知らない誰だれかに、怯おびえて暮らさないし敗北もしない。いや――みんな考えてることなんていうのは、もっと単純なことなんじゃないかな？」

　ヒロは一人立ち上がり始めた秋あき津ず洲しまを振り返って、カドゥケウス伝令使の杖を掲げた。

「改めて、問う。人と大地の交わした最初の約束、最も古き盟約とは何か!?」

『大地はそこにあり、人はその上で生きる』

「ならば行こう！　これ以上大地が動かぬよう、人を殺させぬよう!!」

　掲げたカドゥケウス伝令使の杖が神しん威いを発揮する。それまでおぼろげだった秋あき津ず洲しまの姿が、杖つえを中心として一斉に濃くなる。起きあがりつつある秋あき津ず洲しまは、ヒロに手を差し伸べた。

　ヒロは掲げていた杖を下ろすと、その手のひらによじ登る。すでにそれはあやふやなものではなく、夕日に照らされた確固とした存在だった。

「……幽体だったものを、実体化させたのか。しかしその力で、君はどうする？」

　そう訊たずねる出海いずみに、ヒロは答える。

「まずは破壊を止めさせないと。――風かざ祭まつり君、来ないの？」

　いつまで待っても来ない出海に、ヒロは訊きいた。しかし「まあね」と出海は答える。

「巨人の戦いについていっても、しょうがない。それより、僕も僕でコケにされているから、そっちを先に追うことにするよ」

「そうなんだ、送ってくれて助かったよ。ありがとう」

　話す間に、立ち上がる秋あき津ず洲しまの手は地面を離れた。一いつ旦たん離れると出海との距離は、どんどんと離れていく。人間として見れば秋あき津ず洲しまの動作はかなり緩慢なのだが、そもそもの体が巨大なので、実際はかなり速い。

　秋あき津ず洲しまが完全に立ち上がると、地上はもうはるかに下だった。ここまで来るのに使った車や、呑のん気きに手を振っていた出海の姿はもう見えない。そして木立や山そのものが視界を遮らない北の方角。橙だいだい色いろのわずかに霞かすみがかった関東の空気の向こう。

　そこに百の目を持つ巨人と、竜ドラゴンの放つ閃ひらめく光――戦いの火が見えた。



　麻あさ奈なはひとまず、自分たちのできる範囲で独自の情報収集を始めていた。

　具体的にはセシリアの分身たる鏡たちの一部を、家の屋上に上げ、戦いの観測をさせている。双眼鏡なども麻奈の個人的な持ち物から、あるだけ持たせた。翼のあるヨアルリ・エエカトルは空に上らせ、別視点で同様の観測を行っている。能力が弱体化しているので実戦には投入できないが、やはり偵察任務にはうってつけだった。

　だが麻奈は入ってくる情報――竜ドラゴンたちとアルゴスの戦いの報告を、苦い気分で聞くしかなかった。

　――やる気だけあっても、状況が動かない。

　それが麻奈には不満だった。勝つ気でいるなら決め手は欲しい。そんな気分でいる時に、今度は携帯電話のコール音が鳴る。麻奈はすぐに通話ボタンを押した。

「立たつ木き君ですね。今どこです？」

『……遠ぉいね…………アンテナ一本……だ』

　この男も本当にわけが分からないなと、麻奈はガシガシ頭を掻かく。この慌あわただしい状況で、辺へん鄙ぴな観光地にでもいるかのような電話をかけてくる神経が分からない。アンテナの本数とか、知ったことではない。

　だが夕日を急に遮った雲に気づき、次に雲だと思ったものが人型をしているのに気がついた時、麻奈は携帯電話を取り落としそうになった。あの巨体は、秋あき津ず洲しましかありえない。だが夕日を完全に遮って透けない。幽体の要素を失い、完全に実体化しているのだ。

「何です、何をやっているんです！　あなたは!!」

『話せば……長く・なるんだ・けど……真ま名な辺べさん？』

「聞こえています！　今どこにいるんですか!?」

『肩の……ところ』

　その意味するところを考え、そして麻あさ奈なは額ひたいを押さえた。すぐさま気を取り直し、セシリアの方を振り向く。

「いま移動している秋あき津ず洲しまの肩の辺り、見て欲しいんですが。誰だれか人、いますか？」

「……いるね。ヒロ見える」

　セシリアは鏡の目を借りる時、遠い目になる。だが状況がおかしいのか、口元がちょっと笑っている。麻奈は携帯電話を片手に、しばし考え込む。

「高山病とか、大丈夫ですか？　言っておきますがあなたは今、日本で一番高いところにいる日本人ですよ？」

『高山・病？　うん、杖つえが出てるから――』

「自爆してなければ問題ありません。もう相手と接触できる距離ですね？　時間がありませんから、手短に説明します。一度で理解して下さい。アルゴスの特性について――」



　秋あき津ず洲しまの肩の上にいるヒロは、携帯電話を閉じてポケットにしまった。

　麻奈の説明通りなら、要するにアルゴスというのは今、幽霊になったり実在になったりできる巨人らしい。

　先ほどまでは幽霊になると元に戻れない一方通行だった。しかし合体してからはそれすら自由に行えるという。これではどうしようもない。

　もっともその問題をクリアできるのが、カドゥケウス伝令使の杖だ。

「よし、行け！」

　アルゴスまであと五歩というところで、秋あき津ず洲しまは掴つかみかかる体勢に入った。

　これに対してアルゴスは、開いた目と閉じた目を模様のように入れ替え、徐々にその姿を薄くしていく。おぼろげな幽体へと変わっていくのだ。

「しかし逃がさない！」

　ヒロは先ほど秋あき津ず洲しまを実体化した時と同じく、カドゥケウス伝令使の杖をかざした。今度は秋あき津ず洲しまの幽体化が始まる。

　ヒロのいる場所を中心に、巨大な古き神の実体はあやふやになっていく。そしてまだ中途半端にしか幽体の世界へ沈んでいないアルゴスを、今度こそ追いすがり、捕まえた。

「思った通りだ！　――これで戦える！」

　ヒロは堂々と言ったが、その直後には自分の考えなしに気がついた。それまで足場となっていた秋あき津ず洲しまの体が、どんどんとなくなっていく。まるでスポンジのようにへこみ、次いでヒロは転落していた。

　耳元でゴウゴウと風が鳴る。地上までは麻奈の言う通りなら、３５００ｍメートルほどある。普通に死ねる。

　――前も飛ぶのに使えたんだし。

　ヒロはカドゥケウス伝令使の杖に意志を伝えた。それに従い、杖は二つに分かれ、腕の左右に籠こ手てとなって装着される。

　杖つえ本体を構成していた螺ら旋せん溝こうのある柱も、二つに分かれ、籠こ手ての後ろ側についてきている。それをヒロは、エーテル推進器として始動させた。

　空を掻かくスクリュー、機能を開始したカドゥケウス伝令使の杖が、空中でヒロの体を支える。降下の速度が落ちていることを実感できるようになって、ようやくヒロは安あん堵どの息をついた。

「立たつ木きクン！」

　夕日の空の中で呼びかけられ、振り向く。ずっとアルゴスに張りついていた律りつや竜ドラゴンたちの姿がそこにあった。

　律はヒロの知らない奇妙な鎧よろいを着込んでいて、それについた機械じみた大きな腕で、空中のヒロを掴つかんでくれる。

「ありがとう」

　そう答えて視線を転じると、機械腕のもう一方には、神剣アレイオンが掴まれている。

「……いろいろ、上う手まく行ってるんだ」

「何とかね」

　そして秋あき津ず洲しまの方も、巨大なアルゴスの腕を掴み、一本背負いで思い切りよく投げ飛ばした。アルゴスの体は東京湾の真ん中らへんまで、投げ飛ばされ、背中から海に落ちる。幽体化がかなり進行した状態だったため、津波の類たぐいは起こらない。

　自分でつくった新たな戦いの場に向けて、秋あき津ず洲しまは再び、移動を開始した。



　上空で合流した、ヒロ、律、フヴェルゲルミルは一緒になって空中での移動を開始した。

　最初に目指すのは、投げ飛ばされた百眼の巨人・アルゴスの方向である。

　秋あき津ず洲しまの移動は時間がかかる。だが再接触までにしなければならないことがあると、ヒロは律と竜ドラゴンたちに伝えた。

　ただカドゥケウス伝令使の杖での飛行は、速度こそ出るが、長距離には向かない。その判断から、ヒロはそのままアルゴスのいる場所まで、律に運んでもらうことになった。だがヒロを運搬する律は、ヒロの方――というかカドゥケウス伝令使の杖の方を、何やらじっと凝視している。

「長な川がわさん、見るの初めてだっけ？」

「あ……うん。これがカドゥケウス伝令使の杖なんだよね。口では説明してもらったけど、変わったものなんだね」

　何か含むところがあるような調子で、律は答えた。

「律、あまりボンヤリとするな」

　竜ドラゴンの師匠・フヴェルゲルミルが咎とがめるように言う。律はようやくハッとした表情になった。いよいよ奇妙とヒロは思う。

　だがフヴェルゲルミルは畳みかけるように、律に訊きいた。

「どうした？　もう疲れたのか？」

「いえまだまだ、大丈夫。やれます」

「そういう言い方は不安だ。もっとしっかりしろ。――しかし一体、この後どうする気なのだ、立たつ木きヒロ？」

　フヴェルゲルミルの問いに、ヒロは頷うなずいた。

　秋あき津ず洲しまは先ほどこそ投げに成功したが、アルゴスは相変わらず自由に実体化・幽体化ができる。だがそのたびにヒロが、秋あき津ず洲しまの再調整をするのは、かなり難しい。

「ですから、考えていることがあります」

　ヒロは自分の作戦を、二人に話した。

　最初は妙な顔をしていた二人も、最後にはその内容に納得する。

「じゃあまずはボクだね」

　律りつはヒロを掴つかんだまま、神剣アレイオンを構えた。

「行くよ、立木クン！」

　一気にアレイオンを振るい、空間通路を作る。その中に、ヒロを掴んだ律、そしてフヴェルゲルミルが飛び込んだ。投げ飛ばされてようやく立ち上がったばかりのアルゴスの至近に、三人は出る。

「この辺りでいいの？　切り離すよ、立木クン？」

「うん、回収の方も悪いけどよろしく。――やって！」

　千ち早はや城じようの補助腕の指が開くと、ヒロは再びカドゥケウス伝令使の杖をエーテル推進器として再始動した。前進する速度は維持したまま１ｍメートルほど沈んで、そこから一気に加速していく。

　推力だけなら、カドゥケウス伝令使の杖は律の千早城より上だった。あっという間に運搬役の律を追い抜き、一直線に百眼の巨人に向かって飛ぶ。

　――焦るなよ。

　近づく巨体を目の前に、ヒロはそう自分に言い聞かせた。

　見た目の感覚を、最初から疑ってかからなければならない。今はカドゥケウス伝令使の杖を推進器として使っているからいい。しかしヒロはアルゴスに、カドゥケウス伝令使の杖を叩たたき込もうとしていた。幽体ド調リ整器ルとして使う間は、一切の推進力がなくなるのだ。十分に加速して十分に接近しないと、アルゴスを腹から背へ通り抜ける前に、海へポチャンだ。

　正面からの風圧に、感情が開始サインを出しそうになる。それを理性で何度も抑え込む。

　ヒロはとにかく三秒数えることに決め、目を閉じる。

　一、二、三、――！

　目を開けた途端、自分はアルゴスに激突したとヒロは思った。だがまだ距離がある。

「………………ック！　ここだ!!」

　カドゥケウス伝令使の杖の推進器としての機能を切る。ヒロの体は空中に放ほうり出された。素早く幽体ド調リ整器ルである螺ら旋せん溝こうの入ったローラーを、背中側で接続。右の長い一本にして、前方に展開する。

　その状態で、突進。ヒロはカドゥケウス伝令使の杖をアルゴスの巨大な体に、叩き込んだ。

　またしてもスポンジのような、柔らかい体。さしたる抵抗もなく、ヒロとカドゥケウス伝令使の杖は、アルゴスの厚い体を通り抜けた。

　しかし直後、アルゴスに起きた変化は劇的だった。

　それまで開閉半々だったアルゴスの百の目が、まるで雷に打たれたように次々と開いていく。それまで半分幻のようだったアルゴスの体は、ヒロの通過地点を中心として輪を押し広げるように、強制的に実体化を開始した。巨大な肉体は今や、完全にこの世のものとなろうとしていた。

　百の目を持つ巨人は後ずさりながら、必死で目を閉じようとする。しかしその巨大な目ま蓋ぶたは、閉じようとしても全く閉じない。カドゥケウス伝令使の杖に貫かれたことで、支配権はヒロに移っている。もはやアルゴス自身の意志では、幽体となることはできないのだ。

　巨人アルゴスが身もだえし苦く悶もんする様は、全すべての者にその意味を悟らせた。



「伝説の逆を行ったのか――」

　フヴェルゲルミルはそう呟つぶやいていた。律りつがヒロを回収し、再び合流しに戻ってくる。

「次は秋あき津ず洲しまへ行きます」

「分かった。律！」

「あ、はい」

　律はすぐに了解し、神剣アレイオンで空間通路を切り開く。そこに今回はヒロだけが飛び込んだ。空間通路が五秒で消滅し、それからさらに一分間ほど後。

　今度は５kmキロほど向こうをこちらへ向かってくる秋あき津ず洲しまが、再び完全な実体化状態に入った。ヒロがカドゥケウス伝令使の杖を使ったのだ。

　そのあいだ律は、ただヒロのいるであろう方角だけを、ずっと見ていた。

「……師匠。立たつ木きクンのカドゥケウス伝令使の杖って、本当にあれなんですか？」

　竜ドラゴンは「そうだ……」と静かに答える。

「でもボクは――」

　心の底から悩む表情で、律は言う。

「十二年前のあの日、あの杖つえを見た。『あの人』は今の立木クンと同じ武器を使って、竜ドラゴンからボクたちを救った。何であれと同じものが、ここにあって、立木クンが使ってるんです？」

　その言葉にフヴェルゲルミルは複雑な表情を浮かべる。だが幸いと言うべきか、そこまで律は竜ドラゴンの表情を読める段階ではなかった。

　ただ答えがないことに気づき、訊たずね返す。

「師匠？」

「今に分かる。全てな」

　フヴェルゲルミルは答えた。今の律の目は、ヒロの姿に据えられているから辛つらい。理想の命の恩人を、そのまま重ねられる対象としての存在。

　やめておけと言いたくなるが、そんなものは律の勝手だ。フヴェルゲルミルが口出しすることではない。

「――行くぞ律りつ。すぐに追いついてくる！」

　フヴェルゲルミルは秋あき津ず洲しま到着のはるか前で、進路を反転する。慌あわてて律もそれに倣ならった。

「どうするんです？」

「秋あき津ず洲しまに続く」

「続くって、まだ後ろに――」

　そう答えて振り返った律は、もうすぐそこまで秋あき津ず洲しまが接近してきていることに気がついた。ヒロ本人は肩の上。すぐに追いつき追い越されるだろう。

「何を始める気なんだ、立たつ木きクン……」

「決まったこと。我々は十二年を堪え忍び、忘れさせられ過ごしてきた。あのアルゴスもまた、考えてみれば哀れな存在。利用されるだけの奴隷としての十二年間。我々は殴り足りない、殴られ足りない。ならば！　やるべきことなど、初めから決まっている!!」

　――最終正面決戦！

　見上げる律とフヴェルゲルミルのすぐ隣を、秋あき津ず洲しまが通り過ぎていく。それは周囲を巻きこむ、風の塊かたまりだった。その巨大さゆえに緩慢に見えるが、巨人・秋あき津ず洲しまの疾走はすでに、時速３００kmキロを超えていた。

　巨体が沈み、そしてアルゴス・パノプテス全てを見る者に向かって思い切り飛んだ。ようやくその後についていく律に、ヒロの叫びが聞こえた。

「そのまま行けェ！　本州パァァンチ！！！！！！」

　質量の塊となった拳こぶしが、風を割りながら伸びる。まだ逃げられぬことにうろたえ迷う巨神アルゴスの横っ面に、その意味通りのメガトン・パンチが炸さく裂れつした。



　府ふ中ちゆう屋や敷しきでは運び込まれたモニターを前に、神じん祇ぎ官かん・四し方ほう邦くに城たちが黙り込んで成り行きを見守っていた。

「アルゴス、持ちこたえました。反撃に出ます。秋あき津ず洲しま様も二撃目に入ります」

　部下の報告とともに、神じん祇ぎ省しようの収集するデータが画面を彩る。眼鏡めがねの神祇官は、長老・大だい道どう寺じを振り返って言った。

「見て下さい。威力だけなら、核攻撃と変わりませんよ。……いやもっとも、神々の戦いとは、こういうものか」

　そう言われて大道寺は、ジロリと神祇官の顔を見る。

「……悪いが、席を外す」

　相手の言葉は全く無視して、老人は立ち上がった。若い神祇官は慌てて止める。

「どこへ行くんです？　アルゴスと秋あき津ず洲しま様の戦いは全すべてモニタリングされ、ここへ送られて来ている。状況はこの部屋から正確に把握しているのだから――」

「ならそれは、君がやれ！」

　言い放って、大道寺は部屋を後にした。実際のところ、市民を避難させ、沿岸地域に津波警報を出すよう指示してしまえば、大だい道どう寺じはもうすることがない。確かに民は守られたのだ。

　それよりも屋敷の外の様子がおかしい。主あるじである大道寺は、それが気になっていた。

　何やら騒ぎの方を辿たどって、大道寺は滅めつ多たに使わぬ表玄関へと出る。そしてそこで、騒ぎの理由は判明した。无耶志国ムサシノクニ本拠であるこの場所に、部下がどんどんと集まってきているのだ。市民の避難という自分の役目を終え、戻ってきた者たちだった。

　基本的に彼らは、次にどうするのか、上の者に訊ききに来たのだろう。だが遠ざかりつつある戦いに緊張感から解放された彼らは、秋あき津ず洲しまの戦いを全員で見物していた。屋敷の外にそのまま溜たまり、直接肉眼で見ることができる世紀の一戦を見物している。

「……よし入った！」

　身長５kmキロの巨人が放つ拳こぶしが直撃するより早く、誰だれかが呟つぶやく。

　巨人同士の戦いは、その巨体ゆえに非常に緩やかなモーションで進行していた。拳の決まる数分前には、その結果がハッキリと分かる。

「秋あき津ず洲しま、直撃コースに一発」

　手すきの者たちが伝言ゲームのように、屋敷中とその周辺にいる仲間たちに、結果を伝えた。まだ大道寺が出てきていることには、気がついていないらしい。

　だが当の大道寺ですら、その場に呆ぼう然ぜんと立ちつくし、見とれるより他ほかなかった。神々の戦いを前に、矮わい小しような存在である人が、目を背けられるわけがない。

　頭一つ大きいアルゴスの古代レスリング的な技が決まることもあれば、小柄な秋あき津ず洲しまがそれを古武術風の技で破ることもある。両者の巨体は動きが遅いので、判断時間が長い。ゆえに技の一つ一つが美しい。

「まさに操体術、か――」

　それでいて攻防の駆け引きは、確かに一つの判断ミスに起因して起こるのだ。これが面白くないわけがない。

　ようやく大道寺の出現に気がついた无耶志国ムサシノクニの侍たちは、大道寺の指示を待つように向き直る。それでいてチラチラと、巨人の戦いの方を盗み見している。大道寺は「よい」と、部下たちに告げた。実際、用があって出てきたわけではない。

「それよりも……勝てそうなのか？」

「そりゃ分かんネエな、ひいき目でも五分五分ってトコだろう」

　やけに砕けた態度で言うのは、テンガロンハットの風かざ祭まつり堅海かつみだった。大道寺は苦にが虫むしを噛かみつぶしたような顔で、鼻息をついた。

「確かに身体は、秋あき津ず洲しま様の方が一回り小さい。しかも相手は実質五十体だ――五十人いる。その不利はくつがえせんか」

「まあなあ。ケンカは体のデカさと人数で、最初が決まっちまうからな」

　しょうがないという態度で、堅海は肩をすくめる。その妙に割り切った態度に、他の仲間は口を尖とがらせた。

「人数なら、こちらにだって応援はいるぞ、風かざ祭まつり」

「そうだ、まだ分からん！」

　声を張り上げる彼らに、堅海かつみは皮肉めいた笑みのまま答えた。

「応援って、さっき京都の連中が噂うわさしてた荏えの原はらの新王？　それとも竜ドラゴンのことか？　あいつらぶっちゃけ、役に立ってないじゃねえか……」

　吐き捨てるような口ぶりを横に、大だい道どう寺じは腕を組む。

　確かに目をこらしてみたところで、戦いの場ははるか彼方かなただ。彼らが何をやっているのか、大道寺にも分からない。

　そうする間にも、アルゴスのショルダーアタックが決まる。今回は秋あき津ず洲しまが吹き飛ばされた。周りの人間たちの口から、ほとんど悲鳴のような声が上がる。

　浅い東京湾で滑るように後ろへはじき飛ばされた秋あき津ず洲しまは、何とか持ちこたえた。

「むう……」

　長老・大道寺すら着物の裾すそを握り、思わず唸うなっていた。



　思わぬ展開に、自称・宮廷道化師であるトリンキュローは憤っていた。

　ここまでお膳ぜん立だてをしていながら、敵より巨大でありながら、巨人アルゴスは劣勢である。トリンキュローにとってはそうだった。

　何発かやり返したからと言って、それでどうなるのか？

　アルゴスの目的は秋あき津ず洲しまを倒すことではなく、神剣アレイオンを手に入れることなのだ。そのためには脅迫による取り引きしか、方法はない。空の敵への攻撃能力を持たないアルゴスは、直接、神剣を追跡することが不可能なのだ。市街を破壊するという脅迫行為でしか、取り引きに持ち込めない。

　それなのにアルゴスは東京湾海上に足止めされ、岸に近づくことさえできないでいる。

　――このままでは任務を果たすことができない。

　そう考えた彼は大おお鎌がまを携え、この不幸の元凶、すなわち立たつ木きヒロを抹殺せんとしていた。ほとんど垂直の巨人・秋あき津ず洲しまの身体を、駆け上っていく。殴りあいを続ける巨体は時に激しく揺れるが、そんなことには構っていられなかった。

　もはや今さら、後になど退ひけない。任務をしくじって責めを負うのは、この攻撃を指揮したトリンキュロー本人となるのだ。

　だがその横よこ槍やりを阻止するため、同じように駆け上る者がいる。

　トリンキュローはすぐにその影――風祭出海いずみに気がついた。

　ヒロと一いつ旦たん別れた出海は、トリンキュローを追っていた。そして最終的に、ここにたどり着いたのだ。

　だが思いがけないことに、出海にとっては二重に腹立たしい展開となっている。トリンキュローのすぐ横まで跳び登った出海は、ニコニコして言った。

「君さあ。悪いけど立木君の暗殺初めては、僕がもらうと決まってるんだよ。横入りはやめてもらえるかな？」

「どちら様でございますか!?　道場にいた学生？」

　道化はそう訊たずねる。訊きかれた方は名を名乗った。

「忍しのび。――風ふう馬ま忍軍・風かざ祭まつり出海いずみ！」

「ほう。学生服の分際で――」

　感心したように言いながら、トリンキュローは手にした大おお鎌がまを振りかぶる。

「では今後、校則でバイトは禁止するよう、区議会に嘆願いたしましょう！」

　出海も背負う形で持っていた忍者刀を抜き払った。

「知らないようだから教えてあげよう。校則は忍者には効かない！　この国では、忍者はノーカンなんだ！」

「ノーカンでございますかぁぁ！」

　双方が打ち合う。三回、攻撃が交差し、バランスを崩した二人ともが、垂直の壁から空中へ放ほうり出された。地上まではすでに１kmキロ近くあるが、二人は構わず落下しながら、戦闘を継続した。

「羨うらやましい――妬ねたましい――。道化もノーカンになりませぬか？」

「うん、ならないんじゃないかな！　――道化師だと割りカンぐらい？」

「割りカン！　とは!!」

　トリンキュローが叫ぶ間にも、出海は思い切り斬きりこんだ。大鎌の金属の柄つかを、左右持つ手の真ん中で斬きり飛ばす。元々が両手持ち前提だったトリンキュローの武器は、大おお鎌がまのついた方が重さで手からすっぽ抜け、飛んでいった。



    

  
    
      



    

  
    
      　出海いずみの忍者刀も刃やいばが欠けたが、大したことはない。しくじりに悔恨の叫びを上げるトリンキュローに、出海は言った。

「見たかい？　ノーカンは強いよ？　言ってみれば『まさに無敵』だ。何しろノーカンだからね。――国かみの目さえ盗むのが、僕ら忍しのびという存在だ」

　片手に残った鉄の棒を見て思案する道化師に、出海は落下しながら狙ねらいを定める。手足で当たる風のバランスを取りながら、刀を振りかぶって一気に突進。

「僕に笑われながら大空に散れ、道化師！」

「喜劇のお代もノーカンでございますかぁ!?」

　双方、叫びあう。

　だが出海が直に切り込むというまさにその瞬間、刃が鳴りあってその突進は止まった。そして出海の忍者刀が、先ほど無茶をして欠けた部分から、高い音を立てて折れた。

　出海の忍者刀を受けたのは、立派な日本刀だった。道化師トリンキュローはそれを衣装の中に隠し持っていて、最後の最後で取り出したのだ。だが追いつめられ、禁じ手を打ってしまったトリンキュローもまた、呆ぼう然ぜんとしてその動きを止めた。

　道化師の出したもののまずさを理解する出海は、スキだらけの相手の肩を空中で掴つかむと、その背後に回る。そして折れた忍者刀を捨てると、トリンキュローの首に腕を回し、仲良く肩を組んだ。

「ああ君、いいもの持ってるね。何だこれは？　――『粟あわ田た口ぐち』じゃないか？」

「！」

　馴なれ馴なれしい笑顔で言って、肩をバンバン叩たたく。

　まるで万引きを見つけたスーパー店員のような声色だった。そしてさらに一言、囁ささやくように切り込む。

「……君、日本人なんだ？」

「！！」

「日本を害した天球儀会ソシエタス・スフアエラに、日本人がいるわけだ？？」

「！！！」

「――じゃあ裏切り者だな。そういうことなら、死ぬしかないよね！」

　出海が右手を翻すと、そこにはくないが握られていた。そのまま道化師の胸へ、凶器を突き立てる。

　だがこの危機にトリンキュローは、素早く腕を抜き、出海を引きはがした。饒じよう舌ぜつだった彼は一言も発しないまま、出海に強烈な蹴けりを叩き込む。

「無駄だけどね！」

　出海は余裕たっぷりに言ったが、実際はそんなこともない。衝撃を殺すために自分からわざと身を引いてしまった。空中で分離した二人の距離が開く。舌打ちした出海はくないを相手に向かって投げた。道化師の肩口に当たってケガは負わせたことを確認する。ただ武器の性質上、大したダメージにはなっていないだろう。

　出海いずみはとどめを刺すため進行方向を変えようとした。しかし掴つかまるところのない空中では、それもままならない。トリンキュローの姿は、あっという間に霞かすむ空気の中、小さな点となって背景の広い海に溶け込む。

「ひとまず追い払うことに成功した、ということにするか……」

　そう言ってみるが、本心を言えば期待はずれだった。

　――もったいないことをしたかなあ。アレが最初の獲死物体でもよかったのに。

　出海は空中を落下しながら、残念そうに息をついた。そして、まあいいかと気を取り直す。やはり初心は、貫徹しなければならない。最初に殺す相手は立たつ木きヒロにしておこうと考え直した。

　再びいつものニヤニヤ笑いに戻った出海は、ズボンの中から取り出した緊急パラシュートを一気に開いた。



「殴りあいだけを続けても、埒らちがあかない！」

　律りつのすぐ隣にいるヒロが、周囲に大声でそう告げた。戦いで激震に見舞われる秋あき津ず洲しまにしがみついていられなくなったヒロは、一いつ旦たん空中へ避難している。味方の巨人と距離を保ちながら、カドゥケウス伝令使の杖の力で夜の迫る空を飛んでいた。

「決着に持ち込まないと！」

　その判断には、律も異論はなかった。おそらく竜ドラゴンたちも同様だろう。

　だが正直な話、できるなら最初からやっているだろうと、律は思った。

　だからヒロに訊きく。

「決着をつけるって、どうやって？　そもそも倒せる相手なの？　これって」

　そう訊かれると、ヒロも返答に困っているようだった。とにかくアルゴスも秋あき津ず洲しまも大きすぎて、竜ドラゴンたちですら戦いに絡めない。

「弱点とかってないのかな？」

　ヒロは安直なことを訊いてくる。律ははっきりと、怒った声で返した。

「そんなものがあれば、最初から攻撃してるよ！　確かに巨人なんだから人の形はしているけれど、でも骨もなければ血も流れてない。目ですら、本物じゃない」

　律はアルゴスの方角を促す。敵の巨人の全身を彩る目は、発光する模様のようなもので、体の表面をあちらこちらと自由に動き回っている。

「――要するに均質なんだ。弱点とか以前に、特別な場所がない。神剣でどこを斬きっても、目立った効果がない。まるで土でできた山と戦ってるみたいなものだ」

　だがここで竜ドラゴンのフヴェルゲルミルは、不出来な弟子と未熟な王を、大声で怒鳴った。

「そう思っているのはお前だけだ、律！　我々はすでに、敵の急所を攻撃している。そしてお前もだ、立木ヒロ!!　味方にばかり気が散って、敵の本質を自分で見抜こうともしない。長おさミーミルならば、戦場から放ほうり出しているぞ！」

「敵の本質!?」

　律りつの声に竜ドラゴンは頷うなずいた。

「ただの山が動くか、律！　忘れているのか、お前たちは!?　あれは幽体となった巨人たちが融合して造り出した国かみ、すなわち国家魔術の成就した形なのだ。ならば国かみを滅すればよい。――我々はアルゴス・パノプテス全てを見る者という国かみの、中心を破壊する。さすれば国かみから解放されたそれぞれは、ただの個へと戻り、帰るべき場所へ帰っていく」

　ヒロと律は顔を見合わせる。分かったような、分からないような話だ。その疑問のままに、ヒロは訊きいた。

「じゃあ、国かみの中心っていうのはどこなんです？」

「知識ダアートの座、『元首』のいる場所だ！　生物で言えば――」

　厳しく言ったフヴェルゲルミルは、己の長い首に手を当てる。

「ここだ。お前たちの国で言えば、カドゥケウス伝令使の杖に当たるもの。空洞にして上と下を繋つなぐ、根幹となる通路！」

「巨人の頭じゃなくて、首そのもの？」

　確認する律に、竜ドラゴンは波打つように頷く。

「頭脳は頭ず蓋がいに守られる。弱点とは言い難い。だから頭脳と肉体を分離するのだ。その時すなわち諸もろ共ともが死に、全すべてが滅ぶ！」

「なるほど、なら目標は絞れた」

　納得した顔のヒロは、周囲に呼びかけた。

「一気に畳みかけよう!!」

　そしてヒロは秋あき津ず洲しまを振り向き、その場の全員に行動手順を伝える。秋あき津ず洲しまは理解したと、最小限の幅で頷いた。そして竜ドラゴンたちは相手に目的を悟らせぬため、一いつ旦たん夕ゆう闇やみの空を、

　バラバラに散った。

　そうする間にも敵・アルゴスは、慎重にゆっくりと、秋あき津ず洲しまに接近してくる。そして迎え撃つ秋あき津ず洲しまは、アルゴスの顎がく下かを狙ねらって、巨大な右手の掌しよう底ていを繰り出した。

　しかしアルゴスは、この攻撃を察知した。

　秋あき津ず洲しまの伸ばした腕を、巨大な手のひらで掴つかんで阻止する。膨大な力同士が生み出すぶつかり合いは、物質圧縮の波となり、壮絶な放電現象を引き起こす。バキバキとものすごい音が空に響く。

　そうする間にも、秋あき津ず洲しまは右腕を掴まれたまま、今度は左手で殴りかかる。ヒロの作戦では、こちらが本命だった。

　だが動きの遅い巨人同士の戦いに、フェイントはほとんど意味を成さない。ましてやアルゴスは百の目を持つ者。大量の目が、秋あき津ず洲しまの左ひだり拳こぶしの動きを、すでに追っていた。

「妨害のため、目を潰つぶす！」

　フヴェルゲルミルは周囲の空に号令をかける。一旦散開していた竜ドラゴンたちは、一斉に集合して敵の目を攻撃し始めた。

　もちろん目に炎を吐いたところで、アルゴスの巨大な目は潰つぶれない。しかしそれでも目くらましにはなる。だが秋あき津ず洲しまの渾こん身しんの左ひだり拳こぶしを、それでも、アルゴスのとてつもなく巨大な平手が、しっかりと受け止めた。

　直後、ものすごい音響と衝撃がアルゴスの顎あご部分で炸さく裂れつした。

　秋あき津ず洲しまはすでに思い切りよく体を踏み出しており、そのまま頭突きを、相手の顎に繰り出していたのだ。そしてこれが狙ねらい通り、アルゴスの顎に叩たたき込まれた。一撃目以降決して揺れることのなかったアルゴスの巨大な頭が揺れ、ついに喉のど元もとが、はっきりとさらけ出される。

　そこへ秋あき津ず洲しまの左拳の陰を移動していた最後の戦力、ヒロと律りつが飛び出した。竜ドラゴンたちの先ほどの目潰しは、これを察知されないためのものだったのだ。

　ヒロはカドゥケウス伝令使の杖をエーテル推進器として使用し、その加速で律を思い切り押し出す。律は神剣を横一文字に構えたまま、じっと巨人のさらけ出された攻撃目標――首元だけを見ていた。

　いや、ふと視線を感じる。振り向くといつもの『あの目』が、律のことを見ていた。

　神剣を抜き、千ち早はや城じようを駆っても、『あの目』が消えることはない。

　しかし律はもう、恐こわいとは思わなくなっていた。それは律をずっと監視し、責めるための『目』ではなく、見守っていたのかもしれないと、突然気づく。

　――だからといって笑ったりはしないが、しかし、律と共にあるものだ。

「長な川がわさん、集中して！　そろそろこっちの出せる速度、限界だから!!」

　そう背後から大きな声。律が驚いて振り向くと、そこには千早城ごと律を押すヒロがいる。そのヒロの目もまた『あの目』に似ていると、初めて思った。

　律は頷うなずいて、視線を前に戻す。もう目標は目の前だった。次々とアルゴスの目が律を捉とらえ始めるが、秋あき津ず洲しまが押さえ込んでいるので防御もできない。

「行くよ！」

「どうぞ!!」

　ひときわ強く、ヒロは律を押し出した。それと同時に律は千早城の翼で直進しながら、アルゴスの首元に飛び込む。

　律は雄々しい気勢の声を、夜空に響かせた。神剣アレイオンを一いつ閃せんさせ、アルゴスの首の横を一気に駆け抜ける。

　最接近した律の攻撃で、広大な空間――百眼の巨人の首のあった場所が、五秒間だけ、空間ごと消滅した。まるでだるま崩しのように、巨人の首が縮む。

　――たった五秒で効果が出るのか!?

　だがアルゴス・パノプテス全てを見る者という国かみの崩壊は、次の瞬間には始まった。数秒間さえ保もたず、巨人の体全体が崩壊を始める。

「大丈夫、やれている！　――我々は距離を取る」

　フヴェルゲルミルは退避の指示を出した。律りつとヒロ、そして竜ドラゴンたちも、それぞれ空へと散らばり、一斉にアルゴスから離れる。最後に秋あき津ず洲しまが、溶け始めた敵の巨人から、その体を引きはがした。

　アルゴスという枠の消滅により、人の形は土つち塊くれのように崩壊を始めていく。まるで火山の噴火のように、熱を持って火のように噴き出し、海の上へと降り注ぐ。

　そうして体が崩れる一方で、その表面にあった目――五十体の巨人の目だったものは、肉体を離れ、外へ外へと広がり始めた。

　アルゴスという枷かせがなくなり、また祀まつる者もいなくなった彼らは、今や自由な存在となったのだ。それぞれが往ゆくべき場所へ向かおうとしながら、均等に広がっていく。その様はまるで、孔く雀じやくの羽根のようだった。

「きれい……だけど」

　何かもの悲しい。そう一人で魅み入いられていた律を、フヴェルゲルミルが回収する。ヒロたちと合流するころにはその美しい光景も徐々に薄れていき、最後には消えてなくなった。

　後に残されたのは、ただひたすら満天の星空。

　そしてアルゴスだったものでできた、小さな島だった。

　　　＊　　　＊　　　＊

　一いつ旦たん『東京湾新島』と名付けられたこの島は、約三ヶ月のあいだ波にさらわれ続け、その後海中に没した。
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　かつて日本の首都、東京のあった場所。そこは今や、大渦巻きの発生する巨大な海峡となっていた。

　ただの海となったその場所で、人の住む場所は地上ではない。

　はるか上空に浮かび、六方に枝を伸ばす空中構造物。スノー・クリスタル。

『雪』という叡えい智ちの隠し場の名を持つ空中要よう塞さいの中に、人々の住む都市があった。

　この天球儀会ソシエタス・スフアエラの本拠地に、拘束されたトリンキュローはいた。報告のために戻った途端、法に則のつとって背任罪で逮捕された。こうなることは分かっていたが、それでも彼は戻ってこざるを得なかったのだ。

　やがてトリンキュローが連れてこられたのが、暗い空間のみの広がった、一つの部屋である。一人でそこに放ほうり込まれ、待つよう言われた。

　約一時間ほど。

　ようやく姿を現したのは、白い長衣の老人。トリンキュローの主あるじ、天王星カイルスだった。

　天球儀会ソシエタス・スフアエラの上位幹部の中では、この老人ですら新参者の一人だった。だがその彼ももう腰は曲がり、本来の目的で樫かしの杖つえをつく。身体的にはただの老人だった。

　だが天王星カイルスの目だけは、いささかも老いに濁にごっていない。まるで青年のように猛たけ々だけしく怒るその目に、拘束されたトリンキュローは頭を上げることができなかった。老人は随分と間を置いて、そしてようやくその口を開いた。

「……失態だったな」

「申し訳ございません」

「処置は下った。しばらくここへは戻ってくるな」

「……追放でございますか？」

　トリンキュローは恐れるような目でそう訊きいた。演技による偽りではない。彼がここにいるのは背負う者たち――国や人々の命運をかけてのことだった。だがその全すべてが無に帰す。それはトリンキュローにとって、何よりも恐ろしいことだったのだ。

　だが彼の主あるじ・天王星カイルスの考えは、また別のところにあった。

「荏えの原はらの新国などと呼ばれる、わずか数人の集団。侮あなどって放ほうっておいたが、分からなくなってきた。最難関学問メギストン・マテーマの期間中、外部周辺への対策指揮は、この天王星カイルスに一任されている。ならばその僕しもべであるお前は、行って探りを入れてこい」

「……格別の配慮、感謝いたします」

　そう、言うしかなかった。トリンキュローのこれまでの任務、神剣アレイオンの探索に比べれば、事実上の大降格である。重要度が全く違う。閑職に回されたと言ってよかった。

　名誉回復のチャンスがあるだけ、はるかにマシと思うしかない。

「この身に代えて、必ずや……」

「しかし、どういう少年なのだ」

　天王星カイルスは純粋に分からないという顔で、トリンキュローに訊いた。

「奴やつは己が他ほかからはどのように見えているか、分かっているのか？　存在と消滅を操り、巨人・秋あき津ず洲しまをけしかける。まるで魔神そのものではないか。秋あき津ず洲しまと同盟した時点で、荏えの原はらの新王は一時、日本における最大勢力であった」

「はい」

「攻める時は攻める。だがことが済めば、何もせぬまま素直に秋あき津ず洲しまとの同盟関係を解消した。今ではまた、最弱小国へと逆戻りだ」

「人としての欲がないと？」

　トリンキュローは顔を上げる。しかし天王星カイルスは横に首を振った。

「逆だ。欲を見せない演技に完全に成功した。その必要性を知り尽くし、そして実行している。それゆえ混乱も遺恨も残らぬまま、最も素早く事態は収拾されたのだ。これは竜ドラゴンの入れ知恵か？」

「そのような形跡は、ございませんでした」

「では全ては、あの少年の才能か？」

　訊かれたトリンキュローは、狂気走った目で主に言った。

「……協力者がいるのでございますよ！　我らの組織の中に!!」

　それは今回の失敗以降ずっと頭の中にあった、あるわだかまりだった。

「そもそも荏えの原はらの新王、立たつ木きヒロが振るったカドゥケウス伝令使の杖は、我ら天球儀会ソシエタス・スフアエラが幹部、水星メリクリウス様が持つもの。そうであったはずではなかったのですか？　間違いもなく、あの者が何かの細工を――」

　その言葉を遮るよう、天王星カイルスは燃えるような目でトリンキュローを見た。

「それを我らが検討しなかったとでも？　お前は『組織』の完全を疑ったのだぞ？」

「いえ……」

　トリンキュローは素直に引き下がる。天王星カイルスが軽く手を振ると、その袖そでの下に鮮明な映像が浮かび上がった。

「見ろ。今ヤツがどこにいるのか、分かるか？」

　そこに映るのは、封印の魔法陣だらけとなった狭い部屋。その真ん中に長髪の男があぐらをかいて座っている。瞑めい想そうしているという風でもない。ただやる気なくごろりとしている風だった。

「これは、隔離監獄……」

「ああ、幹部・水星メリクリウスは、事態の動きあってからずっとこうだ。誰だれかのように行くところを失い、間抜けに戻ってきて捕まったわけではない。自ら身の潔白を示すと言い、己自身で監獄に入ったのだ」

　驚いた表情のトリンキュローに、天王星カイルスは言った。

「……だが私も、あの男を信用しているわけではない」

「これはパフォーマンスにすぎないと？」

「あるいは最初から、この結果が分かっていたか……」

　そう答えて冷静な老人は、部下にしか決してみせることのない獰どう猛もうな笑みを、その顔に浮かべた。

「奴やつはいずれ必ず、その本性を現す。その前に、お前は再び地上へ下りよ。そして全すべての不可解を、解き明かしておくのだ」

　主あるじからの指令に、トリンキュローは拘束されたままかしこまり、礼をした。

　そういうことならばやり遂げようと、決意を胸に秘める。これは上級幹部同士の抗争なのだ。その根本を握れば、トリンキュローの手に入る影響力は、計り知れない。



　――明日からまた、ゴールデン・ウィークが再開か。

　朝の学校の廊下を歩きながら、ヒロはのんびりとそう考える。昨日の巨人騒動では、何だかいろいろと勝手なことをやった。その始末にまた、いろいろと手間取りそうだった。登校してきたばかりだというのに、気が重い。

　できれば休みの間に、全て片づけておきたかった。だが連休前だというのに、全く楽しいという気がしない。

　そんなヒロを廊下でいきなり呼び止めたのは、友人の柿かきの木きだった。

「お。ヒロ」

　教室の方からやって来た柿木に「おはよう」とヒロは声をかける。

「今日は早いね」

「寝てないからな」

　そう答えた柿木に、ヒロは「えっ？」と驚く。よく見ると彼の目の下には、濃い隈くまができていた。

「……どうしたの？」

「情報集めだよ。昨日の見ただろ、巨人同士の殴りあい！　あと怪獣みたいなの！」

　興奮する柿木に、ヒロは困惑気味の笑いを浮かべる。

「落ち着きなよ。えっと、見た目通りのものじゃないって、テレビでも言ってたし。――あんな巨大な人型生物は存在できないし、ああいう動きもしないって。蜃しん気き楼ろうとかそういう――目の錯覚とか、自然現象だって話なんでしょ？」

「ああ、あと変わった竜巻とかネ。避難したからな。……全く常識人ってのは、ロマンってのがねえよ。でもいま大学の科学者だの何だのが調べてるンだろ？　やっぱここは古代生物だろう。ああ、そうだといいよなあ」

　うっとりとして、柿木は言う。

　さすがにヒロや律りつの情報は出ていないようだが、代わりに好き放題の憶測が飛び交っているようだった。この調子だと、无耶志国ムサシノクニは事態収拾に、かなりの力業で対処することになるだろう。

　もちろん別に、魔法だの何だのが明らかになったところで、実害はないのだ。ただ世間が浮き足立てば、人々のコントロールが難しくなる。やはりヒロも何らかの追加責任は取らされるだろうかと、そう思う。しかし――。

「何かさ――」

　妙にしんみりとした口調で、柿木は言った。

「何か俺おれ、前にもこんな感じのことがあったような気がしてさ」

「柿木……」

「だけど今回は味方の側が勝ったじゃん？　それってすごく嬉うれしかったんだ。だからあれは本当のことじゃなきゃ、ダメってことなんだよな」

「うん……そうだなあ」

　ヒロの言葉を完全な肯定と信じて疑わない柿木は、肩をバンバンと叩たたいてくる。

「よし俺、もっと広めてくるぜ」

　そう一方的に告げて、教室のクラスメイトに再報告に行く。複雑な表情で廊下に立つヒロに、通りがかった麻あさ奈なが皮肉な表情で言った。

「どうやら今朝わざわざ、時間差で登校する必要はなかったみたいですね。あっという間に新しい噂うわさが立って、みんな夢中だ」

「真ま名な辺べさん……。いや、こういう状況って、どうなるの？」

「どうにも。あれだけあちこち突き回せば、今さら藪やぶも蛇へびもありませんよ」

「投げやりに言うけどさ」

「あなたのしでかしたことであって、私のしたことではありませんからね」

　得意げに麻あさ奈なは言った。なぜこんな意地悪な言い方なんだろうと、ヒロはつくづく思う。

「ただまあ、放ほうっておけばいいんですよ」

　麻奈がそう諦あきらめたように言うので、ヒロは顔を上げた。

「どういうこと？」

「下へ手たな工作は、却かえって足下をすくわれるということです。人のしたことはいつか必ず人が見つけ出す。しかし人でないものが残した証拠というのは、意外と追跡できないものなんですよ。事件を連続させなければ、問題そのものは沈静化します。具体的には、天球儀会ソシエタス・スフアエラと日本各地が協定の締結し直しでしょうね。それで怪物的なものの出現は、抑え込まれる。もちろんそれで、全すべてがなかったことになるわけではありませんが」

「それはそうだよね……」

「つまり賽さいは投げられたということです。それは自覚しておいて下さい」

　珍しくシャキッとした声で、麻奈は言う。

「今のままの不安定な状態で日本を維持するなんてことは、最初から無理だったんです。天球儀会ソシエタス・スフアエラ排除のための動きは、これから加速するでしょう。京都中心の日本再編もだ」

「それは幸福なことなのかな」

　変に慎重なことを言うヒロに、麻奈は苦笑した。

「あなたは勝ったんですよ。今は胸を張っていたらいい」

　麻奈は拳こぶしでトンとヒロの胸を突く。

　それを見て「うぁ」と声を上げたのは、教室に向かう律りつだった。今日は風紀の校門当番の日だったので、手に風紀委員会セットを持っている。

「どうしたの――？」

　ヒロに訊きかれて、律は首を振る。そうなって初めて、律は自分の顔が真っ赤になっていることに気づいた。今の光景を見て起こった自分の感情に、律はひたすら慌あわてていた。

　――今までヒロに対して何も感じたことなどなかった。

　なのに律の命の恩人であり、愛憎入り交じった『あの人』とヒロを同一視してからだ。何だかまともに、ヒロの顔を見ることができない。当の『あの人』本人を見ても、こうはならないはずだ。なのになぜヒロ相手だとこんな風になってしまうのか。それが律自身、不思議でならない。

　――いや、そういう感じ方は不純だ。

　律は自分の思考に、自重を促す。

　そもそも二人に人間としての共通点はない。なのに同一視して一方的な感情を持つというのは、どう考えてもおかしい。

　目をまん丸にして、律りつは必死に理屈を考える。

　そんな律を麻あさ奈なの方は、心の底からニヤニヤとした表情を浮かべ、腕組みして見ていた。麻奈の勝ち誇ったような態度に気づき、律は新たな衝撃を受ける。

　――そう、元はと言えば、ヒロと麻奈をくっつける作戦だったはずだ。

　こんなことではと、律は両りよう頬ほおを平手でバンバンと挟んで叩たたく。

「気合い入った？」

　呑のん気きなことを言って笑っているヒロに、律は恨みがましい視線を向けた。そうこうするうちに、ＨＲホームルーム開始の本鈴が鳴る。

「じゃあまた放課後、真ま名な辺べさん」

　ヒロに「ええ」と言って隣のクラスへ行こうとした麻奈は、途中で立ち止まった。

「……そうでした、長な川がわさん。放課後、私たちの国家運営について、見てもらわなければならない資料があります。ちょっと時間がかかるかもしれませんから、その覚悟をしておいて下さい」

　意外なことを言われた律は、ちょっとばかり戸惑う。

「真名辺さんが全部自分でやるんだと思ってたよ。ボク相談されてもよく分からないし」

「だからデータや資料を見せると言っています」

「でも、今日は……。神剣引き抜いて、道場が滅め茶ちや苦く茶ちやになってて。師匠は再建するつもりでいるし、ボクもその手伝いに――」

「こちらを優先して下さい。我々の問題が先です」

　麻奈は断固として言う。ほんのちょっとだけ律は迷ったが、意を決したように「うん」と頷うなずいた。

「俺おれも行った方がいい？」

　仲間に入れてという顔でヒロは勢い込んだが、麻奈は途端に難しい顔をする。

「……話して分かるなら説明しますが。数字多いですよ」

「そう……」

　しょんぼりした顔でヒロはうなだれた。



　律と共に教室に行き、ヒロは自分の席に向かう。昨日からのクラスメイト、風かざ祭まつり出海いずみの席を見ると、彼はすでに来て自分の席に座っていた。

　昨日、自動車で移動した後、出海がどこで何をやっていたのか、ヒロは知らない。だが本人は何やら疲れてでもいるのか、授業が始まる前から椅い子すに深く腰掛け、居眠り準備の体勢に入っている。

　――今日はさすがに監視ナシかな。

　ヒロはありがたい気持ちでそう思う。

　そもそも今回の騒動は、その発端が无耶志国ムサシノクニにある。何らかの方針練り直しが進んでいるのかもしれない。どちらにしてもヒロにとって、今日は都合のいい日になりそうだった。

　ヒロが自分の席についたのと同時。教室の扉を開けた教師が、開口一番に言う。

「転校生を紹介する」

　――またか？

　生徒たちはさすがに、食傷気味の表情でグッタリとした。時期云うん々ぬんを抜きにしても、常識で考えておかしい。もっとも一番疲れた表情をしているのは、教師の方だった。

「……とにかく順番に、自己紹介を」

　促されてまず、眼鏡めがねをかけた端正な顔の男子が入ってきて、黒板に名前を書く。

「四し方ほう邦くに城たちと読みます。京都から来ました。よろしく」

　落ち着いた、淡々とした説明。よく見ると割と美形かもと、女子などははしゃぐが、四方の方はヒロのことしか見ていない。それも極めて事務的な関心の目である。

　次の一人。

　こちらも男子だが、スポーツ刈りのまま手入れをしていない適当な髪型。しかし服装はきっちりしており、性格は真ま面じ目めそうだった。

「名前は、喜き連つれ川がわ尊たか照てるという。よろしく頼む」

　喜連川は何やら必死な、チョークも折れんばかりの勢いで自分の名前を書いた。

　こちらは女子たちも無反応。だが半分居眠りしていた出海いずみは、おや？　と目を開いた。

　喜連川は半はん袖そでのシャツの下、右肩に包帯を巻いている。隠してはいるが、出海の目は見逃さなかった。

　出海は新たなクラスメイトに向かって、いやあな笑みを浮かべる。一方、その視線に気づいた生真面目そうな転校生は、ケガしている方の肩を押さえた。そして代わりに殺気のこもった視線を、出海に返す。

　出海は挑発するように肩をすくめると、再び居眠りに戻った。



　重機の動くうるさい音が、町中からしていた。神剣アレイオンの解放で壊滅した多摩台六丁目では、道場街の再建が始まっていた。

　――落ち着かんな。

　仕方がないとは思いつつ、フヴェルは真っ二つに割れて傾いた部屋から外を見る。いつもの道着姿の彼女は今、国際電話を受けていた。連絡してきたのは、老ジョン、もしくはジョン・Ｑと呼ばれる、アメリカの友人である。

　ニューヨーク・メトＭロポリタＥン美術Ｔ館の影の支配者、というか創始者でもある。あまりに長生きなので「そろそろ死んでみないか？」とフヴェルなどは勧める、そんな間柄だった。同じくニューヨークにある国連本部から近かったので、何となく交友が続いていた。とは言っても、それももう随分と前のことだ。こうやって電話で話すのは、十二年ぶりのことになる。

『フヴェル、事件は片づいたんだろう？　なぜ戻ってこない？』

「私は今後ここへ、部隊を置くということだ。書類上ではすでに、任地は日本となっている。正式に駐ちゆう屯とんする」

『許可が出るのか？』

「神剣アレイオンを回収しようという天球儀会ソシエタス・スフアエラの行動が、終わったわけではない。剣の継承者一人を置いて、帰るわけにもいかんだろう」

　フヴェルは声を張り上げて喋しやべりながら、割れた皿を地面から拾い上げた。そしてため息をつく。これでは道場再建と言っても、時間がかかりそうだった。

「まあ何とかするか……。そちらも明日には日本に来るのか!?」

『ああ学園の方に潜り込める手続きが、やっと終わった』

「あの学校も大変だな……。日本はしばらく休みが続く。気が向いたら寄ってくれ。屋根がないんで宿は貸せんが」

『そんなことはいい。それよりもだ。――国連のレポートを読んだんだが。天龍ミーミルが十二年前の《大陥落》時に、カドゥケウス伝令使の杖により幽体化されたというのは本当なのか？』

「ああ――」

　老ジョンが言っているのは、この道場街が発見された時、もしくは神剣が引き抜かれた時点で、発効するように用意しておいた報告書だった。昨日のうちにはファイルのキーが解除されただろうから、すでに出回っているのだろう。しかし――と老ジョンは言う。

『十二年前のあの時というのは、私がずっとカドゥケウス伝令使の杖をこの目で見ていたんだぞ？　それなのになぜ、日本に存在した記録がある？』

「二本あったとしたら？」

『あるものか！』

　老ジョンの声にはわずかに、憤りが混じる。

『神器というのは本来、唯一無二の存在だ。全く同じものなどない。――言っておくが、君のレポートは虚偽の疑いを持たれている。つい先日、カドゥケウス伝令使の杖が活動を始め、日本へ飛んでいってしまったという私の報告と食い違うからだ。だからこんなにも早くに、国連のレポートが読めた。いや、読まされて、尋問まで受けたよ』

「……時が来れば分かる」

『そればっかりだな、君は』

「お前は『とりかえ子チエンジリング』について、データを集めたことがあるか？」

『何だ？』

　いきなり話を切り替えられた老ジョンは、混乱しているようだった。

『妖精物語フエアリー・テイルのことか？　……なじみ深い方のつもりだが』

「ならば日本に来い。そうすれば分かる。何が起きるべきだったのか。――そして実際は何が起きてしまったのか」

　どこか苦にが々にがしげに告げるフヴェルの声に、電話の向こうの老ジョンは、沈黙した。



　府ふ中ちゆう屋や敷しきの長老・大だい道どう寺じは、山積みになった決裁書類の束を見て「馬ば鹿かめ」と言った。

　誰だれの、何に対する怒りなのか、老人は自分でもよく分からない。何しろ午前中から作業をしているが、半日経たっても書類の減った感じがしない。時計を見れば、午後の四時。

　この時間には縁側に出て、茶でも飲むのが大だい道どう寺じの生活のテンポだった。

　気温が過ごしやすくなる時間を狙ねらって、風に当たる。それが最善の健康法と、大道寺は考えていた。

　部下たちに十五分ほど休息を言い渡すと、大道寺自身は一人で、庭に面した縁側へと向かう。

　しかし今日に限っては、そこで待っている者がいた。それもよりによって件くだんの要注意人物――立たつ木きヒロ本人である。無断で屋敷の中にまで侵入された大道寺は、腰が抜けるほど驚いた。

「……どうやって入ってきた！」

　もちろん屋敷の周りでは、无耶志国ムサシノクニの衛兵たる侍たちが、警護を行っている。日本の小国間には利益の不一致も多く、長老・大道寺の身の回りもそれなりに物騒なのだ。

　だが問いに対し、ヒロは手にした地図を出した。

「ヨアルリ・エエカトルという空を飛べる者がいます。彼女に頼んで、屋敷の見回りのタイムスケジュールと、可能な侵入路を調べ上げました。ちょっと時間はかかりましたが、これはそもそも俺おれの決断に時間がかかった結果で――」

　大道寺はその呑のん気きな説明に、たまりかねたように息をついた。

「……何をしに来た！」

　観念するべきだと、老人の方は思っていた。

　何しろ大道寺は風かざ祭まつり出海いずみを使って、邪魔な立木ヒロを殺そうとしたのだ。ならば逆に、ヒロが大道寺を殺しに来ることもある。純粋に正当防衛だ。

　すでに大道寺が助けを呼んでも遅い。カドゥケウス伝令使の杖という強大な神器の力があれば、誰か一人が駆けつけるより早く、結論は出るだろう。

「何が望みだ……」

　訊きかれたヒロの方は、背後に持っていたものを差し出した。黄色い小さな包みである。

「ひとまず、友人になりに来ました」

　その包みには、『銘菓・多摩川園古墳まんじゅう』と書かれてあった。

「前方後円墳の形してるけど、ヒヨコまんじゅうと同じ味です。緑茶で食ってもいいんですが、暑い時は牛乳で流し込むと――」

「うるさい！　黙れ！　帰れ、馬ば鹿か!!」

　すっかり激げつ昂こうして、大道寺はヒロに叫んだ。歳としも何も関係ない。手に何か持っていたら投げただろう。

「お前は近所の主婦か何かか！　何か勘違いしていないか!?」

　そう言われてヒロは初めて、真ま面じ目めに困った顔をした。

「……どうも魔術とか、そういうのばっかりが先行してて。でもだからこそ、ちゃんと直接会ってみないと分からない、って気もしまして」

「小こ賢ざかしいわ、偶然手にした力で図に乗る青二才が！」

　困った爺じいさんだなという顔で、ヒロは息をついた。

「だからって、この世に不要な人間というのはいません。ただ自分を生かせる幸福な人間と、生かすことのできない不幸な人間はいる」

「？」

「真ま名な辺べさんがいつも言っているのは、そういうことだと思っています。俺おれたちの国も、ただ『邪魔になるような気がする』だけで、潰つぶされる必要はない」

「ハ。予防とか、保険とか、そんな言葉の意味も知らんか、今の子供は――」

「――予防で人が死ぬ必要はないですよ」

　大だい道どう寺じの言葉を遮りながらも、ヒロは相変わらず困ったような口調で言った。

「もっともあなたは、俺を直接狙ねらった。真名辺さんや長な川がわさんを襲撃しようとした人間に、あなたの部下はいない。その点で俺は、あなたを信用できると考えています」

「一人合点と言うのだ、それを！」

「そうかもしれません」

　大声の大道寺に耳が痛いといった仕草をすると、ヒロは土産の菓子箱を、自分の立っている地面に置いた。

「また何度でも来ますよ。じゃ、今日はこれで」



    

  
    
      



    

  
    
      　ヒロはそう告げ、手にした地図に書いた時刻と時計を確認し、小走りに庭を引き返すと塀をよじ登って越えた。

　ぽつりと一人残された大だい道どう寺じは、ようやく気づいたようにつっかけを履くと、庭に出る。そして慎重に、菓子の箱に近づいた。手にとってみる。重さを量るようにし、次に匂においを嗅かいでみる。さらに箱に耳を当てた。その体勢でしばらく固まる。

「……音はしないでしょう、時限爆弾じゃないんだから」

　突然の声に驚いた大道寺は、飛び跳ねるように後ずさって声の方を見る。

　塀から顔だけを出したヒロが、大道寺を見下ろして苦笑していた。



    

  
    
      
あとがき



　読者の皆さま、お待たせしました。おかげさまでモノケロスも、第二巻となります。

　今回は律りつと師匠のお話。残りはだいたい忍者と本州が大活躍です。

　あとがきであるこのページでは、お話の中で律たちが語る『正義』とは何なのか、ちょっと別の角度から。



　実は生物の活動というのは、どのレベルであれ『記録』とセットになっています。

　生命であれば遺伝子。

　個人であれば記憶。

　国であれば歴史。

　この『記録』をばらまくことを、全すべての生物活動は目的としています。

　ですが面白いのは、ばらまかれる『記録』自体が、生物活動の『姿』を決定することです。また逆に、ある『姿』を引き出すために、『記録』自体を書き換えることが可能であるという点です。単なるコピーではなく、遺伝子も記憶も歴史も変化していきます。その変化が引き金となって、生物活動の『姿』自体が変わっていきます。

　このシステムが実現されるためには、二つの機能が必要となります。

　一つは『記録』を《書き込む》機能。

　もう一つは『記録』を《読み込み》、『姿』を決定する機能です。

　これは『記録』するシステムに最低限必要な構成です。ビデオテープデッキなんかを想像して頂ければ、分かりやすいかと思います（つまり録画と再生ですね）。

　そしてヒロの王国の場合は、後者の《読み込み》機能を、律が担当しています。

　周囲の状況を《読み込み》、行動として再生するためのルールを、彼女は『正義』と読んでいるわけです。

　さて、『記録』の《書き込み》能力の性能は、その生物自体にとって、あまり問題にはなりません。なぜなら他ほかの『記録』によって補うことが可能だからです。例えばヒロが十二年前の事実に気づいたように、外部から別の『記録』を持ってくることで平均化されていきます。

　しかし『記録』の《読み込み》能力の方は、性能が低いと全てが狂っていきます。

　自分や他の『記録』を読んで『姿』を決める機能が正確でないことは、破滅を意味します。そういったところに、律の『正義』の大変さがあります――というのが今回のお話。



　そんなこんなで本編の方は、いよいよ役者が揃そろいました。

　次のお話では舞台を学校に戻し、クラス替え後の委員長決定戦（団体戦アリ）となります。ヒロたちはある人物を委員長にプッシュしようとしますが――という展開。

『立たつ木きヒロとは何者なのか？』という謎なぞに迫りつつ、ある事情から麻あさ奈なや、ついに復活する霜そう夜やが大活躍します。また前回のあとがきでちょっと触れた『外向きの柱』三人についても、いよいよ確定していきます。

　お楽しみに。



　といったところで、今回も最後となりました。

　挿絵の巳み島しまさん、今回も美麗なイラストをありがとうございました。特に表紙は本を読み終えた後に、もう一度見返していただければ。がらりと印象が変わって見えますよ。

　さらに編集の笹ささ尾お氏にも、変わらずの感謝を。今回もギリギリ最後までバタバタで、編集長の三み坂さか氏ともども、ご苦労をおかけしました。

　それではみなさま、また次の本でお会いしましょう。

伊い都と工こう平へい



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　伊都工平（いと・こうへい）

　　１９７５年11月生まれ。

　　兵庫県出身、神奈川県在住。

　　著書に『第61魔法分隊１～５』

　　『天槍の下のバシレイス１，２』（共に電撃文庫）など。



　イラスト

　巳島（みしま）

　　（前回までのあらすじ）恐ろしい発見、それは日を追う毎に巳島の心を苛む。だが、麻奈のキャラの新しさに触れ、次第に癒されていく。

　　ああ、麻奈かわいいよ…でも律も…ってそんな２人同時になんて、だ、だめだぁぁ。

　　思い悩んだ彼の決断とは…

　　個人サイト「ｒｕｍｂｌｅｆｉｓｈ」：‥http://q-orbit.jp/



    

  
    
      モノケロスの魔杖は穿つ２



著者名……伊都工平

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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